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経営志林第43巻２号2006年７１１

〔論文〕

英系国際銀行とアジア，1890-1913年（６）

西村閑也

[・序章

八．運輸通信革命と第一次グローパリゼー

シヨン，1870-1914年

Ｂ、初期の在アジア英系国際銀行

Ｃ、アジアにおける国際銀行業と銀IIlli格

下落

（以上，『経営志林』４０．２，２００３年７

月，所収）

11．世界貿易の多角化とアジアにおける災

系国際銀行

Ａ・序説

Ｂ、中国

Ｃ・インド

、、其の他のアジア諸国

ｌ・セイロン（スリランカ）

２．海峡植民地とマレー

３．シャム（タイ）

４．オランダ領束インド（インドネシ

ア）

５．フランス領インドシナ（ヴェトナ

ム，カンプチア，ラオス）

６．フィリッビン

ト】・結論

（以上，『経営志林』４０．４，２００４ＩＩｉｌ

月，所収）

Ⅲ、マーカンタイル銀行の業態，1895-

1913年

Ａ・序説

Ｂ・チャータード・マープノンタイル銀行

の破綻とマーカンタイル銀行の設立

Ｃ、マーカンタイル銀行の成長

Ｄ・マーカンタイル銀行ロンドン水ｌ１１ｉ

Ｅ、海外諸支店

ｌ・ポンペイＢｏｍｂａｙ（現ムンパイ）

支店

目次： ２．カルカッタCalcut⑱（｣''二Iルブノ

タ）支店

３．マドラスMadras（現チェンナイ）

支店

４．コロンボColombo支店

５．カンデイーKandylll張所とﾌﾞﾉﾙ

Gallel{|張所

６．シンブノボールSingal〕o1℃文1,1；

７．香港支店

８．上海店

９．カラチKarachi支店

１０．ペナンPOnaIlg支ﾊｌｉ

ｌｌ・ラングーンRangooIl(1)バンゴ

ン）支店

１２．コタバルKhotaBarulllﾘli所と

クアラルムプールKualaL11ml)''1．

出張所

１３．ハウラーIIowrahlIljHi所とデリー

Delhi出張所

Ｒ結論

（以上『経営志林」４１．２，２００４fl:７

月所収）

．チヤータード銀行の業態．’890-1913

年（その1）

Ａ、序説

１．チャータード銀行の成立と発展

２．現地支店の為替取り|・IYi金・ＬＹｌｌｌ

業務

３．銀行券発行業務

４．海外証券発行とロンドンにおける

当座預金業務

５．中華民国に対する善後借款供与の

交渉とチャータード銀行

６．チャータード銀行史についての文

献と資料

1Ｖ、

年

Ａ、
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英系同際銀行とアジア，’890-1913(|モ（６）

？
】

Ⅵ、香港上海銀行の業態Ｂ、チャータード銀行ロンドン本ｌｌＩｊのバ

ランス・シート

1.1899年６月301上Ｉ付バランス・シート

2.1899年上半期における本liliの純維

（以上，『経営志林ル11.4,2005〈Ｆ１

)1所収）

Ｖ・チャータード銀行の業態（此の２）支

店業務の実態

Ａ，序説

Ｂ・全行の業務規棋

Ｃ・本店業務規模の推定

Ｄ・主要支店の貸方純計とⅡけ7純計

}】・本店純益の推定

Ｆ・支店別純益

Ｇ、支店純益の源泉

Ｈ・ロンドン為替勘定

Ｌ結論

卜１１．チャータード銀行の現地貸付

（１）上海と漢口のチョップ･ローン

（２）インド地元金融業者に対する〔Y付

（３）ポンペイ綿紡織業への長lOllWIlfT

付２．大沌支ｌ１ｉ

（以上，『経営志林Ｊ１2．’１，２０()6ｲlfl

11所収）

Vl・香港上海銀行の業態

Ａ・序説

ｌ・香港上海銀行の成立と発鵬

２．支店設置状況

３．総資産利益率

４．香港本店の重要性

Ｂ・香港上海銀行諸支店の業務

1．天制1支店バランス・シート

２．１９１０年代における諸支店の概況

３．ロンドン店検査報告，Ｉ９１１ｉＩ２ｌｌ１］

４．ハンブルク店検査報告，１(〕11｛Ｉｆｌ(）

）１ 

５．上海支店検査報告，1911年５）Ｉ

Ｃ・マーチャント・バンクとしてのilf1lk

-Mij銀行

Ｄ・結論

VⅡ．おわりに

（以上，本号所収）

Ａ・序説

１．香港上海銀行の成立と発展

》ilfll(ﾉ)ごとくい香港上海銀行（以下，略して

ＨＳＢＣとする）は1865年３月に香港会社法によ

りｲｰj限責任会社香港上海銀行Hollgkong〔111(１

S趾lllgllaiBankiI1gCo．（Limitc(1)として設立

された。香港本店の開業は，1865イド３卜１３「１，」舌

illj叉Aliの|)M業は，1865年４月３１１である。’さら

に，’866年の香港植民地法令第５号により，I1SB

CのiF式名Wiiは，香港｣鷺海銀行Hongkollg＆

Shallg1laiBankingColl)orationという台称に

変えられた｡２この法令は，チャータード銀行の

]:案特許状RoyalChartel･にｲ'１当するものであ

り，香港上海銀行の破産時におけるＩｉ１ｉ務支払いの

ための株主の責任追加払込額を．払込資本金とｌｎｌ

額（プラス発券残高の払い戻し分）と定めたいわ

ゆる陪額責任制doublcliabilityの原ｌ１ｌｌを取り入

れている点でチャータード銀行などの］;室特許

状3に於ける規定に準ずるものである。しかし，

その漿務内容の規定では，チャータード銀行の]ｉ

報特許状とは，大きな差がある。チャータード銀

行の1861年補足特許状では，「オーストラリア，

ニュージーランドにおける英国の属領，セイロン

島，香港島，もしくは英国領蛎館の現存する，ま

たは将来それの設立される見込みのある港湾，NII

ilL地区および香港の貿易管理長官の管轄1くのIl1

l1ilの港湾，都Tlj，地区において，支店を設iljtして

銀行業を営みうる…そして，インドの主要港お

よび喜望峰の東方のわが国の領土および殖ｌＵｕ仁

代1111文l1ingellciesを設立し･･～為蒋．耐金およ

び送金業務を営むことができる…｣Ｉとされてい

た。すなわち，ロンドンでは．銀行業＝lllli助走

業務を営むことは制限つきでしかIll来なかったの

である。そして，支店の設置も喜望峰の東方に|Ⅱ（

るとされていた。これに比べて，香港上Mlj銀行は，

はるかに大きな目ll1を当初から与えられていた。

」:記の香港1966年法令第５号の第１V条では，次の

ように書かれていた｡

「この会|(I:は，取締役会の経常のもとで，水械

1J、において銀行業務を本法令の発行'三|から21年

Hosei University Repository



経営志林剛`１３巻２)｝2006年７月３

間営む目的で設立されるものとする。ただし，こ

こに述べられていることは，」を記会i(I:がイングラ

ンドの大蔵大臣の代Ill1としてのIIJ(府委員の同意を

得て。銀行または文1iii銀行ＢａｌｌｋｓｏｒＢｌ･allch

Ballksをロンドンにおいて．またはインド，ペ

ナン，シンガポールの港滴，｜iilTlj，地区，ｌＩｌｌ可皇

帝の，または'三1本大?;のIj轍iであって英国の領事

館もしくはNi'1領事館が存在し，または今後設立さ

れうる港湾，都ilj，地区において銀行または支店

銀行を設立することを妨げるものではない。又，

前記の同意がなくとも、ロンドンもしくは上記の

港湾，都Tlj，地区において，為待業務，預金業務、

送金業務を営むための代11'1文),1iAgenciesを設立

することを妨げるものではない．」＄

すなわち，IISBCはロンドンで銀行業務を営

みうると明記されている。廼に，支店設置は，喜

望峰の東に限るというような文言もない。それゆ

えに，ＨＳＢＣは．早くからリヨン文Ⅲiｉ（開設1881

年）とハンブルク叉Ⅲｌｉ（lnIl889ｲﾄﾞ）をＩｌＩ１いた。な

お，上記引用文ではＡｇ(》'1(Pi(ＰＳを代Ⅱ'1支店と訳し

たが，以~「では，発券文１，liBrall(､ｈと代lU1支店

Agencyを|X別することなく，iliに支店と訳する。

両者の区>Ｉｌｌはｚｉ１笑止，銀行芥発行をするかしない

かの区１１||であり，其の他の点では実質的な差はな

かったからである。ただし，Sllb-Agencyは，Ｈ１

張所と訳することとする。

ところで，香港上iii銀行については，フランク．

Ｈ、Ｈ・キング否港大学f’１:ｉｆ教授により，４１１｝

からなるノ〈部の行史が１９８０<|甚代に公刊された

(King,Ｆ１･ａｎｋＨ.Ｈ､，ﾌﾙﾉﾉＭｏﾉ:ＶＱ/(ﾉＩＣ〃O"g‐

んo"ｇ(ｗノＳﾉl(、gﾉl(ＪｉＢ("lAi"ｇＣ()ﾉ7〕oﾉ･(Itioﾉ１，Ｖｏ－

ｌｕｍｅｓｌ－４，Cambri(19G，1987-9())。これは．

香港上海銀行の依顛によって書かれた公式の行史

でありＬ大規模なプロジェクトによる数frIM1の資

料収集と分析の結果である。li1行の行史としては，

1965年にＨＳＢＣが，小説家。リスに依噸して書

かれたものもある（Collis，Maurice，Ｗ、”19,

Ｔ/】ＣＨＯﾉ１９ﾉＣＯ"９（【'ｌｄＳﾉl(I"ｇﾉlr〔ｉＢｕﾉＷ''１９ＣＯ'7)o‐

ﾉ･(Jtio"，Lon〔ＩＣ､，１９６５，１℃1)riI1t(！(lwitI〕ａ｡(Iitiollal

matel･ialbyth(ｐＨSBC，1978).しかし，これは

軽い読み物として，アネクドート'''心に書かれた

読み物であり，学|ⅡI的(l11iI(1は大きくない。これに

比べ，キングの:普書は，ＩｉＩ班な行内資料を耀理分

折したものである。アジアで活動していた英系国

際銀行の行史としては，マーカンタイル銀行のそ

れ（MuirhPa(１，StlMlrt，（〃･ｉｓｉｓＢｎ"ｈｉ'１９ｉ'】（ﾉＩＰ

Ｅ(Ist-YｿＩＣノノｉｓ(oﾉ:ｖｑ／(ﾉl(ＰＣﾉ！(r1.t(?re(ﾉﾙﾉ･〔YIrlti/G

B(J"Ａｕ／ノノldi(７，Ｌｏﾉ!〔ﾉo〃（"｝(ノＣ/ｌｉ"(I，Lon(loll，

１９９６および（}1．(Pcll，Ｅ(IwiI〕ａｎ(IKinsey，Sara，

77ＩＦＲＩ（【〔/iscノノ("'ルＷｌｃＭ?ﾉ･ＭＭｉ化Ｂａ"/ＣＱ／

Iﾉ！〔/i(z,ノ8”－ﾉ08ｲ,Ｌon〔Ioll，1999）とともに高い

価値を持つ本格的(ﾘ}充である。なお，チャーター

ド銀行の行史は，高門な小説家マケンジーに依頼

して書かｵ'た（Ｍａ(Pkc1lzio,Ｃｏｍｌ)to､,Ｔ脈Ｒｅｎﾉﾉ"ｓ

ｑ／Ｓｉｌ【）c'・Ｌｏｌｌ(Ioll，１９５４，１℃l〕l･illte(ｌｅｄ.，Kew

York，1979)。これは，比較的によく書き込まれ

た書物であるが，専Ｉ１Ｉｌの金融史研究者の手による

ものではないので，たとえばバランス・シートと

損益計算書の'1ｹﾞ系ﾀﾞ'１的分l1Tが欠けており，それだ

けではなく，せっかく行内資料にアクセスできた

のに，多くのI1i嬰なＷｉ報を捉えていないというう

らみは覆いがたい。

キングの大著の存在にもかかわらず，ここで更

に香港ｋ海銀行山の研究をしようとするのは，キ

ングの(｣:事は，lIil行のIli式行史という制約のゆえ

に，IiTI行と他の災系銀行，特にチヤータード銀行

との比較による分析を行っていないからである。

他の英系銀行の経徴との比較をすることによって

初めて香港化海銀行の独lLI性が，浮かび上がって

くるのであるから，ここでそれを試みることには，

大きな意味があると考える。

結論を先取りして，その独|:|性の中身を簡単に

書いておくこととしよう。

まず第一に，水Aliが香港にあり，したがってア

ジア現地の実怖に適合した経営の意思決定をする

ことが容易であったことである。例えば，取立為

替手形の付属書緬をどの|HMI､〔で手形の引受人に引

き渡すのかのiﾉﾋ)上がり''１ﾉﾉ的になされえた。これゆ

えに，貿易１１Wは，香港｣§海銀行との収『)|を好んだ

のである。柿Illllll111i11をlAlllliで雌荷して，海港から

それを船獄みするまでの'011111の資金繰りをつける

ことを，輪lll前貸金融、輸入/,TIIの臓み1くるしから，

それが実際に販売されるまでの在庫)UⅡ}１１の金融を

つけることを輸入はね金融と名づけることにしよ

う。これらのファイナンスについては，現地で業

務を営んでいた欧米系11Wi(l:＝洋行の実態と信１１１度

Hosei University Repository



４英系国際銀行とアジア．1890-1913年（６）

についての深い知識を必要とする。香港に銀行の

総支配人が在住し，アジア各地からの支店長報告

を毎週受け取っていること，香港の貿易動向につ

いての感触を総支配人がリアル・タイムで把握し

ていることは，大きなメリットであったであろう。

第二に，本店が香港にあり，早くから支店を北

京（1885年)，天津（1881年）に出し，中国語に

堪能で有能なヒリアーHillier,Ｅ０．を｣上京支店

長として1891年から1923年まで置くことによっ

て,６清朝政府，後には中華民国政府の官僚と親

密に接触して，情報を収集するとともに，１１１央・

地方の政府に短期の高利借款を与え，その返済の

ための長期外債をロンドンで発行させることによっ

て，発行仲介手数料を得たり，発行証券の一部を

アンダライティング・シンケィケートのメンバー

のための低価格で自ら買取り，それを後に有利な

I1Ii格で売却したりした。つまり，香港上海銀行は，

マーチヤント・バンキングを兼営していたのであっ

た。そして，これによって，自行の為替業務を増

大させることもできた。すなわち，発行手取金の

中国通貨への転換や，元利払いの送金のために必

要な為替の中国政府への売却をおこなうとともに，

元利払いの処理を請負うことによる手数料を取得

することができた。これに反し，チャータード銀

行は，その業務の主力がインド洋周辺におかれ，

東アジアへの進出には必ずしも熱心でなかった。

その上に，1900年代半ばまで，チヤータード銀行

は，外国為替業務と貿易金融業務が，英系海外銀

行の基本的業務であり，マーチャント・バンキン

グは、補足的業務でしかないと考えていた。同行

の天津出張所は，香港上海銀行天津支店の開設に

14年遅れた1895年に開設され，1902年に支店に昇

格された。北京出張所を同時に開設すべきである

という議論はあったが，それは取り上げられなかっ

た。同行は，1900年代の初めまで中国外債発行業

務に積極的に参加する努力をしなかった。ようや

く1912-13年に善後借款ReorganisationLoan

(辛亥革命後の中華民国政府の嗣隊解散経費，対

外短期債務などの整理，義和団賠償金の支払など

に当てる資金を調達するための大型借款であり，

その第一回分の2,500万ポンドが，ロンドン、パ

リ,ベルリン,ｻﾝｸﾄ・ペテルスブルクで1913年

５月に発行された）が，国際銀行団によって発行

されることが決まりかけた段階で，自行が銀行団

に参加を許されないのは，不当であるとして，香

港上海銀行と英外務省に抗議をＩＩＬ込んだ。この

経緯については，本論文Ⅳ章に，説明してある。７

第三に，すでに上に書いたように，香港上海銀

行は香港植民地の法律によって設立された銀行で

あるので，そのロンドン支店は，王室特許状によっ

て設立された英系海外銀行と異なり，ロンドンで

営む銀行業務に制約を課されていなかった。これ

に対して，チャータード銀行は，1909年６月の同

行の王室特許状の改定まで，ロンドンでは目１１１に

当座勘定業務を営むことができなかったのである。

更にまた，キングの著書では解明の対象とされ

なかった重要な動きもなかったわけではない。特

に，1900年代後半におけるアジア貿易金融方式の

転換（利付手形による金融から，ロンドン引受信

用の利用による金融への転換）は重要な問題であ

る。しかし，まず，1914年にいたるＨＳＢＣの成

長の全体像と業務の実態を，簡単に概観しておく

必要が有ろう。

２．支店設置状況

そこで，ＨＳＢＣの支店設置状況を見ることと

しよう。それは，表６．１のとおりである3

表６．１．香港上海銀行の諸支店，1918年現在

支店名開業ｲト支店名開業年

香港（本店）ｌ８６５横浜１８６６
福州1867神戸（兵庫）１８６９
サイゴン１８７０長崎１８９１
パンコック１８８８台北１９０９
広州１９０９
厘門１８７３カルプノツタ１８６７

上海１８６５ラングーン１８９１
漢ｎｌ８６８ポンペイ１８６９
天禅188lコロンボｌ８９２
北京１８８５
虹１１（上海）１９０９マニラ1875
青島１９１４イロイロ１８８３
ハノレビン１９１５

ウラディヴォストーク１９１８バタヴィア１８８１
スラパヤ１８９６

ロンドン１８６５

サンフランシスコ１８７５シンガポール１８７７

ニューヨーク１８８０ペナン１８８４

ハンブルク１８８９マラッカ１９０９

クアラルンブール１９１０

イポー１９１０

ジョホール１９１０

（出所）King，ＦｒａｎｋＨ．Ｈ・’７YleノノO'19Ao"ｇＢａ"ハ
ｉ〃ｔｈｃＰＰｌ･iodIQ/YJ7Wj･iulismm'】(ノWnr-Vb(２０/tAc
ノノistoノッq/tAcHOngAo'ｉｇａ"ｄＳＡα"ｇＡａｉＢα'iAi"ｇ
Ｃｔ〕ﾉ抑oratio"，Cambri〔lgeUniversitgyPress，１９８８
（以下では，King,ＶｏＬ２と略す)，Table2」，ｐ､9２
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ここで注'二'すべきことは，1875ｲ'２にサンフラン

シスコ,1880年にﾆｭｰﾖｰｸ,1881年にﾘﾖﾝ,

1889年にハンブルクと，比較的にlilい'勝期から欧

米に支店を出しているIliである。これに比べて，

チャータード銀行は，三|;室特許状が，19(〕4年７月

に改正されるまで，喜望１１$のil1Ⅲすなわちヨーロッ

パと米大陸に支店を'1}すことが|Ⅱ来なかった｡９

又，ロンドン本店が'41111に当M`lUj定雌務を営むこ

とが出来るようになったのは，I909flｴ６月の特許

状改正によってであった。これゆえにＨＳＢＣは，

チャータード銀行に比べてはるかに(i利な立場を

発足当初から持っていたことになる。

３．総資産利益率

以上を前提として，HSBCの1870-1913年の

ＢＳからその総寅))i(利絲率を算:ⅡＩして見よう。そ

れを示すのが，次の災１と，図ｌおよび図２で

のは，1909年６月の特許 ある。

表６．２．香港上海銀行の総資産利益率（＄000, １００，％） 

総ｆＷｉ

(「災ボンド）

（(１） 

8,235.9 

8.910.`’ 

１１，９５３．２ 

１０，８１１．８ 

8,977.0 

7,0530 

9,056.5 

１０，２１５．１ 

9,625.2 

9,798.9 

8,809.2 

10,863.8 

12,491Ｍｉ 

ｌ`1,397.0 

15,29,ＭＩ 

Ｉ８，`150.7 

17,473.3 

1(Ｍｉ()6.6 

17,555.9 

20,273,8 

25,587.,1 

23,705.5 

17,663.8 

15,072.4 

１５，３１６．６ 

19,973.1 

1(Ⅳ162() 

１６，８()2．１ 

１７，８０１７ 

20,2819 

22,026.9 

22,リ１５．０

22,239.6 

23,280.3 

26,1)77.(} 

2000, 

年末 換算＊＊

Ｅｌ＝＄ｘ 

イIZlll1純ilf

(Ｔ銀ドル）

（（１） 

６３５ 

７２６ 

５９１ 

５２７ 

－６８８ 

‘１８５ 

８１６ 

９３６ 

７７２ 

６４８ 

８９８ 

１，１５８ 

１，３９７ 

１，３１４ 

M98 

L826 

８１７ 

d60 

L561 

L76I 

2,676 

１，６１２ 

－１，３７０ 

２，１１５ 

2,820 

2,836 

２，６１９ 

3,655 

6,102 

4,768 

4,722 

`Ｍ62 

,1,903 

‘１，４９１ 

5.356 

イ|:Ｉ１ｌ１純ＩＭＩ〔

(干英ボンド）

（１）） 

141.1 

160.3 

１３１．６ 

１１１．４ 

－１４３．９ 

９８．８ 

１７０７ 

１８Ｍ 

139」

１２１．８ 

164.8 

216.0 

254.5 

243.8 

267.5 

321.5 

136.2 

８７．８ 

239.5 

283.6 

456.7 

239.1 

-187.0 

２５０４ 

288.0 

302.7 

276.8 

348.6 

623.2 

467.1 

480.3 

426.5 

418.5 

382.7 

５１１．６ 

総資産

(干銀ドル）

（c） 

38,050 

40,500 

53670 

51,140 

４２，９１０ 

34,630 

43,290 

52.710 

53,420 

５２，１３０ 

48,010 

58,230 

68,590 

77,600 

85,650 

104,800 

101,840 

105,950 

114,640 

125,900 

149,686 

153,754 

129」10

133,9,1 

153,166 

187,148 

184,119 

169,365 

181,755 

208,295 

211,458 

248,833 

280β86 

267,792 

274,794 

利益率

（'９｡ 

(1))／((1)ｘｌＯＯ 

Ｌ６７ 

Ｌ７９ 

Ｌ１０ 

ＬO３ 

－Ｌ６０ 

Ｌ４０ 

Ｌ８８ 

Ｌ７８ 

Ｌ４５ 

Ｌ２１ 

Ｌ８７ 

Ｌ９９ 

２．０１ 

Ｌ６９ 

Ｌ７５ 

Ｌ７４ 

ｑ７８ 

ｑ５３ 

Ｌ３６ 

Ｌ４０ 

Ｌ７８ 

1.01 

-1.06 

１．６６ 

Ｌ８８ 

Ｌ５２ 

Ｌｌ２ 

２．０７ 

３．５０ 

２．３０ 

2.18 

186 

１８８ 

１６４ 

１．９０ 

1870年

1871年

1872年

1873年

1874年

1875年

1876年

1877年

1878年

1879年

1880年

1881年

1882年

1883年

1884年

1885年

1886年

1887年

1888年

1889年

]890年

1891112 

1892年

1893年

1894年

1895年

1896年

1897年

1898年

1899年

1900年

1901年

1902年

1903年

1904年

４．６２ 

4.53 

,1.49 

４．７３ 

'1.78 

４．９１ 

４７８ 

５．１６ 

５．５５ 

５．３２ 

５．４５ 

５．３６ 

５．４９ 

５．３９ 

５．６０ 

5.68旗な

６．００ 

６．３８ 

６．５３ 

６．２１ 

５．８５ 

６．４９ 

７．３３ 

８８９ 

１０．００ 

９．３７ 

９．４６ 

１０.l６ 

ＩＯ２ｌ 

ｌＵ２７ 

9.60 

10.67 

12.63 

11.50 

1019 
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９．７７ 1905《１２5,380531.5290,80429,765.0179

1906年8.854,816530.1264,09829,858.51.78

1907年9.665,270553.3299,45730,999.7L78

1908年11.577,012624.8384,02333,1913L88

1909年lL166,793603.2359,73932,234.71.87

19]０年10.916,580594.4346,33431,744.6L87

1911年10.796,036549.639`山18336,570.21.50

1912年９．６５5,987６１０７382,24739,611」1.54

1913年10.246,318619.3408,55539,897.9L55

＊上半'１１の換算率は，下半期のものと若干異なっていることが多い。ここでは，」二半期の純益は，上半期の

換算率で英ボンドに換算してから，下半111の英ボンド換算純益と合算している。又．換算率は，1870-75

年についてはロンドン宛６ケ月物手形の相場であり，1876-89年は－覧払為替相場，それ以後はＢＳで香

港ドルから英ボンドに換算するために川いられた換算率をとってある。これは大体電信為替相場に見あう

ものである。

＊＊年平均の数字

（ＩＩｌｌ１ｒ）換算率は，1870-89年は[)ellzPl,MarkusAall〔lSchwarzer,Oskar,WtJcAMigP"。c'･Ｗｂｌｔ,Ｂａ､(ｌ
‘１，Stuttgart,1992,】)99,1)105.1890年以後は，Ｂ'wYAcls,MIgnzi"c所収の香港上海銀行ＢＳによる。
純益の額と資産総額は，1870-89fIRについては，King,FrallkH.Ｈ､，WICHongAo'ＩｇＥα"ｈｉｎＬａｔｅノノル
ノ〕e'７(ＪＩＣＡ、(zノ86ｲｰﾉ90aCambri(ＩｇＧ,Ｃａｍ})ridg〔）UI1ivol･sityPrcss,1987,Ｔａ１〕lｅ6.3,1〕p」９４－５，Table
6.4,1)p､１９６－７，Table８．１Ａ,I).269,Tabl〔９９．５Ａ,I)813,Ｔａｂｌｅｌ２５Ａ,I).428:1890-1913年は，Ｂ〔mAcrs’

A化g(Izi71c所収の公表ＢＳによる（ＢＳは，バランス・シートの略である)。なお，以下では，Ｋｉｎｇの上
掲書は，King,ＶｏＬ１と略す。

図６．１香港上海銀行の資産総額

500000 
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8300000 
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年１＝1870年､４４＝１９１３年

図６．２雷港上海銀行総資産利益率
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炎｜により，総資産の年平均成長率を．1870イド

代，８０年代，９０年代，1900年代に分けて計.算する

と，つぎのとおりである。

年平均総rYi」ｉｒｉ
Ｗｌｌｌｉ］ 

成長率（外）

1870／72《|:平均-1880／82年平均Ｌ()0

1880／82f｢平均-1890／92年平均７．６１

1890／92(|：平均-1900／02年平均０.()１

1900／O2fli平均-1910／12年平均４．８５

た二｜両１行は，1884年５月２日に支払停||鴬をした。

1883<|畠未のliil行総資産は，lL3izi万ボンドであり，

llSBCのlnl時点の総資産Ｍ１百万ボンドを1〈liilろ

に至っていたが，1878年末には．20.5iIi刀ボンド

であり、ＨＳＢＣの同年未の総資産9.6Tそi）jの：Ｗｆ

ｕｌ２であって，東洋最大の国際銀行であった｡'Ⅱ

その破産によって生じた空隙を埋めたものがＩＩＳ

ＢＣであった。それを端的に表現するのが．iiliUjl

iiIllリＩｍｐｏｌ･ialMaritimeCustomsの銀行|lIjl1が

オリエンタル銀行からⅡSBCに移されたことで

あった｡Ⅱなお，1880年について，アジアを徴業

対象としていた主要英系国際銀行の，バランス・

シート（以下，ＢＳと略す）の賃７)f総計＝||けj総

計の数字を比較しておくことにしよう。

ここから，ＨＳＢＣが，大きく(''１びて，アジア

における災系国際銀行の最大手になったのは，

1880(１K代においてであったことが分かる。1880〈|ｆ

代のlik大の１１１件の一つは，オリエンタル銀行

TlloOriolltalBankColl)oratiollの破産であっ

アジアにおける主要英系国際銀行のＢＳ合計，1880年，1890年（EOOO）

年末

チャー拭一ド銀行Charter〔9(ｌＢ・ofll1(lia,AuslraliaHln(lC11il】H1

チャーダード・マーカンタイル銀行Charte1℃(IMPr(Ylllltil(､１１.()ｆｌｌｌ(IiaLon(lonall〔ICllilla

行港上海銀行llongkong＆Shall宵hiliBllllkillgColl)．

ナシ=】ナル・パンク・オブ・インディアNatiol1alIB.〔〕flIl(Ii【'，Ｌｌ(１．

オリエンタル銀行OricntalB・Col1Doration

＊Ｎ(,ｗＯ１､ienta]Ｂ・Coll)orationJtdの数'↑2。
（IllmT）llSBCについては，表６．２とおなじ。その他は．ノノ(J"hPJws'1Wgazi"Ｆによる。

１８８０ 

9,513 

8.069 

8,809 

3,805 

13,226 

１８９０ 

]5,923 

10,593 

25,587 

6,858 

10,574. 

４．香港本店の重要性

すでに述べたごとくＨＳＢＣが有flIであったの

は、本店が香港にあったことである。これがＨＳ

ＢＣにとって有利に働いたのは，まず第一に敢要

な意思決定を，アジア現地の実情にｌｌｌＩして迅速に

行いえたことである。為替銀行としてのＨＳＢＣ

の最大の利1Mt源泉は，為替売買であったが，ボン

ド巡送金為替をＨＳＢＣから買い，あるいはボン

ド述輸ｌｌｌＴ形をＨＳＢＣに売ってくれる顧客を礎

艀するためには，彼らのニーズに適切にこたえる

ｌＹｌｌＩをしなくてはならない。それは，輪IlIiiii貸金

剛，すなわち輸出品の集荷のために必要な資金の

融迦，あるいは輸入はね金融，すなわち輸入ｌｌｉ１１１が

ii11筒してから，それが現実に売却されるまでの'01

1111に必喫とされる資金の貸付，すなわち輸入I1iill〈Ii

1il(金融である。これらの貸出，特に大|]の資金が

緊急に必要とされるようなときに・アジア現地に

水川|iがあるということは，大きな強みであったで

あろう。そして，,顧客とこの点で密接な'１M係をﾙﾉｉ

ぶことが|||来ると，それは預金吸収の上でも強み

となる。そして，HSBCの現地通貨建て孤金は，

急速に燗大していた。

表６．３．香港上海銀行預金残高内訳に000）

（「・)lロンドン店預金其の他預金令行頗金

１８７９．１２５１２3,7551,267 

1881.12Ｌ8234,2546,877 

１８９２．１２４，９１２7,36612,278 

１８９５．１２6,484８．８１９15,303 

1900.125,2361ｑ`16815,701 

１９０５．１２9,676１２，６７１22,517 

１９１()．１２8,871１５，３３７24,208 

１９１３．１２１０．０６４１９，０８０29,1`１，１ 

（llliﾘ｢）I879flﾐと1881年の数字は，Ｋｉｌｌ9,Ｖ()’’’
’1,111)ＩＣ９．２Ａ，Ｉ〕､300，それ以外の数字は，７VIC
〃〔"'A(ﾘｖＷＷｇ(にｉｒｌＰ，各号

この現地j、貨建預金の|旧調なＩＩｌｌびが，銀本位|ljl

でのi1F1li1jは，銀建預金でファイナンスすると言う

いわ(ﾘ)る均衡政莱‘evcnkcOl'1〕olicyの採川を容

易にしたものである事は，疑いのないところであ

る。リーなわち，為替取引についてはポジションを

スクェアにした_卜で，銀建預金噸で銀述lYllWiを
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８英系国際銀行とアジア，1890-1913年（６）

たから，この数字は，銀建預金とほぼ等しいはず

である。この２年度の平均をとると，4,005千ポ

ンドになる。1895年以後は，銀建預金と金建預金

の区))１１がＢＳに公表されるようになった。そこで．

銀建預金の全行預金に対するシェアを取ってみよ

う。それはつぎのとおりである。

（［000） 

年末平均銀座預金全行預金（a)／(b)*,00
（a）（１）） 

1895-978,30514,133５８．８ 

1911-1318,87828,921６５．３ 

（111所）1879年と1881年の数字は，表６．３による。

その他はＴ脈EcolUomist,Ｂ〔mAi"ｇﾉW77I6ers

まかなうことが出来た。他の英系国際銀行は，こ

の点でＨＳＢＣには及ばなかった。さらに，1873

年11月にロンドン銀Ilb格が，標準銀（純分925の

銀）１オンス58ペンスという史上最低の価格を現

出したことをきっかけとして，以後30年間におよ

ぶ銀価格下落の過程が，ロンドンに本店を持つ英

系国際銀行の現地業務の規模拡大を制約し始め

た｡'２チャータード銀行などは，アジアの諸店舗

に割り当てていた金建の資本金を引上げ，アジア

での貸出を抑制し始めた｡'３チャータード銀行本

店は，1885年にそのアジアにおける諸店舗に対し

て，割り当てられていた資本金55万ポンドのうち

32万５千ポンドを回収することに決め，その相当

分のポンド建手形を買ってロンドンに送金するよ

う求めた｡Ｍそれは，現地貸付の縮小を伴わずに

はいなかった。このような他行の現地業務縮小の

動きは，ＨＳＢＣに業務拡大の好機を与えるもの

であったと考えられる。

とはいえ，銀hlli格低落は，1902年１１月に出た

21器ペンスを最低として，以後，全体としては
横ばいに転じた。又，1897年の日本の銀本位から

金本位制への移行がさきがけとなって．1899年イ

ンドがｌ英ポンド＝１５ルピーの平価で金本位IIillを

孫１１}し，海峡植民地（シンガポール，ペナン，マ

ラッカ）は，1906年に２１＝Straits＄8.571の平

価で金本位に移行した。シャム（タイ）も，さま

ざまな経緯はあったものの，1908年にはＥｌ＝

Ticals13.33の平価の金本位を孫川した。フィリ

ピンは米西戦争（1898-99年）の結果スペイン領

から米国領となったが，1903年にフィリピン金本

位法が制定されて，ＵＳ＄１＝Ｐｅｓｏ２の平価の金

本位が導入された｡'：オランダ領東インド（イン

ドネシア）は，1875年からIEI＝Ｆ1.12.1の平価

の金本位をとっていることになっていた（現地で

現実に流通していたのはメキシコ・ドルであった)。

このようにして，２０世紀初頭において大部分のア

ジア諸国が金本位国となり，銀本位国に留まった

のは中国（含香港）とインドシナのみになった。

それにも拘らず、ＨＳＢＣの銀建預金は，大きく

増大した。表６．３によると，1879年末と[881年

末のロンドン店以外の諸店舗の繭金残高は，3,755

千ポンドと4,254千ポンドであり，当時は，オラ

ンダ領東インドを除くアジア諸国は銀本位国であっ

1895-7年平均と1911-13年平均の間の銀建ifi

金年平均増率は，5.27％になり，全行預金増率の

4.58％を上回っている｡１６

それでは，チャータード銀行の在中諸支店の預

金は，同じ期間中にどのような動きを見せたであ

ろうか。表６．４は，同行の在中支店・出張所の

預金の動きを示すものである。

表６．

年末

１８９２ 

１８９３ 

］894 

平均

4．チヤータード銀行在中店舗預金残高（2000）

天津漢口上海福州広州香港合計

２３］３８４２７６９６ 

２３３１１４０１６４５ 

３０１１２２６２５７５ 

２５５２１３６３６３９ 

'900 

1901 

1902 

平均

98 

197 

255 

183 

4６ 

２１ 

３３ 

３３ 

268 

278 

384 

310 

428 

359 

361 

383 

８１５ 

861 

1,036 
９１４ 

１９１１１２６４６５９２２１１０６７８１，４７３ 

１９１２２００７２７１２２３１７6611,685 

1913176807871626766Ｌ851 

平均１６７６６６９７２０１８７０２１，６７０

（１１１所）CharteredBankoflndia，Australiaan(I

China，,GeneralBalanceoftheBooksv， 

〔}uil〔lhallLibl･ary，ｔｂｃＣｉｔｙｏｆＬｏｎｄｏｎ
（MS31519） 

表６．４から年平均増率を計算すると，1892-

４年平均と1900-02年平均の問では，年4.56％で

あり，］900-02年平均と1911-13年平均の間では．

5.65％であって．ＨＳＢＣの銀建預金の増率と大差

のない結果が得られる。しかし問題は，ＨＳＢＣ

の銀建預金は．チャータード銀行の在中支店・出

張所の預金残高の１０倍以上の大きさであることで
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ある。すでに述べたごとく，’911-13〈'2には'11:界

で銀本位をとっていたのは，rli火１２は''１国だけで

あったから，HSB()の銀建ｒｉ金とは同行の〈I:''１

囚諸lil滴liのｒ(金残商と'１１１じものである。それは，

'911-13<|:平均で，18,878千ポンドと，チヤーター

ド銀行の〈l;''１店のｉｎ金1,670二｢ホンドの11.31ifに

逃していた。ここからＨＳＢＣＵ)'''１匹1における１１；

ｌｉ１的な強さが分かるであろう二他方，チャーダー

ド銀行は、インド（合ビルマ）と!'〔南アジアにお

いてiM1いﾉﾉを有していた。特に，｜ｎ１行は英ujl・イ

ンド汽船会；|:Ｂ１･itisl）IlldiaStMInN〔wigati(〕ID

CC・を経'１１↑していたマキノンi【|:Ｗ､Ｍ､(,kiIll1olI

＆ＣＯ・を'''心とする企業集|Ⅱ，後のインチケイ

ブ・グループ［､(Ph(v11)(？（)roul〕（ＦｉｒｓｔＬｏｒ(１１，(･１１‐

ral)c＝此】l】1(DsLyl(DMllckayが，‐（キノン・グルー

プのリーダーとなったので．この企業集'１１はイン

チケイブ・グループと１１１１ばれるようになった）と

密接な'11J係にあり,'７蝋務の主ﾉﾉを，インド洋lIIil

ju諸Ililにおいていたと考えられろ。それ(０)えに，

チャータード銀行の〈1；''１諸店mIiのｌＹｉ金残商は全行

孤金に外|して小さなシェアしか持たなかった。

I911-l3ｲ|:平均の〈|;''１諸店の1(１１余ﾀﾞli高１，(i7()「ボ

ンドは．企行預金17,1(i`'千ポンドに対して，９．７

％のシェアでしかない。

前述のごとく，水lIIiを香港に|i'(いたことの輔二

の利点は、’'１国のI|'りし政府．ｌＩｌｌ/jIIl(府に対して．

澗利での!Y付を機ｌＷｊｉｌｌ１に行うことが'1}来たことで

あった。この極のtYI､|'よ，当初はｲ１判12(〃という

商金利での【1t付であ()，ＨＳＢＣにとってはriノノ

な収iMHMiであった。このような,｢ｌｉ利での!Y｜|けを

することがＩｌｌ来たのは．おそらくiiii国の1:(庁が．

iiIi国民|Illlli1i人からＩｌｌり入れる際の金利に）,l合った

水ilIiの金利での賃(､lで`1i)ったか')であろう。１１１に，

ロンドンでの中国、’１本，シャムの政府Ｉｌ１ｉ、鉄道

ＩｌＩｉ，ＥＩＩ〈i体Ｉｌ８ｉ，企業ＩＩ１Ｉなどの苑rjを『)|受け，多大

の利益を｜:げることができた。つまり，ｌ１ＳＢＣ

は，マーハ'ン卜・バンキングを1(〔徴してい/この

である。これが，ｌ１ＳＢＣの業態と他の４〔/j為待

銀行すなわち．チャー須一ド銀イバマープノンヌイ

ル銀行などの業態とり)大きな迷いを鱗成していた。

しかし，この点については，後のｃ節で詳しく

触れることにしよう。

なお．ⅡＳＢＣは''''11の伝統(|<l金融機'19である

lllilli9V(}ナ（内[Ⅱ|の送金為替をﾘﾊｌＩｌ業務とする銀行）

と密接な関係を持つに至った（繭文姻「ii'i末｣:i↑'ｊ

金iMlilj場の形成における伝統的金融機IWlllllli粟'二ｊｒ

の役１１(||」大阪絲済大学ｉｒ締i（史研究』Ｎ().9,

2005<「１２月)。

B・諸支店の業務

１．天津支店バランス・シート

リノ1t念ながら，TffMl上海銀rjは，そのiffi胆lUIliが，

斬り二次大戦中に１１本軍に接収されたため，多くの

行lAliTl1が紛ｸﾞﾐしたといわれている。特に水lIiの

バランス・シート（以下ではＢＳと略す）とｌＭｆ

計;?:iII（以下ではＰＬと略す）が失われている二

文1,1i>''１のＢＳもほとんど存〈|;しないが，ノ<１１１文1,1ｉ

のＢＳのみが現イルている。しかし，行文Iliにイパ

1,1iか')派遣さｲ'た検査役による検査報〈'｢から，検

j1tの行われた'１ｹ点での負ＩｌＩｉ・ｆｆ症の状Ｉ)lが，ｌｌｕｌｉ１

できる。ここでは，まずXil1支店のＢＳ(1)Ｌは，

ＩＩＳの一部としてi氾録されている）を兇ることに

しよう。この文),Ｉｉは，l912lr度まで，行ｲI渡の1：

半１０１を1Mi年l2I1111から当〈|{の５月31｢|までとし，

1（｣ＭＩＩを６月１１１から111二１３()|］とするという変!(ll

i1Vな処ｌ１ｌ１をしていた。1913<|{からは，（ill301-Iと

'２１１３１１１を半１１１１のイミ｢|とするという』皿１１の処''11に

移った。また，ノ<il1の通Uiは，行平両’1〔),lgI〕ing

'PlMvlといわれるものであり，これは，ｌ行平両＝

1.0531:iij両のＩｌＩＩｉＩｌｌ１ｌがあった｡Ｍここでは，行平iil1i

述ての放字を示したうえで，行平iLiのリル|;ンド換

算(llli('1'iをＩ息iiljiiIliの各時点での為替|{1場÷1.053と

してｉｉｌｉ１ｌ〔したものを注記しておくことに-ﾘｰろ。災

６．５がそれである。ただし，ＨＳＢＣの－．支店だ

けのｌｌＳのフルの'１１Ｆ系列を71〈しても大きな意lIliは

ないので．l890fl2，1902年，1910年，1913行『|:唆

求のＩ)Ｓのみを'１〈すことにする。なお，I900fI:で

はなく，1902イドをとっているのは，1891)，1900,

19()１行ｲﾄﾞ瞳の｝)Ｓがljl存していないことＵ)ためで

ある。しかし，いずれにせよ1900年５１１－１２１]は，

義{Ⅱ|ﾘliliWﾄのために天１１１は拠常事態に'１'1つていた

ので，1900年I1iliのｌｌＳがｲiYl;していたとしても，

その記録としての価値はきわめて0(かつたであ

ろう。
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1０英系国際銀行とアジア，1890-1913年（６）

表６．５．ＨＳＢＣ天津支店ＢＳ，1890,1902,1910,

（千行平両，HongpingTaelsOOO）

1890年11月30日

貸方

銀行券流通額NotcsinCirculation

当座預金CluTcIlta/ｃ
貯蓄預金SavingsBank

定期預金FixedDcl)osits
支払手形BillsPayab1e
取立手形Bil1sinhall〔lforCollecti〔〕１１

対北京支店債務PekingAgency,Ollra/ｃ
未払預金利子Into1℃statC1℃(ｌｉｔｏｆｌ)eIDositors
偶発勘定ContingelIta/ｃ
仮勘定Suspensea/c,Ｃｌ･editors
損益勘定ＰｒｏｆｉｔａｎｄＬＯＳＳ：

受取利子・割引料Interestan(lDiscoulltReceived

受取手数料Commission

合計

1913各年度末

３６．６ 

383.4 

5.6 

3,59山１
０４ 

８８．２ 

４５．６ 

５２．３ 

２．２ 

１５．３ 

102.0 

0.0 

4,323.1 

借方

手許現金Casllin『Prensury
地金銀Bullion:MexicanDollal･sPulでhasedan〔lGol〔ｌ

当座賃趣Over(lraw1lCurrenta／ｃ

取立為替BillsReceivable

貸付Loans

対上海支店債権ShanghaiBrancll,T11eira／ｃ
取立手形BillsforCollectioII

諸口勘定Sundrya／ｃ
仮勘定Susl)ellsea／c,Debtors
損益勘定ProfitandLoss：

支払預金利子1兆positlIlterestPai(]
ブローカー手数料Brokerage

諸掛Chargcs
電信料Tclegralns

合計

８８．０ 

４９．２ 

377.2 

８２７ 

225.9 

3,317.3 
５．９ 

，１０ 

７０．５ 

９０．４ 

１．８ 

９．７ 

０．５ 

4,423.1 

＝4.202上海両で(11;）1890年11月の為替相場（ロンドン払い４ケ１１物）は，ｆｌ
あった。ゆえに，Ｌ１＝3.991行平両となる。

1902年11月30日

貸方

銀行券流通高NotesinCirculati(),’

当燃預金Currenta／ｃ

貯蓄預金SavingsBank
要求払預金DepositatCall
定期預金FixedDeposits
交換残高BanksClearing

支払手形Billsljayable
取立手形BillsinHandforColl〔xvtion

取立為替BillsReceivablcinHand

銀行補償請求額Ballkslndeml1ityClaim
不良資産ﾘ|当額Ｂａｄａｎ(lDollbtfulDel)ｔｓ

対上海支店債務ShallghaiBranch,'1､heira／ｃ
支払済預金利子ＤｅｐositlIltcrestPaid
支店間利子調整額Ａ(ljllstmentoflllIerest1Detwe(PnBranc)Ｉｅｓ
Ｅ建為替手形振ll1額LDraftsDrawll

未払預金利子IntelPstatCrc(litofDepositors
賦払勘定Instalmemta/ｃ

26.6 

3,108.1 
44.4 

04 

1,667.7 
９５．１ 

２８ 

208.4 

593.7 

７．８ 

１５．０ 

３．４ 

８．９ 

５９．７ 

ｕｌ 

４３．０ 

２５．６ 
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経常志林第43巻２号2006年７１１ 1１ 

そり)他Ｍｌｌ定Ｏｔｈｅｒｓ'''1(lry8,／(，
損益勘定ProfitandLoss：

受取利子・割引料1,t(wst&,'1(１１)is〔･()untl((1ceiw(ｌ

手数料Commission

合計

２８ 

３３．９ 

1.3 

5,948.6 

借方

手許現金CashinTreasury

IUl金銀Bullion

当嘩貸趣Over〔lrawI1ClI1TeI]ｔＩｌ／〔？

取立為替BillsReceiva1脈

［雄取立為替rBillsRe(PPivabl〔）

貸付Loanｓ

不渡手形ＰａｓｔＤｕｅＢｉｌｌｓ

不良資産Ｂａｄａｎ(lDoubtfllll加}〕ｔｓ

交換残高BallksClcarillg

対北京支店債権PekillgAgel1cy1Oura／(、
ｆ建為替手形賑}[|額IDraftsl)rawI1

対｣:海支店債権ShalIgl1KliBl･aIl(l','｢11(!i'･ａ/(、
取立丁形Ｂｉｌ１ｓｌ()'･Colle(Pti()'1

諸[1勘定Sundrya／ｃ
仮勘定SusI)ensea/c,Ｄ(]Ibtors
損益勘定Profitａｎ(ＩＬ()ss:＊

支払利子・割引料111ぃrest8lI1(１１〕is｢()ｕｎｔＩ'ai(１

支払預金利子I)el〕ositllllolPslPni(１

ブローカー手数料，諸掛，祗偏ＨＢｌ･okMllg(`,（雌M､9Gs,Telegrams

特別経費勘定Spc(ia1Chal･gcsi,／(・
合計

（注）1902年11月の為替|{1場（ロンドン払い’１ケ11物）は，［ｌ＝8.768

」:海両。ゆえに，Ｅｌ＝8.327行J1LiT1jとなる。

677.7 

482.`Ｉ 

６０４１ 

１００１ 

474.6 

６９３．０ 

１８９ 

１５．０ 

481 

４９．５ 

0.1 

2,455.5 

208.4 

26.4 

0.2 

２５．５ 

‘184 

１８．２ 

1.9 

5,948.6 

1910年11月30日

貸方

銀行券流通高Notesi,lCil･(vlllHlti(〕,，

当座預金Cu1Tenta／(ＰＳ

貯議預金SavingsBallk
定期預金FixedDeposits
交換残高BanksClcarillg
支払下形BillsPavable

lll立乎形BillsinHall(lforC()Ⅱ(､Cti()11

取立為替ＢｉⅡsReceivablciIIIIalld

補助貨評価損DiscountonSllbsi(IiaryCoills
対北京支店ドル述債務PckingAgoncy:I)ollaM／(・
対｣二海支店ドル建債務SllaI1gMiBraI,(I]:１)()Ⅱｌｗａ／ｃ
銀買入額Silvel･Ｐｕ,．(PhasG(ｌ

未払預金利子IntelPstalClMitolI几I〕osilo】.ｓ
偶発勘定Contingenta／ｃ

担保余裕額預金Marginal1兆I)osit
仮勘定貸記利子InterestiI1Sllsl〕0,〕s〔DIH／ｃ
賦払勘定lnstalmellta／ｃ

仮勘定Suspensel,／(P,Ｃｒ(,｡it(),.ｓ
損益勘定Profital1(lLoss：

受取利子・割引料IntelPstluIl(１１〕is(P()1,,,ｔl((，(Yliv〔p(１

手数料Commission

支店間利子調整額Ａ(ljll3tm(911t()flI1t(’rest})ctwcell1〕H1･all〔11Gｓ
合計

３
０
９
９
２
４
９
０
－
Ｄ
９
７
２
ｌ
ｌ
０
５
ｌ
６
 

●
●
●
●
の
●
●
●
●
●
■
●
■
●
●
●
●
●

９
０
８
３
６
０
５
７
０
６
６
０
９
２
１
０
７
０
 

８
３
９
１
 

４
－
，
８
３
４
 

２
 

０
３
 

１
５
 

７
９
 

２
２
 

36.,1 

0.8 

‘11.3 

5,524.9 
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1２英系国際銀行とアジア，1890-1913年（６）

借方

手許現金CashinTreasllry
地金銀B1lllion

当座賃趣Over(lrawnCu1Tenta／ｃ

貸付Ｌｏａｎｓ

Ｅ連取立為替ＥＢｉⅡsReceivablG

その他取立為替BillsReCeivable

不渡手形ＰａｓｔＤｕｅＢｉｌｌｓ

交換残高BanksC1oaring
取立手形Billsfol･ＣＯⅡectio】ｕ

香港ドル勘定Hol1gkoIlgDol1al･ａ／〔’
対北京支店債権PekingAgellcy,Oura／ｃ
ルーブル紙幣RoubleNotesinllall(IalldPu1℃base(１

対上iflj支店債権ShaI1ghaiBrancll,Ｔｈｃｉｒａ／ｃ
諸|｣勘定SuI1drya／ｃ
仮勘定Suspensea／c,Debtors
損lIIf勘定ProfitandLoss：

支払利子・割引料Il1tc1℃stan(lDiscountPaid

支払預金利子I)Ｃｌ〕ositlI1tel･estl，ai(ｌ
ブローカー手数料BrokcragO

諸掛Chargcs
電信料Telegrams

支払貯蓄預金利子SavillgsBallklntere3tPaida／ｃ
合計

（注）1910年111】の為替相場（ロンドン払４ケ月物）は，ｆｌ＝7.902

上海両であった。ゆえに，Ｈ１＝7.504行平両となる。

Ｌ156.2 

4682 

1,100.4 

243.5 

547.5 

７．８ 

１．７ 

723.8 

145.9 

２．５ 

１０１０ 

３２.］ 

887.4 

６．２ 

１．７ 

１４．５ 

５０．３ 

７．９ 

２０．７ 

０７ 

1.7 

5,5249 

1913年12月31日

貸方

銀行券流通高NotcsinCilTulation

当座預金CurreI1ta／Ｇ

貯蓄預金SavingsBank

要求払預金DepositsatCall
定期預金FixedDCl)osits
交換残高BankCIearings
支払手形BillsPayable
取立手形Billsinllan(lforColle(Ption

取立為替BillsReceivableinllall(ｌ

ロンドンAliリ|受信)i]対応書類CovorforLondonOfficeAccel〕tan(PGS
補肋貨評価損，iscolmtonSubsidiaryCoilIs
香港ドル勘定Ho11gklongDollH1ra／(､
'１１建取立為替YenBillSReCeivH1})lCinllan(ｌ

｣苣海支店ドル勘定SI1anghaiBl･allch,Dollara／ｃ
未払預金利二rInterestatCre(IitofDoI〕osits
賦払勘定Instalmenta／ｃ

その他諸口勘定Othe1･Sun(ｌｒｙａ／ｃ
仮勘定Suspensea／cCreditors
損益勘定Ｐ1℃ｆｉｔａｌ１〔ｌＬ〔)H$：

受取利子・判i)|料Intc1℃stan(lDiscountReccive(ｌ

支店間利子調整Adjustmelltoflnterestl)eいveel1Branches
受取手数料Ｃ〔〕mmissionReTGive(］

合計

２
５
３
３
３
７
９
１
０
２
５
４
ｌ
５
ｌ
ｌ
２
７
 

●
●
●
●
●
●
●
●
ご
●
●
●
●
●
●
●
●
●

１
７
０
８
５
８
１
２
３
４
０
５
２
－
０
２
８
２
２
 

２
３
９
２
０
４
１
２
１
２
 

２
７
２
１
 

１
１
 

９
２
１
２
 

７
 

９
 

７
 

９
】

２
 

１
 

３９．４ 

５６．４ 

0.7 

7,147.6 

借方

手許現金CashinTreasul､ｙ
地金銀Bullion

当座賃趣Over(lrawnCu1Tenta／ｃ

貸付Loans

976.9 

1,192.4 

1,486.5 
228.5 
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経↑Mhl1j林inIl3を２１）２(Ⅱ)(j(ｒ７１ｊ］３

rlilllIiM:為緋rll昨l(MDival)ｌｅ Ｌ()7(12 

その他l｢いI為什ＩｌｉｌｌｓルMv8I1)1【、 １３３．１ 

ｲ《iIqf形I',ｌｓｔｌ),,(､l)川 0.6 

1[(TIF形]BiⅡＳ｢(),．Ｃ()Ⅱ(､(､IioIl I22l 

lIlilW(l0I為梼Ｙ(､I111iⅡｓｌ((､(Pivable ２．１ 

[】ンドンAliﾘ|受Ｉｉｉ１ｌⅡ【l応iI1瀬ＣＣＶ(DrforLolu(I〔)11()ffi〔･OAC(･u1)ｌｉ１ｌｌｗｓ ２１．２ 

対｣lZii(文AlilIIi樅I)l1kiI1gAg(lIlcy,Ｏｕｒａ／(･I,,,(１Ｍｉａ／(９ １６３．２ 

ルーブル紙幣I((､111)I(（()I(､siIlHan(16111【11,111.(l1asc(Ｉ１２`１．７

吋|:ｉｉｌｊ文ノルIIIililtS11l1nIlrlM1ilBrallcll,Ｔ１ＭＤｉＭ／ｃ 1,503.9 

諸｢１１V川iZSun(ｌｒｙ:,／(、 ３．３ 

１ＩＭＡⅢj定lDrofit8ul(1Ｌ()3s：

史lノルル・ｉｌｉﾘｸﾞ|料1,,1(9r(Pstal,(l])is(ｎｕ１ｌｔＩ'aidll.(）

支払nFi金｢'1「I〕(PlI()sit1,,t〔DresllDIli(’５１)」
支払１１１`総ｒｉ金lllI'･S8WillgsBallklllt('r(､stPai(１１３
プIJ-ノノーミ「故１１．iMillﾄ．７１i信科Ilr()kIPr&,g(､,〔血,1.9(､5.1､(’1(｡,L『rｉ１ｌＩｌｓ ３１６ 

合計 7,147.6 

（ilH）l913flZ1211のハ勝|(IＩ!｝（ロンドン払いイケノ|物）は．［Ｉ＝7.(;5０

１:ifljiIiであった。ゆえに．［ｌ＝7.265行12両となる。

（lllDi）llSBC（;1．()uI)Ａｒ(､11iWs,Ｌ()11〔1()I】,S11GLEl)(;９１１，Ｍ,jiiI1j為什''１場は．
’九､z(､１，Ｍ８ｗｋｌｌＨＡ，ａｎ(１ｓ〔Ilwal･Ｚ(､r・Oskar・Ｗａ(,ｌｌｒｌｌｌｌｇ(､11（1(ＷＷＩ､１t，１Ｖ，

StlltIgHIrt，１９１)２，１〕l〕・’５３－`Ｉ

いたから.'１ノ<il1MBにおけるYY易金融業務も急速

にＩＩｌｌび，１１１((〕人ｲ【たnri余のノミil1｢１体での輪lIl前[Y

iir融，輸入はね金融での巡''1t)急｣Ⅱしたものと兄

られるが，’９１３〈|{まで，ＩｌＳｌｌＣ犬il1支店は，Ｉ：

iilj支店に対する汀余供給1,1iでありつづけた。なお，

炎６．５で示した'１$点でのlMIilU]定は，1890年II

11W1lOO行ＷｌｌｉのMA2i．:，１１)()2<lZI1)1101は．58,800

行平両の赤字，１１)|()fl2Il111Ulは，17,300行平iiIliの

赤字，Ⅱ)I3fl:'211101は，ｌ(),1()()rijFiIjiの赤字となっ

ていて赤字llL1illである。ｑﾉﾐは，姫一次大戦iiiのX

il1支店は，全休として赤字｣,LilMであり．1906年に

は139」00行1filljという',ﾘｲl:KLIﾐのＢＳの２％に

もなる高水i('iに逃した。こｌｌは，この年の受１１}し｢'｜

「.,割り|↑ilが，８'1,710行１４ilI1iでしｎつたのに，lri金

利子支払が139,886riilAi11liにもなったからである二

すなわち，多額の定IUlri金をⅡ11)入れながら，ノ〈

illでそのｉｆ金をjuiIllする余lulがなく，tiiIj支ﾊＩｉに

1,971,770行Ｗ:i111iも(ﾉ)[Ｔｌ､|をしていたのに、この

貸付にj(､ける`世１１１(Wllrがl11I11fi;ｌｉ１；に計上されなかっ

たために４１;じんｉｉ２ｉ･:である。1908年-1半!！|から，

この利二「が幻,Iillllｲﾘｲ調'|惚八(1justmento（ｌ昨

t(ｗｓｔＩ)etw(!(､ｌＩｌｌ1.1,,〕(IM1sという科目として１１Ｍk

計算に入ｵｌらイ[たので，１１|尖は1907年114,8001j：

平両→1908<l:I`1,2()0行平iil1jとiiM(減した。1889ｲ'2か

らの５年１０|ごとの〈'２１２均１Ｍtは，次のようになっ

ていろ。

炎６．５から天i11文ＩＩｌｉの漿价の人占喚がわかって

くるが，｜両1店の1913〈Ｍ<のＢＳ合ｉｉｌは，災ボンド

換算で、［984,0()()であり，ＩｌＳｌｌＣ全行ＢＳ合計

［39,474,000の2.5(ﾉｲ)に過ぎない。〔YﾉＯｊの１１１１７:為替，

１１[)(立手形，ロンドンl1lii)|受信１１|ｽﾞ､llIbVIiliLI航（ﾆｵｌ

は，ＨＳＢＣロンドン1,1i発行の|割ll状Ｌ／Ｃによ()，

ｳﾋﾞﾛなどの天１１１へのIii1llllNiが，ロンドン店あての

Ｗ形を振ｌＩＩしてロンドン;IillﾘＩＩＩｊ場で１１(''7)|き，その

賑'１１と同時に犬il1の輸入１１WあてにI)／I)条件の荷

為替手形を脈'1Ｉして，犬il1ﾊＩｉにｌｉＸｌハI【てのために

送りつけた手形と！(ｌＭＩｉ齊餓である)，I2iilj支店Ｉｌｌｊ

定は，本店、＿tiiljIIiのこれに対応する||け/と'１l殺

されるものなので，これをＢＳ合iilから叢し』)|い

た貸方純計を'1'すと，5,7()0,7()0行､ril1li＝[792,900

であり，全行ＢＳの2.(〃に過ぎないことになる。

しかし，この文Ａｌｉは、北京文Aliとjlllll1して．北京

政府と北洋11[lIUI1U係の宮)i:，政府喚人．列国外交

１１１の公金の孤託を`受け，他文１１１iとは衿し<異なっ

た堆務を宮.んでいたと児ら机る゜炎６．５では，

1890,1910.1913<|{において，（YﾉﾉのＨｆ大J]fil-1が

定IU1預金である。｜|け）では，対MIj文１，IilIIi樅が，

1890年にはＢＳ合計の75.0％，１９()2｛|{には4Ｌ３卯，

1910ｲlzには16.Ｍ，’913ｲﾄﾞには21.(Ｍと人きなシェ

アを占めている。xil1池の岡易ｉｉｉは，1890年に

5,860,000両（このiilliは，itj側iilliであ(〕，Ｉｉ↑Ijl卿両＝

1114上海両である)，1902｛|:211,57(),()00両，１９１０

〈|：38,530,000iilj，I913fl:59,495,(Ⅱ)Oiilljと急増して
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1４英系国際銀行とアジア，1890-1913年（６）

に抱え込んだ。そして，それは中国政府の外債発

行手取金を引当として発行された中国政府短期証

券が、取立てのために同行天津支店に送られてき

たものが，期限になっても支払われなかったため

に､不渡手形として処理されたのではないか，と

いう推測を記しておいた｡劃)1900年代におけるこ

の種の手形については確実な証拠を見Ⅲしえなかっ

たが，1913年５月21日に発行されることになった

善後借款Reol･ganisatjollLoanを引当として，

１１１国政府が短期証券TreasuryBills〔以下，ＴＢ

と略す〕をロンドンで発行し，これを各hliの金融

機関で割りり|いて，資金を運川していたことは，

HSBCロンドン店上席支配人であったアディス

Addis,CharlesS.と独亜銀行のワルビッヒUrbig，

FraIlzとの間で取り交わされた書信に次のよう

に書かれていることから明らかである。

「1912年11月15日アデイスよりウルビッヒ。

10月１日付で発行された中国政府ＴＢ１７万ポンド

Ｅ170,OOOChineseTreasuryBillsが，ロンドン

Tlj場で本日売りに出されたが，これについての情

報を与えていただけないであろうか。同封のメモ

ランダムでわかるように，－枚ごとにドイツ語の

翻訳がついていて，北京駐在ドイツ公使が〔翻訳

の正確性を〕証明している｡」

「1912年11月20日ｳﾙﾋﾞｯﾋよりアデイス。

15日付貴簡受領。…これらのＴＢは，エルビング

のシハウ社SchichauofElbingが，かなり以前

に，中国政府から同社の債権に対する支払い手段

として受け取ったものである｡」

「1912年11月20ロアデイスよりウルビッヒ。

前便に付け刀Ⅱえる唯一のことは，総額は180万ポ

ンドであって，これらＴＢが，ロンドン市場で，

本日９０１／2でオファーされた，ということであ

る｡」

「1912年11月21日アデイスからｳﾙﾋﾞｯﾋ。

中国のＴＢは，水口９１１／2で取引された。同じ

会社が，1,000万マルクの契約をしようとしてい

て，その会社の取引銀行は，ワールブルク社Ｗ、

Warburg＆ＣＯ・であると報じられている｡」

「１１月22日ウルビツヒよりアデイス。２０日付

貴簡受領。貴簡により，中国ＴＢの総額が180万

ポンドであることを承知した。このビジネスにつ

いては，まったく知らなかった。しかし，これら

（千行平両）

1889-1893年平均-0.4

1894-1898年平均-6.8

1899-1902年平均不明

1903-1907年平均-98.2

1908-1912年平均－１Ｌ8

1913年 １．４ 

マイナスは損失を示す。

（'11所）ＨＳＢＣ（}roupArChives,Lon(IC､，
ＳＨＧＬＥＤＧ９１１，９１２，９４９ 

いまひとつ，天津支店について目に立つことは，

借方における不渡手形ＰａｓｔＤｕｅＢｉｌｌｓの高水準

である。これは，重要なことと結びついている可

能性があるので，各年度末の数字を示しておこう。

（単位：千行平両）

年度末＊不渡手形ＢＳ合計

１８８９４．５3,710.6 

１８９０ｎ.a．4,323.1 

１８９１１１.a．4,759,0 

１８９２ｎ.a．4,709.0 

１８９３ｎ.a．4,584.7 

１８９４０６4,330.6 

１８９５０．６3,581.7 

１８９６ｎ.a．3,218.6 

１８９７ｎ.a．3,039.4 

１８９８１１.a．2,931.4 

１８９９ｎ.ａｎ､ａ、

１９００ｎ.a．、.a、

１９０１ｎ.a．、.n．

１９０２１８．９5,948.6 

１９０３５０１．９4,634.2 

１９０１325.06,389.9 

１９０５８９．３7,337.0 

１９０６４０４7,038.7 

１９０７２３．３6,989.1 

1908４０．６6,678.0 

１９０９２９．４6,472.2 

１９１０１．７5,524.9 

１９１１０．２6,244.8 

１９１２ｎ.a．6,832.8 

１９１３０．６7,147.6 

＊年度末は，1912年までは，１１月30日，

1913年は12月３１日である。

（|{{所）損益計算の表と同じ。

上表から明らかなごとく，1903年度末には，不

渡手形の残がＢＳ合計に対して10.8％にもなって

いる。Ｖ章で明らかにしたごとく，チャータード

銀行天津支店も，1908から1911年にかけてと，

1913年12月期に，不渡手形などの不良資産を大量
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締ili志林ｆｲﾘ13巻２F）２０(16ｲＩｉ７１１１５

(ﾉ)「形は，シハウド|:とは'１４１係のないものであるこ

とは，確かである二｣:’

これらの短'９１証券のｌＵｌｌｌｌは不lUlであるが，一〈'2

物であったとしても，Il11i格が９１１／2であったな

らば，１ﾐﾘ回りは8.5％の商率である。このように，

当１１Ｗ)''1国政府がロンドンilj場で)《wIluliilr券をうＩｉｉＩ）

'１}し，おそらくチャータード銀行も、その－．部を

【Mい入れたのであろうが，そのlUllUUi'|米lllrにＲｉｌ１

文1,1iに当該知101訂l;券を送り，ｌｌ１ｌｎ１ｌｌ(111fからの支払

を求めたところ、’''１１１政１１({は支払の雑務をⅡLたす

ためのl)1余の持ち合わせがなかった，ということ

が．１９１３(|§未にチャータード銀行ﾉ<i１１文lIIiでﾉ〈(i（

のｲ《波手形が発生したことにつながったのではな

いかと考えられる。しかし，後に''１国1N(府外ＩＩＩｉが

発行され，そのJH取り余から｜:記)nlU臆||;芥の(l0ijgl

が行われたのであろう。ただし．llSBCは，’1)12-

13ｲＩｚにはこのｉｌｌＩｉ短'０１証券には三Ｆを||'さなかったと

思われる。そのことは，＿上災を見れば}ﾘ|らかで

ある〆

２，１９１０年代における諸支店の概況

すでに述べたごとく，犬i１１文IIIi以外の文１１１iと香

池ｲﾊﾟﾉＩｌｉのＩＩＳは，失われている。こｵ1Ｇ文ＩＩＩｉの業

務の状況を見るためには，文Ⅲ1iliiii1if役Wi告による

ほかはないのであるが，Ｉｊｉｉ１ｆ役は，l1il-llIｿ.ljでの

行文IIiのＢＳをl上鮫ﾘｰるというようなことはしな

い。検査役が11該文１１１iにf'|背して愉査を行った｢｜

の[|付での検iii記録がﾀﾞliされるだけである。ここ

では，第一次大['1〔iiiの１９１１－Ｍｲ|；における文ﾊｌｉ

ＢＳの？i：要IUj定科|｣の数?』．gを，一覧炎の形で提ﾎﾟ

ﾘｰるほかはない。炎６．６がそれである。ここで

は，１町(炎の現地皿〔Y趣ての数字を，金Wl11iで英ホ

ンド巡に変換した。また，」ｺﾞｲｌｊのみは銀本位であっ

たから，l1iflj両のﾙl英ボンド為替''１場を川いて，

英ボンドに変換した｡型

表６．６．ＨＳＢＣ諸支店ＢＳの主要勘定科目（2000）

支店門械商iｒ１１１１１．２llIlHiil企２．）ifl01ri金

Snigon 

Ballgk()k 

Bal8wia 

SiIlgal)olT 

Jollo1℃ 

Soural)lWHl 

Malacca 

KlIlu1aLuIllI〕111．

Ipoh 

I(&mRo()1１ 

03/０４/1914 

31/12/1913 

20/Ⅱ／1013 

27/１０/1913 

16/l()/１０１３ 

２７/08/１９１３ 

０２/07/1913 

11/07/1913 

23/06/1913 

06/05/１９１３ 

１１１．１ 

４()3.8 

６１).6 

576.1 

10.3 

157.1 

147.,1 

９７．９ 

７７．５ 

１００ 

‘19.(） 

１７６．１ 

１１.`ｌ 

３５ｆ５ 

Ｌ２ 

971） 

１２．２ 

］７．６ 

２１．７ 

６１．１ 

PcIl8lng 

Calcutm 

BombHW 

llaIIl}DII'･g 

Londoll 

sMllgllai 

YokollaluMl 

KolxP 

余行

文I1i門

０７/06/1913 

１２/01/1913 

２１/02/1913 

２５/10/l9l2 

０６/11／1911 

0I/O5/1911 

２０/07/l91I 

３１/07/1911 

３]／12/I９ｌ３ 

３．手許現金・

他行lI1け金

220.8 

337.8 

３３１．８ 

１８．９ 

3,840.`Ｉ 

3,287.2 

１８５．６ 

128.8 

17,85,1.9 

２０１．６ 

288.0 

289.8 

42.5 

1岬166.9

1,015.1 

Ⅲ加1

123.3 

11,325.9 

4．当PMi趣５．（Y卜'．６．］l(｣r為緋７．ロンドン

手形}';'1リ’リ|受偏川

対応；!}賦仲

８．圃人手形

ダゼ伯１

2９２８ 

８０．２ 

３１Ｍ 

320.3 

SaigoI1 

Il&lllgk()k 

ll【l(avia

SillHal〕()r(､

130.3 

166.`１ 

４３．８ 

(i70.6 

9`1.5 

13.3 

31.9 

52.7 

９６.`Ｉ 

３６．８ 

８．９ 

１３８．５ 

0.7 

2.8 

6.0 

１０４．８ 

170」

L27lﾙ1 

1,770.2 
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1６英系国際銀行とアジア，1890-1913年（６）

129.8 

ｑＯ 

３．５ 

１４ 

６４．７ 

０．５ 

’116.5 

1,132.8 

５９０ 

０．３ 

10.9 

00 

７０．７ 

５３２ 

５９．７ 

４６．２ 

５５０１ 

9,406.5 

776.5 

697.8 

541.7 

14,4806 

２４．３ 

９８．１ 

127.8 

５２．５ 

457.9 

244.2 

９４０ 

102.8 

２７．８ 

159.3 

1,217.4 

４７４．５ 

，Ｍ6.9 

13,863.8 

９１．５ 

Ｍ.８ 

１９．０ 

１３．５ 

２０８ 

４０．８ 

９６．７ 

123.7 

18.1 

２６．０ 

823.7 

118.1 

59.3 

4,851.2 

Sourabava 
￣ 

Ｍａｌａｃｃａ 

ＫｕａｌａＬｕｍｐｕｒ 

ｌｌ〕ｏｈ

２４ 

0.8 

14.2 

1,329.4 Rangoon 

Penang 

Calcutta 

BomI)ay 

llamburg 

London 

Shanghai 

Y〔〕kohama

Kobo 

余行

175.2 

３８０４ 

767.4 

2,750.6 

3,706.9 

3,341.5 

322.6＃ 

211.6 

859.9 

74.8 

289.0 

11.ａ.＊ 

９１４．７ 

254.8 

622.9 

415.4 

12,507.0 

＃この数字は，神戸I1iのルピー建手形と''１建手形の買人残であり，このほかにボンド，マルク，フラン，米ドル

述手形の残が，21,301,400存在していた。しかし，これらは，横浜ｌＩｌｉの帳簿に記入される，と検査報告に記さ
れているので，ここには算入しなかった。

＊企行のＢＳでは，Billsl〕is〔PolInted,Loalls,ClTditsという勘定科目しか存｡Ｌない。

そこで，この科目の数字を，当座賃趣の欄に記入した。

＊＊この項目については，上海支Ｉｌｉ検査報告の項を参照せよ。

（{{}所）IISBCGroul)AlThives,Lon(ＩＣ､,ＳＨ〔｝１１，７０およびLondonH，Lon(lonOfficeBoxNo､８，Ｌon(lon
OfficeltemNo123，No.124,Ｂｏ、１２５（II1spocto１．s,RCI〕orts）

形，米国向けの金ドル連手形もあり，また，日本，

中国の支店では，’１建手形，ルピー建手形も買い

入れているが，これらは金額が限られていて，た

とえば，日本から米国li11けの生糸輸出手形でも，

通常は，英ボンド建ロンドン払い手形であった。

表６．６の数字を見ると，ロンドン店の数字が

突出して大きいことが目に付く。貸方では，ロン

ドン店の当座領金が，23,840,'１００であり，表中

第二位の上海のそれ（ｒ3,287,200）を上回る。

定期預金については，ロンドンが，24,466,900

であり､第二位のI且海のそれ（ｆ1,015,100）の４

倍である。このiilli店の検査は同じ1911年に行われ

ているので．1911年末の全行ＢＳの数字と比べる

と，次のようである。

表６．６は，全支店をカヴァーするものではな

い。リヨン，コロンボ，マニラ，広東，漢１１．北

京，天津，サンフランシスコ．ニューヨークなど

重要支店を含む16の支店・出張所の数字が含めら

れていない｡これは,1911-14年のﾀｲﾑ･ｽﾊﾟ

ﾝのなかでは，これらのものの検査報告が存在し

なかったので，やむを得ずカットしたのである。

なおまた〆貸方の数字に発券残高が入っていない

が，これは，海峡植民地（シンガボールペナン）

の発行銀行券は，政府紙幣との競合を避けるため

に，回収されつつあり，シャムのバンコックでも

同じことが生じていたので，1913年末における全

行の発券残高22,130,400のほとんどが，香港本

店のそれになっていたからである（但し，上海に

おける発券残高は，Ｅ150,700とある程度の重要

性を持っていた)。

さて，表６．５の各項目は，ほとんど説IUlの要

のないものであるが、買入手形残高についてのみ

一言すると，それは各支店所在地の輪１－{l者から輪

ＩｌＩ額に見合う手形を買い取り，手形の(|:向地の支

店に，取立為替として送りつけられたものである。

ロンドン以外の支店の賢人手形の大部分も．ボン

ド建手形である。もちろん，フランス向け輸出に

ついてのフラン連手形，ドイツ向けのマルク迷子

（単位：fOOO）

余行当座iTi金銀建10,97Oうち上海3,287

余連5,4ｌ７うちロンドン3,840

余行定期預金銀建6,737うち上ＩｉＩｊｌ,015

余連4,527うちロンドン4,467

（{11所）全行の数字は，７V/ｌＰＢｎｒｌＡｅ耐ＭＩｇｕｚｊ"e，
1912による。原表の数字は，香港ドル建

であるので，それを２１＝ＨＫＳ10.787

で英ボンドに換算した。このレートは，

同年の損益計算書に与えられている数字

である。

ロンドンの検査の日付は，同年の11月６日であ
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り，上海のそれは，５月11-|である。だから，年

末の数字との正確な比較はできないが，大体の見

当はつけられるであろう。ロンドン店の取り入れ

た定期預金は，海外支店と香港本店が，現地通貨

を対貨として売』il1したポンド連銀行為替がロンド

ンに送られてきたとき，それを支払うための英ポ

ンドの供給源泉であった。

次に．借方の数字であるが．ロンドンが突１１)し

ているのは，取立為替BillsReceivableである。

アジア各地の本支店が買い取ったボンド連ロンド

ン払下形が，ロンドン店に送られてきて，支払が

まだ行われていないものが，この.科目の数字であ

るが，1911年末の全行の取立為替は，Ｅ14,828,500

であった。これに対し，１１月６ｐのロンドン店取

立為替は，ｆ9,406,500であって，全行の数字に

対する比率は，63.4％になる。

他方，ロンドンの当座貸趣は，ｆ159,300に過

ぎず，上海のそれ（21,217,400）にはるかに及

ばない。貸付．手形割り|でもロンドン，ｆ211,600，

上海2859,900という状況である。上海でのこれ

らの貸出は，輪H}前貸金融と輸入はね金融を代表

するものであるが，輪'１１前貸のほうは当座貸越で

処理され（担保は不動産，株券などをあらかじめ

差し入れて貸越枠を作っておくことが多い)，輸

入はね金融のほうは，輸入されて倉庫に保管され

た商品を担保として与えられた貸付であり，輸入

品引当で振り出された手形の決済資金を供与する

ものである。手形割引のほうも大部分は約束手形

の割引であって．やはり輸入品在庫の金融をつけ

るためのものである。ロンドンでの貸出について

は，次項のロンドン店検査報告を参照すれば，其

の性格が明らかになる。

このように，ロンドン，上海店は重要な地位を

占めていたので，この両店についてはより詳しく

見てゆくこととしよう。それと，ハンブルク店に

ついては，その業務が，一般の在アジア支店とは

かなり異なっているので，これについても．詳し

く見てゆくこととしたい。

ぶ重要性を持っていた。ロンドンは，英国のみな

らず，世界のすべての国の国際収支の最終尻の決

済の場であったこと．ロンドン資本市場を通じて，

巨額の資本が海外に輪lLllされたこと，がその理１１１

であった。

まず，英国のアジアに対する輸出とアジアから

の輸入の状況を明らかにしておく必要があろう。

表６．７がそれである。

表６．７．英国の対アジア貿易

（百万ポンド）

年平均輸入輸出再輸HＩ合計

1864-66６２．０３０．９1１９４．０ 

１８７４－７６５４．８３９．３２．０961 

1884-86５４．７４６．３２．５１０３５ 

１８９１－９６４３．１‘16.2Ｌ３90.6 

1904-06５８．６６７．４２０］28.0 

1911-13９１．２107.4２．７201.3 

('１１所）Mitchell,Ｂ､Ｒ・ａｎ〔IDeane,PhyⅡis,ノl6st-
r･ａ(ＰｔＱ/Britjsハノ"storimlSmtis(ics,Ｃａｍ‐

bridgc，1962,ｐI).318-320 

このように，英国の対アジア輸出入総額（名目

値）は，1864-66年平均から，1911-13年平均ま

での期間に年平均1.63％の伸びでしかなかった。

輸入は，年平均0.82％、輪ＩｌＩは，｜可2.69％の増で

あり，１９１初の大幅赤字が，1890年代から黒字に変

わっている。また，期間別に見ると，1864-6年

から1894-6年にかけて輸入は年平均1.22％の減

であり，輸出は年平均1.35％の増であったものが，

1894-6年から1911-13年をとると，年平均で輸

入は4.51％，輸出は，5.09％もの増になっている。

英国の対アジア輸出の金融方式には，二Ｊ種類あっ

た。1900年代の初頭まで主流であったのは，利付

手形il1terestbillsを)1]いるやり方である。利付

手形とはボンド連手形であり，その振出日から，

支払日までの期間について，額面金額に対して年

率５－８％の,トリ子（この利率は、そのときの状況

に応じて弾力的に変えられていた）を，手形の名

宛人＝引受人が振出入に対して支払うという利子

文言interestclauseがつけられたものである。

そして，Ｄ／Ｐ条件（手形の金額の支払がなされ

た時点で，船荷証券など付属書類が引受入に引き

渡される）の手形であるのが通例であった。英国

から，たとえば，中国への商品を船積みして送り

１１Ｉした輸出商は，この極の手形を作成して，船荷

３．ロンドン店検査報告，1911年11月（以下の

数字は原則として，９月30日のものである）

ＨＳＢＣのロンドン支店LondonOfficeは，英

ボンドが国際通貨であったところから，本店と１１ｔ
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1８英系国際銀行とアジア，1890-1913年（６）

証券など付属書類一式とともに，送り先地に店舗

を有する国際銀行に持ち込んで，それを買い取っ

てもらう。あるいは，それを担保として，額面の

70-80％の金額を貸付けてもらう。担保余補額相

当分は，‘MargillalDeposit，という預金の[|座

に貸記され，手形の最終的決済時に，手形利子と

ともに．この輪Ｈ１商の当座勘定に振り替えられる。

但し，この扣保掛目は，銀行間競争の激化につれ

て次第に引き上げられ，1910年代には100％が原

11Ｉになったようである。

いまひとつのやり方は，ロンドン引受信Ⅱ|のflI

ll1である。輸出商も，商品仕向先の現地輸入商も，

ともに一流商社であれば，輸出商は，マーチャン

ト・パンカー宛に輪|(}商品代価に等しい額面の手

形を振り出し，マーチャント・パンカーがこれを

7)|受ければ（手形引受手数料は年率1.5％であっ

た)，それは銀行手形bankbillとして，直ちに

ロンドン割引市場で現金化できる。そのときの割

引率が３％であれば，輪H1商にとっての資金コス

トは、4.5％ということになる。輪|{}商は，これ

とは別に相手方の輸入商宛に，船荷証券などの書

類つきの荷為替手形documentarybillを振Ｉｌｌし，

現地に店舗を持つ国際銀行に取立てを依頼する。

この手形はＤ／Ｐ条件であることも，Ｄ／Ａ条件

(手形の名宛人が引受をすれば，直ちに付属書類

を引き渡す）であることもありうるが，いずれに

せよ，前述のマーチャント・バンカー宛手形の満

期期日の少なくとも３日前までには電信為替で、

手形代金が，そのマーチャント・バンカーの手元

に届かなくてはならない。

ロンドン引受信用の利川により，輸出商は，輸

川商品代金の全額に近いものを直ちに入手できる

わけであるが，２０世紀初頭まで，この信１１]を利用

しうるものは限られていた。マーチャント・バン

カーは．きわめて厳しい査定を行ったからである。

しかし，査定は２０世紀になると次第にゆるくなっ

た。海外輸入商が，取引銀行を通じてロンドンの

銀行（必ずしもマーチャント・バンカーと限らな

い）の信用状LetterofCredit，Ｌ／Ｃを入手し

て，輸出商にそれを郵送し，輸出商は，信用状発

行銀行宛に手形を振H'すことができるようになっ

た。信用状が存在すれば，英国の商人は相手の輸

入商の信用度を知らない場合でも，銀行宛手形を

振出して，輪'１１商品の代価をすぐに入手できる。

更に，２０世紀になってからは，英国の銀行合同運

動が，全国に支店網を展開する大銀行を生み出し

た。これら銀行は，２０世紀になると，ロンドン本

店に外国部，外国為替部などを設置して，貿易金

融に積極的に乗り出した。また，ドイツ系，フラ

ンス系，Ｒ水系の銀行がロンドン支店を設置して，

これらの店舗もロンドン引受信用を積極的にあた

えるようになった。こうして，ロンドン引受信111

の利用が容易になると，利付手形は，その金利が

高いこと，資金の固定を伴うことなどから、以前

におけるほどは利１１]されなくなった。

英国の輸入の金融は，原Ｈ１|的には海外で行われ

る。国際銀行の海外支店は，現地取り入れ預金と

ロンドン宛送金為替の売却（ロンドン店は．この

為替代金を支払った-kで，振出し店の口座を借記

する）によって，現地通貨を取り入れ，それによっ

て現地から欧米に輪ｌＩＩされる商品引当のロンドン

宛手形（ボンド連）を買い入れる。買い入れた輸

出手形は，国際銀行のロンドン店に送られて，取

立てられ，取立て代金のボンドは，海外店の勘定

に貸記されて，以前に海外店が振出してロンドン

店がポンドで支払った送金為替についての借記残

と相殺する。

以上を前提として，ＨＳＢＣロンドン店の検査

報告を見てゆくこととしよう。第一次大戦前のロ

ンドン店についての検査報告は､1911年11月６日

のものと，1917年12月31日のものが現存している。

後者は，戦時中のものであるが，戦前の状況につ

いても，かなり詳しく言及していて，価値の高い

文書である。これを参考としつつ，1911年の検査

報告の数字を見てゆくこととしよう。主要勘定科

'二lごとの数字は，次の通りである。なお，数字は

1911年９月30日現在のものである。
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（『'1位：fOOO）

a．］Z許現金Cnsl1inTill２．７

b・他行iliiけ金２３．３（うちiンエス|、ミンスター銀行11.3，

イングランド銀行Ｏ２ｌ

ｃ・有価証券２１2,996.2（うちボンド巡ill;備金lql定1,810.0

［]ンドンAli投筒勘定709.7

本Ali助走476.5）

このうち，ロンドン店投資勘定で保ｲiされる有価証券については．１９１７年の検査報告で，次のような説明が

ある。「この'１１j定の主たる目的は，』'1行の110与する債券の発行をl11il1にすることである。…時としては，当行

は〔発行される〕傭券の一部をi)|受け，ilj場で売却するためのｲiｲlIな機会が到来するまで，仰イルなけｵlばな

らないことがある｡｣鋤そこで，ここには，【'１国の鉄道証券，【|'[11政府'1`i，日本国債，東京il7lt'i，櫛浜TljIIIi，満

鉄fiなど多IWi多様な証券が含まれていた。また，ウェストミンス仇一銀行に傾託された準Mi金IUj症，本店勘定

の証券のうちの一流証券（浮動iill券flo【,ters)は，同行からの借り入れの｝[!保に１１】いることができた。

顧客貸付Sllll(11．ｙＬｏｆｍｓｔｏＣ()nstitu(’''1ｓ180.5

当座伐越159.３

これについて，’911年の検査報告では，次のような説lU1がある。「【フンドンAliの与えている[Y越の大部分は,

厳密には,耐業的ｌ１的のためのも(ﾉ)ではない．主として引退したi;ｒｉ６な顧客で，－．時的な借り入れを必要とする

ものにﾉﾌﾞえられるものである。そｵlゆえに'11保は大部分が良蘭のllH宅よたは東方の投資証券である。…｣国

Ｏ
■
 

ｌ
ｎ
ｕ
（
■
し

f・コール・ローンShortLoanIst〔〕Ｉ〕r《)k(ＷＳ135.0

9.割i)'二F形ＢｉⅡsDiscounted３Ｌｌ

「]：として顧客のために割りり|いたり|受「形とリヨン店のlUj定でｉＩｉｌりり|いた大陸の手形である｡｣２１$

h、取立為杵IlillsReceivable ９，`ｌＯＯ５ 

うち，削りIilj場ですでに割り|いたが，未払いのもの3,819.2

1ソェストミンスター銀行に繭託したもの1,832.3

jjl受請求中のもの７２５０

ウェストミンスター銀行預託分に〕いては，次の説|ﾘIがある。「この金額〔1Ｍ,832,300〕のうち，およそｆ

３，`166,()()Oは，器ﾘﾘ|適格のものであり，１１(llj)|のための有利なTl丁暢を待っているものである。…緬託手形の残り

のＥ1,366,000は，荷為替手形であり，リベートつきでの〔Ml1iill〕文l/､または）UⅡ1における支払を待って

いる。…リ|受済みの丁形本体のみがロンドン・シティー．アンド．'ンエストミンスター銀行にIYi託され，すべ

てのll1lViiI「畝と保険証書は．本行のオフィスに保管されている,｣鰯

なお，１ＭⅡⅡ|の検査は1903年３１１にr｢われたが．そのときの収１７:為梼の数字は，ｒ7,155,900であって，１９１１

年９１１には．それ以来この業務は，31.5`X噸大したことになる。これは．英国のアジアからの輸入噸を反映す

る墹大である二そして，l903fl：以来の文Aliのロンドン宛ＪＺ形別人額（ｲﾄﾞIill総額)，は．次のようであった。（単

位：LOOO)2$

il:年間入額別人額

１９０３３５，２１７１９０７39,778 

190130,3191908`1[Ⅳ192 

１９０５35,938１９０９‘13,70(i 

l90636,7701910`１Ｍ(j5 

なお，1917<1§の検査報告によると，1913年のこの数字'よ，（|:'１１１総額皿19,500,000であり，1910年を113％｣二

lulっていた｡妙

i・賀人後仙支1,1i送付手形BillsPulT1las(､(1ａｎ(11(emitte(ltoBrllM}l〔0ｓ

2,750β 

これは，蕊Uilのアジアli1け輪''1の金Ｉｉｌｌをつけるための手形別人であるがＤ／Ｐ条件のﾄﾘﾄ|手形であったであ

ろう。l903f1：９ﾉｰ'30口のこの↑[li二Ｆ)１２Ｗ人111tは，ｆ2,497,100であったので，それ以来の８年でわずか10.29ｔの増

でしかない。「これらの数字が示すところは，本行の荷為件手形のⅡ:|（,]け業務は，今では(''1びていないという

ことである。しかし，銘記しなくてはならないのは，まさに過去10<ＩＺｌ１Ｉｌにおいて，火力に対する輪lllの金融方

式が．大きく変わったということである。ロンドン金融商会の火二Fのものの殆どとロンドン銀行の数行は，英

国の大]:業HllTIjの地方銀行と合Iii)して，信''１状発行業務でかなりのシェアを占めるようになった。信li1状は輪

｝１１企業が、ロンドン宛一覧後４ケ)1払い，～覧後６ケ)1払いなどjこいlUlIlllの７K形を船積習顛ﾘ|当で振りＨ｝すこ

とをi1iiitにした,これは，ロンドンiliリリlili場の提供する低い利率でファイナンスする低廉な金融方式である．」,,
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2０英系国際銀行とアジア，1890-1913年（６）

これは，きわめて興味のある指摘であるが，これについてはさらに検討する必要がある．本節末尾にこれに

ついてのやや詳細な分析を記しておく。

j・担保余裕額jfl余Marginall)Cl)ositsol】BillsOutwal･(１
４．４ 

「このiiIiの預金をつむことを要求する習慣は，非常に弱体で無名の振'11人のケースを除くと，徐々になくな

りつつある。現在では，他行の競争が厳しいためである｡」１１

元来は，利付手形をＨＳＢＣなどの国際銀行に買い取ってもらうときには，担保である利付手形の額面の７－

８割が貸し付けられ，担保余裕額はこのfil金｢１座に貸記されて，『'I付手形の最終決済lllfに，担保余裕額とそれ

に比例する手形利子を振'１１人の当座預金に貸記することが普逝であった。しかし，ロンドンリ|受信111の利111が

（llIびるにつれて，利付手形の買い取り条件も次第に振}'１人に有利になり，担保余裕額は大部分のケースでゼロ

になったものと思われる。

k、ウェストミンスター銀行宛支),1了振|Ⅱ銀行為替Drawillgs()ｎＬｏｎ(loll,Coul]ｔｙａｎ(IWestmillsterBank
230.4 

「過去を振り返ると，…電信為替が一般的に利１１｝されていなかった時代には，この数字は，はるかに大きかっ

た。1891年をとると，この金額はｆ6,150,00〔)であった｡｣蝿なお，この数字は年ｌ１ｌｉ振llL総額であって，ある

一定時の残高ではない。

そして．1903年以後の年ｌｉｉｌ振出総額は，次のようになっている｡謎

年 金額（ROOO）

1903１，７１６ 

１９０６９４１ 

１９０９1,135 

１９１０６９５ 

１９１１（１０ケ月）５６７

Lロンドン店払電信為替Telegral)hicTransf〔PrsPai(ｌｂｖｔｈｅＬｏｎ(lonOfficc

この項目の1902年以後の年間総額は，次のとおりである｡鍋

（単位：fOOO）

年金額年金額

190212,328１９０７24,985 

１９０３13,597１９０８23,803 

１９０４15,758１９０９22,422 

１９０５21,329１９１０22,563 

１９０６18,333１９１１（10ケ)1）16,395

「次のことは，注目に値する。当行の電信為替業務が，1907／８年から減少しているのは，当行の買入手形

の減少と照応している。それは，特にl908flzに著しいが，これは支店のロンドン店からの借り入れが減少し始

めた年である。これらの変化は，ロンドンの金融商会Lon(l〔〕nFinancialHousesと銀行が，商品の海上輸送

期間と電信為替による現金のlul収までの信１１１売りのjO11111についての金融におけるシェアを徐々に上昇させてい

ることの結果であることは疑いがない｡」

ｍ，定期預金FixedDeI)osits

４舵利付3,546.4

３＋船利付827.7
要求払・短期皿知払９２β

ロンドン店が，受け入れていた定191預金は，在アジア本文店が売却するロンドン払いの銀行為替・電信為替

の支払のための原資を調達する手段として，重要な業務であった。その利子率は，ロンドン店が在アジア諸店

にたいする店舗間勘定において。債権超となった場合に取り立てる利子率の高さを規定する。IISBCの一年

物定期預金利子率は，次のように推移した。

年・月利率（兜）年・月利率（船）

１９０５．１０３．５１９０９.ｌＯａ５ 

１９０６．１０３．５１９１０．２３．５ 

１９０７．２３．５１９１０．１０３５ 

１９０８．２４．０１９１１．１０３．５ 

１９０８．１０３．５１９１２．２３．５ 

１９０９．２３．５１９１３．２３．５ 

（出所）ｊＤｌ"７１('/q/tAeﾉ)UstitJltcQ/〃〔"Jhcrs
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'１．２L1IlSfii余CulTentAccoulIts 3,8IlLI 

l903fl：ｌノー|には，ロンドンｌｌ１ｉ１１１座預金|土，７１;).7に過ぎなかった｡「当行の現在の当座勘定業務は，ノ〈幅の1W）

を>パしているが，残高の11]の［2,328,0()()は，門iili(ﾉ)''''111%訳，シャム政府勘定等からなり，これには１W|}ｒが

支払わj'ている。それゆえに‐・殿面容の１９〃iZで係｛ｊされる残商は，［1,312,445に過ぎない。これは，l903fド

に比べて満１１１のゆく墹である｣鰯

(〕、文A1il11j定貸付Bral1chAccoulltOv(wIlra｢tｓ3,874.5

1903(１１以来の，各年９月30日におけるこの雌[li(ﾉ〕lll:秘１１．次(ﾉ)とおりである。（中位：［000）

イ|：（９月30ｐ）金額〈|：（9113011）金額

１９()３5,132１９０７５，(j3８ 

１９０４４，８１１１９０８4,88`１ 

１９０５5,064１９０９3,111 

19066113191()4,121 

「叉AliのIコンドン店での'１１１両の利)'１は，より小さくなっているが，その理'１１はいくつかある。しかし，三i;た

るjll1lllは，当行の東方の大支〃iの資金111sがたえずlll1i大しつつあること，およびロンドンにおけるボンド巡ＩｌⅡｉ

ｆ形(ﾉ)買入の大幅の減少にあることは疑いない。｢IⅡ､ｌ１１ＩｆＷい入れは，１９０５－７年には，ｌ｣露戦ｲ}(/)おかげで

大きく鱒えていたのである．」蒲

銀行合liil述勅の結果成立したロンドン・lUl方銀

行の手１１ﾉﾘ|受が増大したのが，利付手形YY取業

務を減少させたというのが，検査役（Ｈ、、.Ｃ・

JoIlcs）の主張である。また。」息の引''1文で言っ

ているロンドン金融商会の大手とは．ロンドンに

存在していた個人銀行（株式組織をとらなかった

iii金銀行である）のことであり，手形『Ⅱ'受をＺｉ錐

務のひとつとしていたマーチャント゛バンブノーの

ことではないと思われる。この極金剛IWii会が地銀

と合lilした，というのはl896fl二の個人銀行大介'１１

で成立したバークレイ銀行のことであろう。銀行

合|両Ijili動のリーダーとなったのは，元来はバーミ

ンノノムの地方銀行であったが，ロンドン(ﾉ)'1:式銀

行を合併したロイズ銀行とミドランド銀行である。

さらに，ＨＳＢＣの取引銀行であったウェストミ

ンスター銀行と19世紀以来支店網を全国展Ｉ１ｌ１して

いたナショナル・プロヴィンシャル銀行とバーク

レイ銀行の５行が，1918ｲﾄﾞに１１大銀行となった。

これをiiii提として，1895年，1900年，1905ｲ１１，

1910ｲﾄﾞ，1913<１２の各年についての．ロンドン株式

銀行の二Ｆ形ｒｊｌ受額と資EiE総額（借方総計）の故?↑：

を比較してみよう。表６．８がそれである。

表６．８．ロンドン株式銀行諸行の手形引受（２０００）

ングM1会

資産総額

リ下形引受

（a） 

汽廠総額

（１）） 
年’行数

'８９５ 

１９００ 

１９０５ 

１９１０ 

１９１３ 

８
【
Ｉ
８
６
３

１
１
１
１
１
 

'8,427 

20,936 

30,057 

42,560 

41,914 

299,251 

127,731 

533,`Ⅱ6 

655,363 

705,2`１３ 

8,667 

9,567 

16,458 

17,814 

15,815 

(}{|所）jOl"w(I/q/tﾙﾉﾉＩＳＩ/((（にQ/β(z'1A(?'･締，、SumIIMIryofJoilltStockBankACcounts．

炎６．８を見ると，ロンドンの株式銀行のＷ｢ノ

リ|受は，1900〈|ﾐから1910年にかけて急増し，その

貢'i(:総額に対する比率も．4.9％→6.5％と」:ゲル

ていることが分かる。しかし，ロンドンの株式銀

行(ﾉ)1zIIノリ|受総額は，ベアリングWW会のそｵlと比

べて．桁逸いに大きくなったということはいえな

い。後に『)|愛商会acceptinghouscsになった一

流マーチャント・バンカーは，２１行であったが，

うち７行のi)|受額は，1913年に計46.4百ノブホンド

であり,ｌ７ロンドン株式銀行のｉｊｌ受総額11.912i)ｉ

を上|回1っている。亜に、ロンドン株式銀行といっ

ても，その実態はさまざまであり．このリストの

''１には，銀行合liT1連励を主導して，後の５ﾉ<ｉｌｌ１Ｔ

になった緬金銀行と，株式組織のマーチャント・

バンクが含まれている。そして，人耐金銀行の''１

にも．手形ﾘ|受業務を積極的にｌＩｌｌばしていったも
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2２英系国際銀行とアジア，1890-1913年（６）

のと，そうでないものがある。そこで，後の５大

銀行になった５行の手形引受の動きを見てみよう。

表６．９のとおりである。

表６．９．ロンドン大預金銀行の手形引受に000）

年

London＆Ｍｉ(llan(ｌＢ.，Ｌｔ(1.＊ 

Barclay＆ＣＯ， 

Llov〔ｌｓＢ.，Ｌｔｄ．
￣ 

Londoll＆WestminsterB.，Ltdノ

1900 

1,920 

250 

2,124 

１４２ 

４８６ 

1905 

4,116 

194 

3,895 

1,121 

４４２ 

1910 

61462 

346 

8,227 

5,164 

1,115 

1895 

104 

1,.ａ.＊＊ 

、.ａ、

２３８ 

1913 

6,163 

436 

7,462 

7,090 

８２４ Nationall〕rovincialB・ofEIIglan(ＬＬt〔Ⅲ 433 

＊1899年にＣｉｔｙＢ.,Ｌｔ(１．を合併して，ＬｏｌＩ(lollCityall【１Ｍi(llan(ｌＢ.,Ｌｔ〔lに行各を変更。

＊＊1896年にＢａ1℃lay,Ｂい'an,TriLton,RamsomBollvoric＆ＣＯ、を111核として16行の個人銀行が結集して，

Barclay＆ＣＯ、になった。

#1909年にLondonａｎ(lCountyB.,Ｌｔ(１．と合同して，Ｌon(lon,CountyandWcstminsterB.,Ｌｔ(１．となった。

(出所）表６．８と同じ。

」二表によると，ロイズ，ミドランド，ウェスト

ミンスターの３行は，たしかに手形引受業務を大

きく伸ばしたが，バークレイとナショナル・プロ

ヴィンシャルについてはそのようなことはない。

そして，ミドランドの手形引受が，1895ｲ｢と1900

年の間に大きく伸びたのは，1899年にシティ銀行

を合01:し，シティ銀行は，それ以前から手形『)|受

をかなり大規模に営んでいたことの結果である。

ウェストミンスター銀行の手形引受が1905年と

1910ｲﾄﾞの間に延びているのも，1909{|聾にロンドン・

アンド・カウンティ銀行を合併したことが寄与し

ている。だから，銀行合|可運動だけから，英国輸

出金融方式の大きな転換を説1ﾘ1することには．や

や無理があろう。

他方、この時代に，銀行合liJI運動と並んで金融

界の注目を集めていた現象の一つに外国系銀行の

ロンドン進Ｈ１があった。これら銀行のうちドイ

ツ系３行（DeutscIleBank，Dresdllel、Ballk，

Disconto-Gosellschaft）とオーストリア系２行

(OesterreichischeLaenderbank，Allglo-Aust‐ 

rianBank）のロンドン支店は，第一次大戦の勃

発時に敵性企業体として，英国政府の管El1下にお

かれ，これら支店の業務内容が，サー・ウィリア

ム・ブレンダーSirWilliamPIender（英国特許

会計士協会会長，1910-12年）によって調査され

た。その結果が，英国政府財務相に対する二つの

報告書にまとめられた。すなわち，Ｅ"e"い'Ｂａ"んｓ

(Lo,】(ﾉo〃Ａｇ(?"cics)，COnyO/RCPorZQ/Si'･ＷＩ【Ｚ－

ｉａｍＰｌｅ"｡eﾉ･totAeRt・ノノO'】.Ｔ/DCCﾉﾉα"Ceﾉﾉorq／

Ｔ/ｌｅＥﾉﾊﾝc/Uc91(e'〕dnZedノ6'hDece/"6Fノアノ,/ｑＢ１･i－

tishParliamentaryl〕apers,1917,Ｃ(1.8,130（以

下，PIenderReport，1916と略す）とＥ'1e"1)，

B(z"Aｓ（Lo"do〃Age"cies)，COP､'０/Scco'１(ﾉRe-

poﾉ･ｔｃｌ／Ｓｉ'・Ｗｉｌｌｉｑ"】Ｐﾙﾉldeﾉ･ｔｏＴ７ｌｅＲｔ.ｆ/O"、

ＴＹｌｅＣﾉﾉ〔,',Ce"ｏｒｃｌ／Ｔ/ＩｅＥＸｃﾉ,e9【(cハｄａｔｃｄＩ３'A

Dcce"11)c'．,Ｉ９１ＺＢｌ､itishParliamentaryPal〕ers，

1917,ｃｄ､8,889（以下PlenderReport,1917と略

す）である。PlenderRepo１．t，1916によると．

大戦勃発時の上記５行の負債は次のとおりで

あったc調

（｣６０００） 

Doutscl1eB．8,819.9 

DreS(1ｎｅｒＢ．6,132.O 

Disconto-Gesellscllaft6,012.2 

oestelTeichischeLa(〕nderbal1k3,8380

Anglo-Austl･iallB．31678.9 

合計28,481.0

二の負債の大部分は，手形引受によって生じた

ものであった。PlenderReport，1916は，次のよ

うに言う。「これら銀行のロンドン支店の平常時

における主たる業務は，主としてドイツ人の勘

定での為替手形の引き受けである。これは，１１１界

のすべての地域との輸出入貿易の金融の手段であ

る｡ｌツヨところで，チャブマンChapman，Stanley

は，ロンドン・マーチャント・パンクス，英国株

式銀行，外国銀行の手形引受について，表６．１０

のような数字を与えている。
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/Ｉ:炎は，包括({りな数字ではなく，恐意({(1なサン

プルであるが，国内株式銀行の手形ijl受が急ﾊﾞｳし

つつあったことを示している。しかし，そ#1より

も將しいのは外国系銀行の手形i)|受の燗である。

チャブマンの数2i参:によるディスコント・ゲゼルシヤ

ソ|､とドレスナー銀行の引受けは，ブレンダー・

レポートによるiiIji行の債務総額をはるかに｜:lijlっ

ているが。そのI1l1由は不明である。また、ロンド

ンに進'1Ｉして，iiF発に英系海外銀行と競争しＩＭＩぬ

たのは，ドイツ．オーストリア系銀行だけではな

く，フランス系，日系，イタリア系，スペイン系

などさまざまな銀行が，ロンドンに文Iliを|倣える

ようになっていた。Ｔ/ｌＰＥＴｏ'1o",ｉｓ(，β〔【"Ａｌ',月

ﾉVl（"IOPハＭａｙ23,1914により，ドイツ・オース

トリア系以外の外銀のロンドン支店の一覧を作る

と次のようである。18行の外銀が，ロンドン文Aｌｉ

表６．１０．各種銀行のロンドン手形引受受（2ｍ）

1９００１９１３ 〈Ｉ

ロンドン・マーチヤントパンクス

|Kl0imworLS．ns&Ｃｕ 
,Ｊ、ｌｌＯｌＷｙＳ(llro〔Pdcr＆ＣＯ．

８．２ 

ｄ９ 

Ｌ２ 

３．９ 

１．９ 

１．５ 

１１.ａ、

22.6 

1３．６ 

１１．６ 

３．３ 

（Ｍｉ 

；Ｍ） 

３．２ 

５．１ 

`l(Ⅵ 

Ｗ、lBl･(11】(１t`ｓＳｏｎｓ＆Ｃ(〕・

llnriIuR］)l･Ｃｓ＆Ｃ(〕・Ｌｔ(1．

()．Ｊ，ⅡllllI1)r()＆ＳＯＩ】ｓ

Ｎ．Ｍ、ｌ(()ths(Ilil(1＆Ｓｏｎｓ

])1.ＯＷＩ]，Sllipley＆ＣＯ・

小計

英国国内株式銀行

UIliollofLoll(IC、＆ＳｍｉｌｌｌｓＢ・

IDarl･'ＳＩＢ・

LoIl〔ICI脈jointSto(ＰｋＢ

Ｍ８ｌｎ〔･host〔ｗ＆LivellDoolDistrictB．

Ｌon(I()llCoulltv＆WestminsterB． 

(lIyIl，Mills＆ＣＯ・

小計

大陸系銀行

I〕IPS(lllerB．

])is(､olll()-〔}es(911s(I1aft

Cr6(litLvonlIais 
ご

RussilunB．『Cl､Ｆ(DreignTl･a｡(〕

Ｃｌ･(､(lit(〕Ｉｌａｌｉ８ｍｏ

小!；Ｉ

８
１
２
７
８
４
３
 

□
■
●
ｑ
ロ
Ｃ
■

５
５
３
２
７
１
６
 
２
 

３．１ 

２．４ 

Ｍ 

Ｌ７ 

ＩＬ２ 

Ｌ２ 

１０､０ 

をイルていたな。
６.］ 

３．０ 

(10 

２２ 

１１.ａ、

lＬ３ 

]岬１

１２．５ 

５．７ 

３．７ 

１．９ 

３８．２ 

(ｌｌｌｉﾘ｢）C11aI)maII,StalIley，フルＲｉｓＦＱ/』1ﾙﾉでﾉﾘ("Ｉ（
ノノ(1)ｌｋｊ"9,London，1984,Tabl〔D７．２，１〕」２１

BancaCoInmerTial(Pltnli8lIla（,|<1,1ｍミラノ）

BamcoEspanolde1Rio〔IｅｌａＰ１ａＩＩｌ（ｲﾐﾉﾙ，ブエノスアイレス）

Ba､(ＩｕｅＢ〔，lgel〕ourllqtrallg(､ｒ（ｲﾘ【l｢，ゾフッセルス）

BanqueFranCaiseI)Cu1.1〔ｗ()1,ｍ〔lrT(!(１ｔl'iIM111sl1．i(！（本ＩＩＴ，パリ）

C()ｍＩ)toirNationald`EscomI)い(l(､l)aris（水）I1i，パリ）

ClTditoltaliano（本店ジェノiファ）

Cr6(litLvoImais（本店，パリ）

E(luitableTl･ustCo・ｏｆＭ９ｗＹ()１．ｋ（ｲﾐAli，ニューヨーク）

Farmers,Ｌｏａｎａｎ(lTrllstCo、（水）１１ハニューヨーク）

GuarantvTrustCo､ｏｆＮｅｗＹｏ１．ｋ（ｲ点Ｉ`1i，ニューヨーク）

IIItcl･nationalBankinIrColl)()r81ti()l〕（ﾉ|角l11i，ニューヨーク）

I〕anqueRussso-Asiatiquc（木ＩＩｉ，サンクトペテルスブルク）

RussianBankforF()rPigllTrll(Ｉｌ９（ｲﾘ,Ii，サンクトペテルスブルク）

Soci6t6G6n6rale（本店，バリ）

R1lssiallCommerciHulall【Ｉ１ｌｌ(I11striillBIIIl1（（水）,１ハサンクトペテルスブルク）

SoCi6t6(H6n6ral(lPCr6〔litln(l1lsIri(wl(､t(〕ＯＩＩ】,】,〔､ｌＴｉｎｌ（本店，パリ）

SwissBankvC1℃iｎ（木）,!『，バーゼル）

Y()koh：ｈｍａＳｌＤ(xwioBaIlkIt(し（水l11i，Illliili）

＊１｢エご】ノミスト』誌のl1anl(ingNllII)１１(91.には．Ｉ(Cutor'ｓＢａｎｋの名があっ

たが，Ｂｍ７ｌＡｉ'ＩｇＡﾉ、("InCにはそ(ﾉ)門のill行が記されておらず，したがって

この銀行がロンドン支店をイルていたかどうか，、１１認が取れなかったので，

上表から省いた。

（１１１所）７１/ｊｅﾉZtolio"list,ノhlllﾉｌｉｌｌｇＭ""ﾉﾉP'.,Ｍａｙ２３，１９h1およびＴ脈βα'ｉＡ－

ｊｒｌｇＡ/"】α〃ＱＣルbMO/`ノ
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2４英系国際銀行とアジア．1890-1913年（６）

外銀のロンドン進出は，第一次大戦前の-Ｉ年間一流企業のみが利lilしえたロンドン引受信川が，

に一種のラッシュのような状況になっていた。二流以下の企業にも利１１１できるようになったこと

そして，この現象についてはスポールデイングであった。これが．ＨＳＢＣの利付手形買取業務

Spaldil19,Ｗ.Ｆ、の要を得た解説がある｡ＩＤこれの停滞につながったことは，明らかである。しか

らの銀行は，そのほとんどすべてが，本籍国の輪し，それだけではない。英系海外銀行間のロンド

'11入の金融の便宜のために、ロンドン店引受信１１１ンリ|受信用供与と利付手形買入についての競争も

を供与していた。英系海外銀行も，その競争l[力激化したと思われるのである。すでに，Ⅳ章で指

を感じざるを得なくなっていた。ＨＳＢＣは，ハ 摘しておいたことであるが，1909年６月にチャー

ンブルク（1889年開設)，リヨン（1881年開設）タード銀行の王室特許状が改正され，同行ロンド

のiihj支店を持っていたので，この競争には耐えるン支店は，ロンドンにおいてほぼ自由に銀行業務

力を持っていたとはいえ，横浜正金銀行の競争は．を営むことができるようになった｡Ｉ２この結果生

ＨＳＢＣにも，相当の圧力になっていたのではなじたことは，在アジア諸支店の「本店等勘定取立

いだろうか。なお，これら外銀ロンドン支店のり’為替」BillsHcl〔ＩＣ/aHeadOffiCe＆ｃが急増し

受手形は，銀行手形ballkpal)ｅｒとして最優遇のたことであった｡!］この中には，利付手形の取立

割引率で，ロンドン割り|市場で割り引くことがでてが含まれているので，この勘定科ロの残高急増

きた｡鋤は，チャータード銀行本店の買い入れた利付手形

このように，手形３|受信用の授与をめぐる競争の金額も急増したのではないか，ということを椎

が，英国内では，銀行合同運動の結果としての巨１１１１させる。チャータード銀行主要支店のこの数字

大銀行の成立，英国外からは外国人銀行のロンド を1910年末から1913年末まで取ると，次のように

ン進出によって，激化した。その結果は、従来はなる。

チャータード銀行支店の本店等勘定取立為替（EOOO）

年末櫛浜化海香港シンガボールプ｣ルノノッタボンベイ合計

1９１０９４．６‘133.4３()Ｌ７112.5207.5３０‘５1,456.2 

］９１１234.1803.4238.0105.4215.0172.61,768.5 

１９１２298.91,218.7433.8177.6274.2188.92,592.1 

1913228.61,434.3338.9175.2448」255.82,880.9

（１）|所）．T}IeGcncralBalall(Peofth〔!Ｂ〔)０ks，，theCharte1℃dBallkofIndia,Australiaal1d

C}lina，ｋｅｐｔａｔ（luil(lhallLi1)rary，ｔｈｅＣｉｔｙｏｆＬｏｎ(IC、（MS31519）

上記の数字はい各店ＢＳ貸方の取立手形の数字

と完全に－.致し，その中に，，顧客に取立てを依頼

された手形，本店前貸手形（利付手形)，その他

本店等勘定手形（本店の授与した引受信川によ

り振出された引受手形に見合う金額の対アジア

Ｄ／Ｐ条件の荷為替手形）を含む。上表諸支店の

｢'1で．この内訳をlUl示しているのは，シンガポー

ル支店のみであるが，そこに含まれないいくつか

の支店，出張所もそれをlＩI示しているので，それ

を見てみよう。
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経営志林第43巻２号2006年７月 2５ 

表６．１１．チャータード銀行諸支店の本店等勘定手形と本店前貸手形

（単位：fOOO）

木ＩｌＩｉ等｜ﾘﾉ定手形,本店前貸ＪＺ形

Billsllel〔1()／IlIIoa(１１{(DadOfficeAdvallce
Ofli(P〔､＆ｃ，lBills Bills 

l910iF末

５３．４６．７ 

２．５２．４ 

３(1３７７．０ 

７．７１５．７ 

１３．０８．５ 

106.91103 

1911年ｲミ

７０．６１０７ 

５．６１．２ 

６８．０３２０ 

７J１３．５ 

１６．８Ｍ､２ 

１６８`Ｉ７１．６ 

1012年ｲミ

８２９１６．３ 

６．５１３．８ 

８８．３８７．４ 

１０．２３０．０ 

１１．２１５．５ 

199」163.0

1913年末

120.8２３．４ 

８．８１５．５ 

７２．７９３．２ 

１;).023.9 

１３．８３０．９ 

229.1186.9 

パタヴィア支店

サイゴン支店

シンガポール支店

クアラルンプール支店

ペナン支店

計

パ祝ヴィア支店

サイゴン支店

シンプノボール支店

クアラルンプール支店

ペナン支店

計

バタヴィア支店

サイゴン支店

シンルドール支店

クアラルンプール支店

ペナン支店

計

バタヴィア支店

サイゴン支店

シンルドール支店

クアラルンプール支店

ベナン支店

計

＊支店によっては，ＨＰa(I()fli(､(9Ａ((･(9肱'11Ⅸ`ｓとllillsIl(91(１０/&lllea(lOffice＆c・を区
）}'Iして示しているところもあるが，こ(ﾉ)iiIli片は合算した。

（lll所）℃eneralBalall(ｐｅｏｆｔｌｌｃＢ(〕Cl(s,，tll('（加lrtcrMBlmkofll1dia,Australia

alldChilla,keptattIl⑭（luil小lⅡLil〕I･a１．y,tll(pＣｉｔｙ(〕fLol1don（MS315I9）

このように，支店ごとに，またその年によって，

水I1i前貸手形と本店等勘定手形の相対(lﾘ関係はﾉ<

きくVILなっているが，両者は全休としては，ほぼ

ＷＬて墹大し，上記諸支店での本店前貸二}弓形の

金lWiと本1,1i等勘定手形の金額は大体同じくらいで

ある。

班ﾘｰるに，ＨＳＢＣの利付手形買入業:勝の'''１ぴ

悩みは，二つの要lklの複合によって生じたもので

ある。第一は，英国銀行合同運動による:ｲﾐｌ１ｉｌｉＩ(１文

１１ii網をｲiする巨大銀行の成立．第二は，非英系ｌＩｉｌ

際銀行のロンドン進ＩｌＩ，第三は英系国際銀行その

もののlll1での競ｲﾄ激化である。

４．ハンブルク店検査報告，1911年10月（以下

の数字は原則として10月31日のもの）

ハンブルクが、ドイツ最大の海港（ili砿には1｢'１

港であるが，太洋航行汽船が入港できる）である

ことは言うまでもないことであるが，ここにはハ

ンリfliTIIMlの背から，多数の個人銀行が存在して，

ｉ１ｌｉ発な外Izlil為替取り|，貿易金融を行っていた。そ

れは，ベルリン．フランフルトと並んで，ドイツ

の金IWlllll心地のひとつであった。ここに．ＨＳＢＣ

が，1889ｲ'二に支店を出したのは，１１１国における欧

米人１１１社の''１でドイツ系の活雌が'三|立ってきたこ

と，ヨーロッパ大陸と中国の間の貿易が，つぎの
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2６英系国際銀行とアジア．1890-1913年（６）

ように，ロ覚しい発展を見せたことによるものであろう。

表６．１２．ヨーロッパ大陸との中国の貿易額

年1乏均輸出入総額為替相場輪''１入総額（付）英国の対中輪'１１入額

（千海関両）（１１＝ｌｌｋＴＬｘ）（rOOO）（XOOO）

Ｈｋ､ＴＬはiiijllU両の略。

１８０１－６６1,9302.829６８２17,330 

1874-7610,4003.186３，２６１19,892 

1884-8612,1083.7253,25011,112 

1894-96270416.0694,45614,778 

1904-0672,7716.61810,99613,552 

１９１１－１３101,408＊6.880L1,74015,082 

＊フランス，ドイツ，イ狭リア，オランダの集計。

（出所）IIsiaoLiang-lilloChi'1(11sﾉ､【ｗｊｇ〃７，'･(J(/ＣＳＩ(J〔istics,186ｲｰﾉ949,Cambridge,Mass.，197`１，
１〕I)111-2為替相場は，Denzel,MarkusAandSchwal･zer,Oskar,Ｗｎｐｍ･Ｉ"ｌｇｐｎｄｃｒＷｔ?/t，
Ball〔１１V，StutLtart,1992,ｐｐ､150-1により各lUIlll1の上iiiji【Ijの対英ボンド相場の年間平均を
取り，それを海関両対-ｔ海両の平価である1.114で除した。なお，1864-66年と1874-76年の

相場はロンドン宛一・魔後６ケﾉｰＩの為替|(1場，それ以後については一覧後４ケ１１の為替相場で
ある＿

上表から明らかなごとく，ヨーロッパ大陸の対数字は年平均5.76％である。ハンブルク支店は，

IIL1国貿易は，当初は，英国のそれとは比較にならドイツとその周辺諸国の急成長しつつあったアジ

ないほど小さかったが，1890年代以後急速に英国ア貿易の金融と為替取引をロンドン店に流す導管

に追いついていった。ヨーロッパ大陸の対｢'１貿易の役割を果たしたのである。

は，1864-66年平均から1911-13年平均の間で，

年平均6.76％の伸びであるが，英国のそれは年平では，この支店の検査の数字を項目ごとに見て

均一0.30％で，減少していた。lLlし，１８８４－６年 ゆくこととしよう。数字は，ｆｌ＝Ｍｋ、20.43の

平均と1911-13年平均の間を取ると，英国の貿易金平価で英ボンドに換算する。

も年平均114％の増であるが，大陸ヨーロッパの

（単位：fOOO）

ａ・ライヒスバンク預け金５．０

ｂ，ドイッチェ銀行預け金２５．７

ｃ，ブローカー・ローンLoanstoBrokcrs l96 

適格引受手形を柧保として取る。ハンブルクで資金余剰があるときには，この方法で運用することが有利で

ある≦

〔１．他行預け金OuTAccolmtswitllOt)lerBanks7､６

預け先は，ドレスナー銀行，ブレーマー銀行，ウイーナー・パンクフェライン，クレディ・リョネ，ホープ

Ilil会HCI〕ｅ＆ＣＯ．（アムステルダム)，バンク・ドワ・レターBanquedel'Etat（サンクト・ペテルスブルク)，
バンク・ダンヴエール（アントワープ）の各行である。これらは，送金為替，電信為替などの支払に当てるた

めのコルレス預金である。

ｃ、他店より送付された手形BranchRemittall(PosillHall(1

4920.8 

アジアからのドイツの輸入は，1904年492百ﾉjマルク〔f24.5百ﾉj〕から1910年815百万マルク〔｣ﾋﾞ39.9百万〕

に増え，ここからインドからの輸入の1971平i刀マルクと21]百万マルク（原本には411百万とあるが，211百万の

誤りである）〔r9.6百万とｆｌＯ３ｒｉ万〕を差し『)|<ならば，ジャヴァ，海峡植民地，シャム，中国．日本から

の輸入は，105鉛も増えている。他方，東アジアと東南アジアの支店から送られてくる手形の年Ｍ１総額は，次

のとおりで，1904-1911年の間に57.8％しか増えていない奮い

１０月３１日に終わる一年送付された手形金額（ＭｋＯＯＯ）

１９０４27,650 

１９０５28,000 

１９０６32,660 

１９０７42,000 
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１９０８39.750 

1901）29,470 

１９１０35,160 

１０１１43,630 

そして，１１)()１－６ｲﾄﾞ平均のルIi0i)jマルクとlOOl)－１１(１２平均の3(i」iviノパルクをlこくると，22.89ｂの燗でし

かない,この数4i:は，イドによって人きな変動を練り返している。そｵlは，アジア(ﾉ〕文１，1iが，Jjljlllの輪|{|手形を

ＹYうときに，マルクのｌ１ｌｊ酷とロンドンおよびハンブルクの割『jl率の水ilIlをＩ,'て．手形をよ（)(iｷﾞ11と判断したj皿

貨での表示にりるようにll1j爪するからであろう。この点について，検iftWl《li((１，次のように言う。「ドイツ(））

輸入の大部分は，１]ンドンIriIIlを111いてロンドンで金融をつけられる。インドと極叫〔か｢)の〔ドイツへの〕輪

’１|の噸による，こ(ﾉ)/ｊｉｍで(ﾉ)」iiT(ﾉ)業務は，当行ロンドン店の被'1:lf1け1ﾘ|/の放字にI史映さｵlることが多いで

あろう．」ｌＢ

ｆ、仕llJ]電信為卜１．参ibl払為付’1,.'1,.ｓ,Ｉ加,UUa】,〔１１),･arts:Oulwa1､(1ｓ

年間の数字は次(ﾉ)とおりである二

年 金瀬い1k．0()0）

参i､ﾄﾞﾊﾄｆ１Ｉｉｈｉ為トト

1903９６０3,2,0 

1907７３０3,165 

1910717Ｌ582 

9．】１１座預金２２．４

きわめて少ないが，これを人さく1Ｗやすことはｲ（''｢能である。［1111はすべて!'〔ﾉﾉｲ11価lくたは､|〔方と関係のあ

る顧客のために１１Mかれている。〔I:イツの〕大銀iTは，ロンドンや!'〔/jで(ノパ，りﾉﾉと三kつたくy`なって方iﾉ:で

この業務を灘んでおり，当行の！jえることのできない便穴を供与している〔ドイツでは交ﾉiXl〃ifの'二1座を開く

ことは。当M1(Y趣の(Llil2iの(1Ｗをl]勅的に与えることになる。英国のjlliTは，：l1fIi勘定(ﾉ)｢１１１iを'''1いても，〉１１１

仁貸越枠について(ﾉ〕契約を$,Ｉｉぱない'911)，貸趣を認めない二事実｣zlIi趣が生ずｵlば，ll11111的iIfli金利を徴収する〕。

},、定期預金Fix(､('１〕⑪I〕(〕sits４７．３

i、ハンブルク文IliのI】ンドンA1ilU〃ｉｆ

次のように，ｌ９０８ＩＩｉｕｊＩ([】ンドンAliから(ｌｆＩｌ越しになっている｡'㈹

年）１金額（Ｍｋ、000）

1908４３２３ 

１０１６２ 

１９０９‘１１８３ 

１０１５０ 

１９１０４１９６ 

１０１９５ 

１９１１４１２８ 

１０２３０ 

「l908lI2u1ilには，地jtiljj9で=１２形を目111にlli1りり|いていたが，′>では収IHI為併を|(Ⅱ限i;||来時まで二F元にお

いておくのがiWjll1なので．ロンドンA1iからのIliI)入れが徐々に蝋えているＪ１；

j、貿入手形Hills’''11.(Ilase(ｌ

この検7ft柵《!iによると，ドイツ(ﾉ)インドと極!'〔（念!'〔南アジア）へU)柵'１１は，1901〈I22I8iRiﾉjマルク（［２．１

百万）から191()il{321iUi刀マルク（［15.7百万）へと29.43暁」?iえたが，ハンブルク111iのＷ人手形は宛先>111で次

のように||解しに'３ （Ｍｋ，000） 

年l1i1ifTilMU州liill:ｉ１ｌｊ幻,1i・Ｉｎ１１」水ifIj峡植民地インドフィリッピンジャ'ファ 合計

１猟Iil〈の文ｌ１ｉ↑TWlド(ﾉ)文ｌＩＩｉ

ｌ９０１`Ｍ)()011,99011,7001,8606,1()()1,09()8Ⅲ38,180 

19055,13011),1()()12,8001,7005,(i()OlJl()72()46,190 

1906(i,0501(Ｍ)()512,2251,3001,2`１５1,20()1,250`12,(165 

１９０７5,900１３，１５０１１，２７５1,880‘1,85(）1,75(）９１５39.730 

１９０８５，５４(）７，１８(）11,40(）5002,73(）1,95(）９００30,260 

１９０９1,590５，()2(）１５，()2(）1,6801,25(）７９(〕２２０29,`17(）

19105,3708,25017」203201,3152.()9()`15034,915

1911.ＭＩＯ7,91517,3253101,8801,39028033,`１８() 

＊ｌ１１－ＩＯｌｌ 

（'1}所）IlS11C,１１〕sI〕ｗｌ()1.,Ｈ１((1)()TI,IIalnl)u｢9,1911,1).７（llSBC（}r()ul)AlThiws,Ｌ(〕I】(ＩＣ】１１１，Ｌon(IC、
（)fIi〔DMB()ｘＮｌ().８」(DII(l()IlOfficMt(1JⅡＮＣ」２５，１Ｘ下では/”[］グ・ナンバーは省略する）
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2８英系国際銀行とアジア，’890-1913年（６）

ハンブルク文AliのアジアｌｆＩけ航lllijl当仁振'１１された手形の問人は，全|ｲiとして減少ljilｲﾘにあり，ただ｢1本払い

の手形の貿入のみが．」１１人している二反j|にインド，中国，ihj峡植IUl1l宛のＷ{＃０)Y,(人'よ，大幅の減である。チヤー

タード銀行のハンブルク文Aliが，１１)０４年に開設されたことが，大きく響いていたのであろう。ドイツのアジア向

け輪Illは．’二に;!}かｵ'ているごとく，かなり大きくiIllびたのであるから．llSBCハンゾルク支店の輪|{|金融にお

けるシェアは，下がったと將えられる。チヤータード銀行の年ＩｌＩｌの三F形貿人の数字はｲ(ｌＵ１であるが，ハンブルク

店ｌｌｌ１殻直後のl(Ⅷlfl212ル|ﾐのＩＢＳでは，｜(けｊにマドラス店，シンルｌｉ－ルハ17にルけるIIIil雁が，７，`100マルクであっ

たものが，１９IOfI2l2ル|ﾐのI}Ｓでは，ポンペイ，カルカッタ，コロンボ，マドラス，ラングーン，ペナン，クア

ラルンプール，バンコック，パタ'ソイア，否iUi，天iliの各店に対するII1lliliが，６`1,700マルクとなっている。

しかし，ドイツの輪111の代金が，IISBCの水Ali・他支店の売ﾉilLたfU伯為替と参将払jl(行為替でハンブルクに

送ってこらｵ'て，ハンブルク支店で支払われることもある。その金額は，次のとおりである｡'Ⅵ

（Ｍｋ、000）

イド'1M１((偏為時参祷払為什

１９０４２２，５１３4,729 

190529,565`Ｍ57 

１９０６２(),(i()８4,363 

１９０７37,073イ`0８１

１９０８36,3553,924 

１９０９３７，６１５30523 

１９１０32,3214,086 

（ｌｌｌ所）ＩＩＳＩ)C,IIlSI)Ｍ()1．'ｓ}((pl〕ort,H8Mn})urg,1911,1).８
これによると，’904-10年の間に，電信為替，参管払為勝の合計額は．27,2`12,000マルクか

ら36,`107,000マルクへと33.6鉛ふえている。しかし，ドイツのアジアへの輪lll額に対する，竃

（詠為織参謝払為締岡入手形の合計額のシェアは，１９０１《l：に26.5(ﾙ，1910(|:に22.29fであり，

ｌｌＳＢＣハンブルクII1iのシェアはやはり下がっている:

これについて．Ｉｊｉ査柵Ｌｉの?１１行であるジョーン信111を授与することができるようにすることを勧

ズＩＬＤ.Ｃ､Jollcs（]9()8｛|:にはＨＳＢＣ枇浜支店告する。最初は最大lI420m1〈ンドまでとし，当行

の支店長であり，1912<|；には，ロンドン・オフイの最良の輪'1}顧客をi)|きI|:めておくために慎重に

スの次席支配人になった）は，次のような興ＩＩＩｉあ利11]するべきものと１－る。…ロンドン引受信川の

る説|ﾘlをしている。nlllili払いの適信為替の大部便宜のl1L与については条件をつけることもできよ

分は，ボンド述であり，ロンドン払いのボンド建う，すなわち，Ｉ).Ｐ・手形が利川される場合には，

小切手で支払われる。受取人は，それを地元のTｉｊ当行にその・定の;I(I|合のものを持ち込んでもらう

場で現金化して，彼らのロンドンリ|受Ｗ|’の期限ことであ(〕，輸入'''１での為替llYi)|を当行でするこ

が来るまで，資金を適辿1に使うこともあれば，ことを要件にすることも，もちろんできる。…当行

のボンド建小切下をロンドンの銀行に送って'二|ＭＨの大規棋な遜信為件業務により，輪lIlについての

を賃記してもらうこともある。…私の{]本での経１３１接的な為赫業務についてI11当のシェアを確保で

験を基にすれば，利付のl〕・Ｐ.=｢形による直接のきるのだから，ロンドンTl『場で当行のＦ１前〔の着

輸'１１ファイナンスという(l:|ｲﾘけ業務が大きくＩＩＩｌびいた下形〕をあまりに人1ｋに流通させる危険を目

ることは期待できないと考える。…小'1の顧客のす必要はない，という議論もあるかもしれない。

みが，.Ｐ､手形を持ち込むのであり、彼らを相手しかし，当行は，〈|§１％のり|受手数料を失うこと

に無iljlI限の取り|に応ずることはできない。…このになるし，この業務についての支配ﾉjをなくすこ

高くつ<ファイナンスで111i光をして(０)くためには，とになる。そして，｜げには企業の振'11すり.Ｐ・手

彼らは取り|筒を｣櫛やさなくてはならない。そして形を確保できないことになる。当地の最良の企業

あまりにもしばしば|ｲﾘこう兇ずなやり方でそうすでも，海外のりj1体企堆をＩⅡ平に輪'１Iするときには，

る。そして国内銀行や金融iWi会が彼らを寄せ付けしばしば安全性を考えてLl〔万銀行を通じてＤＰ．

ないときにだけ東方銀行|ﾘast(’１．ｍ}〕anks〔llSBC，手形を賑'1)す．ということを忘れるべきではない。

チヤータード銀行などアジアを徴業対象地域とす東方銀行は，iiii111i1lをよりよくコントロールするこ

る諸銀行〕を利川するのである。…私は，その必とができるからである。そして，現在の激しい競

要がある場合にはハンブルク文ﾊｌｉがロンドンリ|受争のLlIでは、１１`々は，下に入れうるものは手に入
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絲関志林第43巻２号2006ｲ'２７）１２９

れなくてはならないし，手形の振lll人の門前が良

好であれば，そのＷ|ｼﾞが〔ロンドンリ|受〕信111に

もとづいて伽ｉｌＩｌさｲ'ているかどうかにかかわりな

く，満足しなくてはならない。ｌ).Ｐ・llWjlは，ロ

ンドンi)|受信111をも供与する銀行のところに行く

ことはIMI違いない。

企業ＯＩＩは，ファイナンスに関する限り，利付

Ｄ・ＲＷＥの充ﾉillとロンドンで金ＩＷｌｌ手形をルillIす

ことのどちらかを特に好むというようなことはな

い。それは全くどちらがより安いかのllIlMHである。

当行の日本宛I).Ｐ､業務の数字を見れば，このこ

とについての|分な証拠がある。この放字は，

1900年と1901ｲﾄﾞに醤し<増大したが，この'１１Fには

，.Ｐ・手形の「IIT率は５％に切り~卜げられていた。

これによってこのファイナンス方｣（〔のコス|､〕

は，ロンドン宛Ｗ形を振出す際の〔ijl翌〕手数料

とロンドンﾘｲﾘﾘ|率の合計より有利ということはな

いが,確かにli1じ水準になった｡ｒｏ

なお，ジョーンズは．ハンブルクの大企業の''１

には，ロンドンj)|受信用よりは，Ｉ)／Ｐ糸Ｉｌｌ:の利

付手形のほうを好むものもある，と付け"Ⅱえてい

る。ロンドンリ|受信用を利用すると，１|受手形の

期限が来るiiiiに，輸'1|商品の代金を人下しても，

それを下形lUIlU(まで;短期で運用するか，銀行傾金

にしておかなくてはならないからである。fll付

手形であれば，ＩＵｌｐ前に手形の支払をすることに

よって，よりifJWll率のリベートを受け取ることが

できる｡５１

また，ジョーンズは，中国，１１本，インドの現

地人経営の企業宛に手形を振出すｍｔが，孫１１１さ

れるべきである，という。「私は。インドとの貿

易のかなりのlitのものが斫今では、このﾉuj式でな

されており，「１本でも，ロ本企業との『〔|班取り|が

増加llJilfT1にあるのは確かである，と信ずる。’三１本

企業の多くは，優良であり，信頼できる｡｣鞄

表６．１３．中国の英国および日本との貿易額（EOOO）

川
－１ 英国

輸入輪'１１合計｜輸入 輪Ｉｌｌ

ｌ６０ 

５６８ 

103 

1,947 

5,377 

8860 蕊Ｉ
11,677 

(Ⅳ'95 

5,635 

5,958 

1,203 

2,682 鮒Mli
１１８７イー7６

１８８１－８６ 

1891-96 

11901-O６ 

１ｌ９ｌｌ－１３ 

(lllj1i）llsia(）Liallg-lin，Ｃｌ)．「i１，１〕l〕｣18-9,1)l).152-
３１LL1Ij(書は、海関iilli述ての数`１．:在示１－。

それ↓ﾘ〕えに，Del1z(PlHll](ｌＳｄｌｗＨｕ･Ｚ０，．，Ｃｌ)．

（･it、１)I〕」５０－４．により，１１Ｍインドリ)_上海
１１WにルＩする為替|{|場を取り．それをLlI4で

齢して災ボンドの海関iIiに対する為替|{１場を

；1:１１Ｉした。但し．l864-Iifliと1874-6年の

jli(('i･:は，ロンドン宛６ケ１１物手形の''１場であ

Ｉ)．そｌｌ以外はロンドン宛,1ケ１１物(ﾉ)'１１場で

‘ある`，それは．Ｕ(1〈に示すとおりである。

イ|;平均

Ｉ８Ｍ－６ 

１８７４－６ 

１８８１－６ 

１８９`１－６ 

１９(Iｌ－６ 

１９１１－３ 

ｒｌ＝iiIjllL1ilix 

2.820 

3.186 

3.725 

6.060 

６．６１８ 

6.880 

ここに児らｲlるごとく，英lIilのkil1化|貿易は、

19世紀llIlMiからむしろ減少している。これに対し，

L|本のﾙ'''１貿易は，1880年代から第一次ﾉ<戦前ま

で躍進して，1900年代には，英国の放字を上回る

にいたっている。英系国際銀行は，ｉ)〔同の貿易の

金融や英系IliI1人・法人のための為杵取り|だけを扱

うわけではなく，国際通貨が災ボンドである限り

第二|］'１１１の貿易の金融鈩為flFllﾇﾘ|にもULl与するわ

けではあるが，上のような英|]岡易の停滞は，英

系銀行にとってやはり不利なことであったであろ

う。なお，香港経由で英国から輸入された商品も

あったが，否港との輪１１１人については，内訳が不

IUlである。

しかし，上炎は，中国全|ｲﾐについての数字であ

る。」:ｶﾞﾘのみの貿易の動向はどうであったであろ

うか。炎６．Ｍは，それを示している。

５．上海支店検査報告，１９１１年５月

中国のヨーロッパノ<陸との間の貿易lWiは，炎６．

１２に示したので，［'1｢11と英国および']本との貿易

額を表６．１３として示すことにしよう。
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3０英系国際銀行とアジア，1890-1913年（６）

１８９４－６年まで貿易総額は停滞しているが，

1894-6年平均と1911-3年平均の間では，年平

均4.28％の成長率である。

以上を前提として，1911年５月のＨＳＢＣ上海

支店検査報告の内容を見てみよう。数字は，原則

として３月31日のものであり，1911年３月の英ポ

ンドの為替扣場は，』Ｅ１＝8.312上海両であるか

ら,ｎこれを用いて英ボンドに換算した数字を川

いる。またメキシコ・ドルは，＄ｌ＝0.72-k海両

とした上で計算する。

（fOOO） 

表６．１４．上海港の輸出入額に000）

(}l}所）HsiaoLial]g-lin,CID.Cit.,I〕]).175-6英ボン
ドへの換算のための為替相場については，炎

６．１３参照。

ａ・手許現金・地金銀９１５

ｂ・銀行券流通高NotesillCirculatioll l99 

c．取立為替BillsReceivable ８０１ 

「最近は，ほとんどの穂類の輸入品のはけ方が良好であり，そのために残高は，以前の年におけるよりもかな

りに小さくなっている｡」1905年７ﾉ131日の数字は，［1,510,000であり，ほとんど二倍の水準であった｡割これ

らの取立為替は，ロンドン店などから送られてくる、/P条件の利付手形であったと思われるが，貨物を手形期日

前に売却して，代金で手形の期日前支払をすれば，利付下形についている比較的高利率の利子の支払を節約でき

るわけである。

（１．取立手形Ｂｉ]lsforCo1lcction l26 

e・ロンドン引受信用対応書類CoverforLolldolIOfficeAcccl)tances
２６３ 

「これらは，ロンドン店の引受によってファイナンスされた輸入商Al'１のための書類〔船荷証券など〕であ

る。」露

ｆ、他支店貸付の取立てBranchLoansforCollectioll

３９８ 

「当地に送られる綿糸とアヘンを担保にしてポンペイとカルノ｣ツタで与えられた貸付」である｡認

これに関連して，1906-10年の期間のＨＳＢＣ上海の年間輸入額が対比して示されている。次の

上海店の取り扱った輸入金融手段の年間フローと，とおりである。

表６．１５．ＨＳＢＣ上海店の輸入金融手段（EOOOr
r1 

Ld 

ｍ
ｌ
Ｌ
 

｡ 

日
】

【
Ｈ
】

ロ

＊原本の数字は，上海両建であり，次の為替ｲ１１場で英ボンドに換算した。

＊＊StcrlingBillsa／cAgencies 
＃上海の輸入の数字はⅢ海関の公表した数字であり，海関両建で
ある:

英ボンドへの換算は，上海iiljの相場を1.114で除した左表の

相場による。

（１）|所）II1specLDrmsReI)ort,Shanghai,1911,1叩l但し，1910年
の上海輸入額は，llsiaoLian宵-1in,Ｃｌ).Cit,I〕」76．為
替相場はl)enzelall(lScbwarzer,ｏｐ､Cit.,pp153-4

【)9８

可
‐
４

７
０
●
Ｌ
 

年平均

1874-6 

1884-6 

1894-6 

1904-6 

1911-3 

ＷＭ=lliilllj-
3４，１７１１７，９８２52,154 

32,55124,363５６，９II 

年 1906１９０７１９０８１９０９１９１０ 

ボンド建取立為替

ロンドン店引受信用対応書類

取立手形

5,6964,7303,5882,7772,696 

１７８２５４７２２383 

1,047９６`Ｉ５５２1,0141,095 

小計

取立為替

他支店貸付の取立て

円述貸付

6,7435,872‘1,393，1,5134,173 

1,8411,6891,5661,5901,364 

3,4462,2391,0671,4831,344 

5７１８１１７４２０１ 

合計

他支店勘定エ手形.＊

上海の外同からの直接輸入々

12,0879,819 7,0387,6607,082 

579６７‘Ｉ３]８３２３３０８ 

36,90131,762２３,'18724,78426,648 

年ｌＬｌ＝上海両ｘｌｒｌ＝海関両ｘ

畷11i；霧’
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上表で他IiIiXl1正Ｚ二F)|’とされているのは，おそ

らくロンドン以外のＨＳＢＣ支店が，｜:iiljlrIIけ輸

出商Ih11i)|当にl1jilllしたボンド趣利付二｢･形であろう

と思われるが。そうだとすると，このlYil二1が>|'|立

てになり，合計の数字からはずさｲ'ているのがＩｎｌ

故なのか，分からない。そこで，このjril」と上記

表合計の数字を集計したものの上海の輸入額に対

する比率を取ると，上海の輸入の金Mlllにおける

HSBCl2海1,1iのシェアが分かる。そＩIは，次の

とおりである。

（３）l;)111）（［000） 

<｢191119121913 

ポンド巡１１町):為併８０１１，８７０1,482

1両1他支lIilUj定iLa．１２２１４６

取立二ＦＩＩ‘126２３８１６６

ロンドンリ|畳(｢illl対応書類２６３８２４２３１

他支店(Y卜|の取立て3981,133,687．

合計1,5881,1872,712

上ifIjflSl1ll↑i１人額29,27531,89636,871

＊９)13()１１ 

（llllﾘr）llSBC，lllsp〔xPtor'ｓＲｏｌ)Cl･［(〕luShallghai
llraIl〔､}１，］９１５（llSlBC（)r()uI）Ａｒ(･}ｌｉｗｓ，

L(DII(I()1111,BankllisIol．y↓()11〔l()nOlTi〔･e
ll()ｘNo.８，Ｌon(IonOlTi(､〔ｂｌｔ(､１，No.１２３，

u1（．ブノタログ・ナンバーは汽略)，ｌ).８

日々のﾘﾉji高は通年のフローｕ｣二に大きく変化す

ることがわかる。ここからははっきりしたことは

いえないが，ＨＳＢＣのシェアは、’'1r千の回復を

見せたのかも知れない。

前節，前々節では，利付手)|’のf''１１１が減り．

ロンドンリ|受信１１１の利用が急噌しつつある．とい

う印象がL｝えられた。しかし，」)lﾘﾐの_lｶﾞｲﾘ支店の

数字からは，ロンドン引受信１１１は急1Ｗしつつあっ

たとはいえ、それは利付手形をliilf1するほどの大

きなｉＷｌ;にはなっていないということが分かる。

チヤータード銀行の在アジア叉1,1iにおいても，ロ

ンドンリ|`受信１１１が利付手形を圧lii'|するというよう

な状況ではなかったことは，すでに示しておいた。

年1906

シェア（ﾀﾞｲﾘ３`1.3

1907 

33.0 

1908 

31.3 

1901） 

32.0 

1910 

27.7 

すなわち，｝ISBCのシェアは次弟に｢がって

いる。しかしながら，これらの数字はきわめて変

動しやすいものなので．ＨＳＢＣ上海Aliのシェア

が低下したかどうかは，はっきりとは分からない。

次回の支店検査報告書（1915年l[))ご'2211付）には

通年フローの数字が与えられていないが，1912,

1913の各年の3113111の残高が与えられている二・

そｵlは，1911ｲ|:３１二１３１日の残高と比較すると，次

のとおりである。災ボンドへの転換には，各年３

月（または９１１）のロンドン宛４ケ)'三F形の'''1場

を用いた。

９．１１<立荘梁MltivoOrdersfol･CollMi()、 ２２０ 

「こｵlらの地元銀行NativeBllII1《ｓ〔$Wl1〕あての支払脂ＩｌＫ１証は，ｉＷＴが．借入返済または三F形の支払のた

めに，氷たは当座頗金を貸記しても｢，うために払い込んでくる。…これに関係する地元銀行は，３５行であり，

洋行は9(jil:である。そして，ある特定の1行に対する債権強高がl()ﾉji1IIjを大きく超えることはい｡｣”磯

h・貸付2,463

貸付のlﾉﾘ群は，次のとおりである,『」

（|：ドル巡当座貸趣ｔＹＩ､Ｉ株式担保合計

（３）13111）貸付当PITlY越

１９０７１，０９１！)9９４７３２８2,592 

１９０８９５０７７８２５２１３1,992 

１１)0９８０８９５５２８１１$１2,062 

１９１０９６９１，１１２４５９１８２，５５９ 

１９１１1,245８８７３２２１１2,463 

（ili）ｉｆイド３月の為替相場は，次のとおりであるニ

イ'２１９０７１()0８１９０９１９１０１９１１

［ｌ＝'二海両ｘ6.5537.9()７8.8088.3488.312

（lllmr）lISBC,Inspcct()r`ｓＩ((11)〔〕｢し,ShaI1ghai,1911,1〕､５

前述のごとく，輪ｌｌｌ前貸金触は．》'1Ｎ(fY趣の形をとることが多く．輸入はね金融は，〈ISI|(輸入,ＩＭＩを担保と

した貸付の形をとるのが殿的であった・もちろん，」１Ｍf[Y越も無担保ということではなく，あらかじめ
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3２英系国際銀行とアジア，1890-1913年（６）

不動産などの担保を差し入れて貸越枠をつくっておくわけである。そして，l911fr3月末の貸付であるｒ2,463,000

の担保の内訳は，次のとおりであった≦（fOOO）

株式・債券不動産輸入品輪ＩＩｌ１Ｗｌ・中[刊政府無担保.合計

地元製品保証保証人

６００７３４２７８１１９４７９２５４2,463 

（'1|所）｝ISBC,Inspectol･isRcI)０１．t,Shang11ai,1911,1).５

上海におけるゴム株バブル崩壊（1910年４月）の際に,(０有力地元銀行（銭荘）３行が支払を停止したが，外

銀諸行は．パニックを鎮静させるために協ﾉﾉして，」二海道台（｣そ海道の知事）に計350万両を貸し付けた。その

うちのＨＳＢＣの分担分80万両（Ｌ96,000）が上記の中国政府保証に含まれている｡`’しかし，中'五I政府保証貸付

の総額は，この80万両を大きく上回っている。香港｣二海銀行｣そ海店は，清同政府の財政赤字のファイナンスに

関わっていたのではないだろうか。

また，この貸付の''1には，地元銀行への短i9l貸付，すなわちチョップ・ローンが，463,000両（255,700）が

含まれている。

i・貫入手形BillsPur〔’bascd3,7Ｏ７

うちポンド連手形，3,058米ドル連手形（［換算）８６フラン連手形（ｆ換算）５６３

これは，上海から欧米に対する輪lIlをjル11に振出された欧米宛為替手形を買い取り，それを主としてロンド

ン店に取立為替として送付して，上海支店のロンドン店における「1座を賃記してもらうものである。上の数字

は，l911fi：３月３１日における残高であるが，ｲﾄﾞIliiフローは，これの数倍になることは，いうまでもない。１９０６

年から1910年にいたる年間手形貴人額と上海からの輪lIl額（含iIj輪111）を対比すると次のとおりである｡魂

（fOOO） 

年1906190719081909]910

手形貫入額（a）5,6096,3284,7694,3835,521

上海からの輸出額（b）19,51321,7Ｍ16,90319,78523,609

（a)／(1))ｘｌＯＯ２８．７29.1２８．２２２．２２３.’1 

（出所）上海からの輪ll1額は，IIsiaoLiang-1in,Ｃｌ〕・Cit.,l)p､175-6英ボンド述
換算に)ilいた海関両の為替相場は，表６－１５を参照せよ。手形買入額は，

ＨＳＢＣ，InspectorUsReI)orLSllYlngllai，191111)」８
ＨＳＢＣの」:海からの輪'１１の金融におけるシェアは，２０％台であり，

上の101間だけについてみれば，ややシェア低下の価lf1が見られる。

j・定期預金FixedDeI)osits LOI7 

k・当座ri金CulTenLAccolmts 2Jl7 

これは，1,785万両に等しいのであるが，前年同月の数字は2,400万両であって，615〕J両も減少している≦こ

のうち，100〃両は，郵伝部の当ＩＰＩ:預金が定W1預金に移されたことによる減であるが，515万両の減は，その大

部分が，ゴム会社の預金であった505万両が消滅したことによって生じたものである。

また，この傾金のうち''1国人によるものは，ほとんどない｡風〕

1．貯蓄頗金SavillgsBank 147 

ｍ・利子率Interest

定期預金１２ケ月もの

同

６ケ月もの

３ケ月もの

貯蓄傾金

当座預金

既存預金

新規預金

兜
脇
船

外
船
’
す
１
－
２
－
’
２
兜

５
４
３
２
３
２
 

貸付および当座賃趣７９｛，

被仕lfil金座手形（利付手形）６９(，

（{||所）llSBC,Inspector1sRel〕o１．t,Shallghai，1911,1〕､2０
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以_上が，1911｛liの上海支店検査報告のﾉ（要であ比較してみよう。ILlし，チャータード銀行の数字

るが、これをチヤータード銀行上海文1,1iの数字とは，1911｛|:６)-1301三1のものである。

（[０００） 

ＨＳＢＣ'二iiIj玄Aｌｉチャータード銀行-ｋiｲlj文ﾉI1i

jMiT券流通額199‘11

定'01βI金１，０１７１３６

ll11I1ガi金2,1`１７３３９

現金・地金銀９１５２７０

収,):為併．取立了形９２６６２２

当M1lf趣1,255１１５

ＬＹﾄ１１，２()８６８ 

対｣'11元銀行炳期貸付（チョップ・ローン）５６９５

（１１１１ﾘi）llSBCについては，Insl〕〔､〔､lol･'ｓＲｃＩ)ort1SIlallgllHli，１９１１．チャータード銀行に)いて
は、TheChartcr(､(ｌ１ＢＸｌＩｌｋｏｆｌｎ(lia，AustralillaIl(lCIlilwl，ＧＰ'ｗ(I／β〔l/("lα，Ｑ／lAc

ノノＣＯﾉ18,kel〕tatthe(}uil(lllauLibl･al､y,ｔｈｏＣｉｔｖｏｆＬ《)'1(Ioll（MS31519)，Junｃ３０，１９１１

見られるごとく，両行の上海支店の柴務川棋は、

ほとんど桁述いの差である。チャータード銀行が，

上海にlll店したのは，1858年８月であり,[’ＨＳＢ

Ｃの}}}店は，’865ｲ|量４月であって,、チヤーダー

ド銀行より７(|:遅かったにもかかわらず．ＨＳＢＣ

は，－１梅においての指導的な地位を1M;]Iﾉ:したので

ある。チャータード銀行の業務のﾎﾞﾉﾉは，インド

と東南アジアにあったことは，すでに前章でlUlら

かにしたところであるが,坊中国におけるプレゼ

ンスのこのＩｉｌｆ叢は，ＨＳＢＣが本ﾊ!；を否港に｛↑し

ていて，すべての業務に関する意AlAiA)iZを111速に，

かつ現地のﾘﾐﾉliIjに適合するようにすることができ

たことが大きいと`'iuわれる。さらに．’''１１|政府に

対する借款供与にliL<から積極的仁蛎り||Ｉしてい

たことが大きかったであろう。そこで，次節では，

マーチャント・パンクとしてのllSIlCの諸活動

に触れることとしよう。

187’1ｲ１２から'三lii1i戦争終了時の1895〈|ﾐまでの中国外

債発行のうちＨＳＢＣが発行したものは，７件で

あり，総額は災ボンド換算で，12,183千ポンドに

なっている｡G311SBCが関与しなかった満国外債

は，５('|:で，額､i合計は，ｆ3,99ｲ,000，うちチャー

タード銀行による発行が244千ポンド．ベアリン

グ商会によるものが，1,500千ポンド，カッセル

EmostCilssclの取り扱った発行が，1,000千ポン

ドであり．他の２Ｉｌｌ:はドイツで発行された｡;'〕こ

れらは，外憤発行であって，先に述べた福州兵器

廠へのXIjllll貸付のようなものは含んでいない。な

お．ロンドンで外債を発行する際発行前に清国

政府にiiiiCiしをすることもあった。1884年の清仏

戦争の際の８船外債発行では，８船悩の発行前に．

発行予定額を清国政府に貸付け，その利率は9.3

％とされ，発行手取り金は前貸金の返済に充てる

ことになったこともあった｡7’

189()ｲ1K代から、香港上海銀行は，構図の，そし

て後には[1本，シャム（現タイ），フィリッピン

などの'B(府，鉄道，その他のｲｨﾉﾉ氏''１１企業の外債

発行を，リ|受けるようになったが，そのことは，

同行がマーチャント・バンクとしての業務を兼営

することになったということである。］900年代後

半から，このiiIiの業務を取り(lご切るようになった

のはロンドン店支配人チャールズＳ、アディス

Ａ(|(1is，（)１Ｍ11.1ＣＳＳ・である。189()ｲ１２代という早い

||制01からこの業務を兼営するようになったことが，

香港|:海銀行とチャータード銀行との大きな違い

であった。

それでは，満国外債発行業:傍からのﾄﾞ１１益は．

Ｃ、マーチャント・バンクとしての香港上海銀

行

清朝の鎧初の外債は1874年fl1華帝llil8船利付政

府債200万編州両（［627,615）である。１０１限１０年

で，第一lljl発行分ｒ300,000は，苑↑]111iｲﾊﾞ95．第

二回発行分は，発行価格99とされた｡'汀このii1i国

外債の発行の交渉Il1に，HSBCiWi州llliIli所は，

福州兵器廠から，［285,000をｲ'１利12％で２ケノ］

貸してもらいたい，との交渉を受け，それに応じ

ている｡'鄙その後この極の高利の１，１０１【Y付はしば

しば行われるようになった。又，キングによると．
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れによると，債券発行益は純益に対して21.9％の

比率になる。これは平均であり，期によっては，

発行益が純益に対して大きなシェアを占めるとき

もあれば，発行益ゼロのときもある。つまり，外

国債発行益は，大幅の変動を示すので，重要では

あっても安定的な収益源ではない。それゆえに，

この厩の収益は，公表純益に加えられず，非公表

の不良資産引当準備金contingencya／ｃに積み

込んだり，保有する有('11i証券の簿価を切り下げて，

いわゆる内部準備金乃至は秘密準備金としておき，

計上純益が減少したときに減配しないですむた

めの基金にしておく傾向が次第に顕著になった。

1883-88年の６年間には，純益合計8,679千香港

ドル，済国債発行益1,727千香港ドルであり，後

者のシェアは，19.9％になっていた｡7！

すでに述べたとおり、猜国の最初の外債発行は，

1874年の清国８％福ｲ'１償（theChincselml〕e】､ial

(}overIIment8％FoochowLoan）である。其の

発行額は，200万福州両であったが，それを１１＝

Tl、３．１９（Tl・は，両の略記号である）という盗

意的なレートで英ポンドに換算し，総額ＩＣ627,615

とした。これによるＨＳＢＣの利益は，［1Ｋ＄125,000

(＝』c26,600）に達した。1874年下半期のＨＳＢＣ

の純益は，１１Ｋ＄112,70(）（Ｅ4,000）だったから，

清国債発行からの利益がなかったら，ＨＳＢＣは，

純損失を出したことになる｡市（上記のＨＫ＄は香

港ドルであり，其の英ボンド換算は，１８７４年中の

6ケ月物ロンドン払為替手形の相場であるｒｌ＝

ＨＫ＄4.7を１１]いた）

１１１国側資料による1874-94年の間の情国外債発

行額（招商同一官民合弁の汽船会社一の債券300

千ポンドを含む）は，次の表６．１６の通りである。

ＨＳＢＣの純益に対してどのようなシェアを有し

ていたのであろうか。それを正確に知ることは不

TII能である。外債発行から得られる利益には、多

くの不確定要因が含まれるからである。一般に，

外債発行から発行銀行が入手する利続には，次の

六つの源泉がある。（１）発行手数料，（２）債券

の元利払の取扱手数料，（３）発行手取金のうち

すぐには発行国政府によって支出されず，発行銀

行に預金としてとどまる分と，元利払のために発

行国政府から振り込まれたが，いまだに支払われ

ていない部分の資金述川益，（４）発行手取金を

発行国政府が現地通貨に換える場合の為替益．

（５）元利払のために発行国政府が災ボンドを買

い入れる場合の為替益，（６）たとえば鉄道建設

のために発行された外債であれば，発行手取余の

かなりの部分が鉄道建設資材，鉄道車iiLiなどの輸

入に支出され，その輸入代金を支払うために英ボ

ンド為替の購入が必要になる。この取引からの為

替益。このうち，（３）－（６）は，事の性格上，

Iﾘ]確な計算はＨ１来ない。さらにまた，債券が売れ

残った場合に，引受シンディケートのメンバーは，

発行価格より低い価格で債券を引き取ることにな

るが，発行銀行'二|体が引受シンディケートの一員

として，債券の一部を買い取ることが通常である。

その債券を，より高い価格で転売した場合の利益

乃至より低い(|Ⅲ格での売却による損失も確定的に

は計算できない。

最も明確なのは，（１）の発行手数料である。

それは２０世紀初頭には発行債券の額面の１％が最

低であった｡７２キングは，1876-82年の７年間

について，純益合計JIK＄6,625,000のうちＨＫ＄

1,454,000が満国債発行益であったとする｡，］勿論

これは，明確に計算できる分の数字であるが，こ

表６．１６．清国対外借入一覧，

貸付音または金額

発行銀行

干庫平両

ＨＳＢＣ｡’1,848 

ＯＢＣ*ＪＭ*＊3,051 

洋商２００

ＨＳＢＣ5,085 

旗日洋行"，1,000

ＨＳＢＣ1,780 

ＨＳＢＣ4,000 

1874-94年

為替相場"

［ｌあたり両

3.106 

３」8３

3.363 

3.290 

3.290 

ａ４０６ 

ａ５]９ 

名称 年 金額年利率

Tボンド

643.9 

958.5 

59.5 

1,545.6 

304.0 

522.6 

1,136.7 

兜，

8.0 

10.5 

福建台防借款

西征借款

福建丁目昌借款

西征借款

輸船招商局借款

西征借款

西征借款

]874 

1875 

1876 

1877 

1877 

1878 

1881 

12.0 

15.0 

９．７ 
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新彊借款

新拙借款

駐英使iWI勝叔

広東ifIjlけＨｆ耕

輸船招商局ＩｌｆｉｉＸ

ロシア１１W人

ロシア111人

ｌｌＳＩｌＣ 

ｌｌＳＢＣ 

犬祥iWi…

ＪＭ、等

ＩｌＳ１ｌＣ 

密克洋行,

ｌｌｓＢＣ 

Ｉ１Ｓ１)Ｃ 

ＪＭ 

ｔｉ(＃ＩｉｉＷＴ’ 

ＩｌＳ１ｌＣ 

Ｉ１ＳＩＢＣ 

｝ISIBC 

｝ｌＳＢＣ 

ｌｌＳｌＢＣ 

徳/|【ｉＷＴ作＃

ＩｌＳ１ＢＣ 

インドシナ銀行

ＪＭ，徳雄作ｉＴ

ＩＩｓＢＣ 

ｌｌＳＩＢＣ 

Ｉ１ＳＢＣ 

泰来洋行＄

１ＩＳＢ(Ｖ 

ＩｌＳＢＣ 

ＩｌＳｌｌ(】

ＤＡＢ＄＄ 

、ＡＢ

Ｄ(Ｄｕｔｓ１ｌ(ＤＢｋ 

ｌ:ｉｉｌｊｉｒｉＷｉ 

ｌｌＳＢＣ，ＪＭ，Ｉ)AIB 

1882 

1882-4 

１８８３ 

１８８３ 

１８８４ 

４７ 

１２０ 

11 

1,000 

3.4193 

3.526 

3.529 

3529 

1３．５ 

３４．０ 

3.1 

283.4 9.0 

６６６ 

1,000 

２０２ 

1,000 

113 

5J10 

1,000 

２，０１３ 

3,590 

2,989 

1,217 

1000 

1,096 

９６１ 

５００ 

１．０７６ 

２２０ 

１，０００ 

１３５ 

１８２ 

１３２ 

１００ 

６０ 

３６５ 

２００ 

１９ 

，１５６ 

1,000 

45,656 

3.556 

3.556 

3.556 

3.556 

3.556 

3.556 

3.743 

3.743 

3.743 

3.743 

3.743 

3.987 

4.093 

`1.093 

4.()93 

4.093 

1.093 

4.259 

4.259 

4.238 

4.238 

3.527 

3.527 

3.527 

U1.050 

4.586 

6.214 

6.2Ｌｌ 

187.3 

２８Ｌ２ 

５６．８ 

２８１２ 

４０．２ 

１，４１７．３ 

267.2 

537.8 

959.1 

798.6 

325.1 

２５０８ 

267.8 

２３４．８ 

１２２２ 

２６２９ 

５３．８ 

２３，１．８ 

３１．７ 

‘１２．９ 

３１．１ 

２８．４ 

１７．０ 

１０３．５ 

‘１９．４ 

４１．１ 

73.4 

160.9 

12,626.1 

広東海防|什駄

神儲営借;執

広東海防|汁秋

沙iiiMI款１%秋

１W1機営借紋

槇枕Ｉ間執

広東ｉｆｌｊ防|冊駄

隔建海防Ｉｌｉｉｻｸ《

援台Bl越俗駄

輪船ＩｒＭ】んｊＩｌｆ執

南海工ｊＭ１ｉ款

三海]JMIlf款

鄭二[借款

内務l(Ｗｌｆ紘

律hfi鉄路１冊縦

接収四輪Ⅱ織

鄭工借款

律迦鉄路llf叔

嵩武軍偶就

弩訂錬鉄Milli狄

郭行織ｲｌｊｌｈｊＩｌｉ款

豐'1省織ｲＩｊ１ｎＨＩｆ縦

嵩武FiflH:紋

開平鉱勝同ＩＩｌｒ執

駐徳使ｉＷ１Ｉｌｆ款

上海洋ilWllf款

瀧縦鉄路(|f飲

合計

（'１１所）許鼬

４
４
４
４
４
５
５
５
５
５
６
７
７
７
７
７
８
８
９
９
０
０
０
１
２
４
４
 

郷
冊
柵
柵
閉
船
鍋
船
肥
船
舶
閉
船
舶
鍋
朋
船
柵
網
棚
柵
的
的
胡
的
朋
的

Ｉ
１
１
１
１
１
－
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
 

9.0 

8.4 

9.0 

9.0 

8.4 

8.5 

十
十

十

十

ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
ｊ
Ｓ
０
４
４
－
Ｄ
ｊ
ｕ
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
〈
Ｕ
０
皿
ｕ
〈
Ｕ

●
●
●
●
●
●
●
０
０
●
■
 

く
り
ｑ
⑭
Ｑ
Ｕ
ｎ
が
Ｆ
Ｄ
且
□
７
０
戸
⑪
ゆ
り
〈
ｘ
Ｕ
』
、

5.0 

5.0 

4.0 

許鼬金普森、隆武華，ルi（Iil，］１国２１１ｋ『清代外『j史論Il上〕;(，１９９６，１)l).654-7
＃為杵|{１場は，－英ボンドあたりのIjliWiWの数字である。１１１所は，、()l1zeLMal･kll＃為firｲ１１場は，－英ホンドあたりのＩｊｌｉｊＩＷの数字である。１１１所は，、()l1zel,Mal･ｋｕｓＡ・all(１s(phw8lrzor，

Oskal､,Wtlcｶﾊﾞ"lgc"(/c'.Ｗ()仏1V,Stuttgal､t,1992,1)I).151-3であるが,1874-79ｲﾄﾞについては,一

随後６ケ１１払いの為符手形のI1lj9であり、1880-9`1年についてはliiﾙ1ケ月払いの下形のｲ'１場である。た
だし，原友では上海両の'１|場が示されているので、、;(表の数字を1.1032で除して，Ⅲ!(ＷＴＩ,iの｜'１場とした。

#＃Ilollgkollg＆ShanghaiBallkinlLrC()1,1〕oratioll
##＃Russcll＆ＣＯ． 

＊01.i(PIltalBallkColl〕oration
＊＊Ｊ&ｗ(lill〔,，Ｍａｌｈｃｓｏｎ＆ＣＯ．

＊＊＊I)〔)(1Ｗ(､１１＆ＣＯ．

＋原門は,ｆｌＶｌ

＋＋11;｛炎には)｝jl息７厘と書いてあるが，それでは(|ﾐ利36.’１Ｗこなってし氷う。

おそらく１１mの誤りであろう。ここでは，川息として示さｵ'ている数字はすべて月息の誤りと勝えてf１判に換
算した。

＋＋＋I〕(Ddw(pⅡ＆Ｃ()．

＄TelgeulldSchl･octel・
＄１１ｍ)cutsch-AsiatischeBallk 
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3６災系国際銀行とアジア，l890-l913fl2（６）

ll11IflGlIil政府当事者の外交経験の蓄械によ(〕,

iill券発行業務の収益は，このような高率ではなく

なった。

虹にまた，フランスの資本輸|{|能力は，1895年

以降，急1V）した。1895-1913年の資本輪''１額は，

フランス21,723百万フラン＝ｆ861.3両)j，（|：平

均［`15.3百万、ドイツは，7,81`'百万マルク＝［

382.5百万，年平均r201百万であり，英国の［

2,181.6百万，年平均Ｅ115.0百万に比べて，フラ

ンスの資本輸出は，その２分の1弱になった。ド

イツの資本輸出額は，前101に比べて特に｣(ｳ大して

はいない。

しかしながら，「1済戦争後の対｢|I投資の助きは，

投資による直近の利益よりも，むしろ政ifl的な!｝ﾘ）

きによって規定された。ｌ]漬戦争での''１[１１の''1(戦

を機に，アフリカ分割に続いて｢'１回分;I(11をﾘﾐ｣)ｌし

ようとする構想が現れたからである。その前提と

して，’'１口の領土内に，列強各lIilは，勢ﾉﾉ範ｌｊｌｌ

ｓｌ)horcsolintel･estを設定して，その１'１での経済

i[剛｣について自国が優先権を持つことを主｝}iし始

めた。そして，勢力範'111内での各国の侭勢性を保

|Hfするものは．自国の資本による鉄道の建設であっ

たところから，鉄道建設借款の供与についての，

ﾀﾞll1iillllの競争が激化した｡鼬しかし，義和mjliﾋﾞｲﾙ

と［|露1iWIの結果として，中国分割の現突性は失

われた。さらに，鉄道建設借款の供与についての

ﾀﾞlli1i1IIllの競争が生じ、それは，’'１国政l((｢にとって

よりｲ丁利な糸(！':の提示につながったところから，

ﾀﾞIl1ii諸lIilは国際シンディケートを組織して．ｌｌ１ｎｊｌ

に即Ｉする統一戦線を組むようになった。l909flzか

らの湖広鉄道借款（湖広鉄道とは，漢ロー広卯〔鉄

ｉｉｉ[と澳口一四川鉄道をさす）をめぐる交渉が，’１１

際シンディケート結成の機会となったのである。

このような動きの''１で，’'１国における英国の金融

(１１樅lMiを代表するＨＳＢＣも．以前のような帆,!ｉ

１１１影判りlを持ち続けることはできなくなった。

他方，ＨＳＢＣは，中国だけではなく，’三|ｲと

シャムの外債発行にも関与するようになった。’'’

1111の外IiIi発行額も．日清戦争賠償金（２億３千万

lil(平iiIii＝２億5,208万上海両＝ｆ37.8百万)腿’と雑

ｲ'11］Iilili争賠悩金（４億５千万上海iilii＝ＩＣ67.51"ｉ

ﾉﾉｿ’の支払い義務の発生と，鉄道建設の本格

化（ｌｌ１ｌＦ１の鉄道総延長は，1894年312kⅢ→l903fl：

前表における借款は，計39件であるが，内221ノト

について香港'２海銀行が関与していることは，１１ミ

|]すべきことである。金額としては，39112の合計

金額，12,626,100ポンドに対して，香港｣蔦illj銀行

UL1与の22件の合計は，8,401,800ポンドであり，

1/f人総額の３分の２に相当する．

さらに注意すべきことは，上表は，iTIillilの'''四

１１１１ﾉＯｊ政府の併入総額であり，外債発行をI,剛ない

(|『人を含むことである。上表の39件のＩｌｆ入れ(/)う

ち，ＨＳＢＣによる債券発行額は合計で，6,955千

ポンドである｡稲

この'01の純益と発行益を香港ドルから災ボンド

に換算すると，純溢の合計は。2,713千ポンド，

ilIilnIl1i発行論の合計は，559Ｔボンドである｡７７つ

より，発行旅は純益の20.6％であり，発行ｉｆの発

行額に対する比率は，8.04％になる。ﾆｲlは，Ⅱ１

２１１の高収益であるといわなくてはならない。しか

し，このような高収益が得られたのは，ウミ系銀行，

特にＨＳＢＣが，｜｣満戦争以前にはこの業務につ

いて半独占的地位にあったからである。すなわち，

パリ，ペルリンの資本市場は，いまだに規棋が小

さく，そこで発行される外国証券は主として三Ｊ一

口シバの小国のものが主ﾉﾉであったから，IlllJilII1i

を発行する余｣ｌｕは大きくなかった。そこで．災瓜

フランス．ドイツの1883-94年の資本輪１１１総額を

比べてみよう。英国のそれは，jB87L2iPi）j,78イ|：

Wf1L726百万，フランスは，4,985百ノブフランー

［197.7百万，年平均Ｅ16.5百万79ドイツは，５，０１５

１１１万マルク＝lj245.5白ﾌﾌﾞ，年平均20.5百万であ

り,鯉'フランス，ドイツの資本輔''１の規樅は，ウミ

lIilのそれの４分の1に過ぎない。廼に，’'''11のlIl

lﾉlIli情についてのjWI識，情報もフランス，ドイツ

では十分ではなかったであろう。滴lIl政府とのllli

lill(も外交ルートに限られていたであろう。しかし↑

1880年代から，非英系銀行である横浜i}ﾐ金銀行

(|)}|設1880年)，独jili銀行（同1889ｲﾄﾞ)，露jlli銀行

(|(jll896ｲ｢)，インターナショナル・バンキング.

こ]-71ルーション（同1902年）が設立され，かつ，

インドシナ銀行とオランダ商事銀行８１が，ll1llilに

文1,1iを設けて，為替取り|と貿易金融業務に参入し

てきた。これら銀行が｢'１国政府債，鉄道証券など

の発行にも参入してきた二とと，lll囚人の民族]ミ

義,ぱ識の商揚（国権１回1収運動)，滴ＩＥＩ政府および
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綿↑;(志|Ｉ一策43巻２号2006fl27）１３７

4,230km、→１９１１ｲ|=9,680kⅢ.)＆〕により，人きぐ墹

人していった。しかしながら，すでに述べたごと

く，’三|滴iliIW1後の''1国債発行市場も，’'１匹|におけ

る金融Tlj場も，非英系国際銀行の進'１１によって、

大きく変貌しつつあった。それをHSB()に実感

させたのは，［１滴戦ｲﾄ賠償金支払のための最初の

情国外傭発行（1895年７月）が，ロシア政府0)保

証付でパリで苑行されることになったことであっ

た。（金建Ｉ(陥利付''１華帝国債４億フラン＝[15.9

百万)繩‘

これに対抗して，ＨＳＢＣは，独Ｉｌｌｉ銀行と協定

を結びｍ第２１m111%償公債（i11華帝国111(府５％利(､ｌ

英ボンド述Ｉｉｌｉ，1896(|Z３月）額面fI6iglﾌjは，』卜

分がロンドン，半分がペルリンで発行された。そ

ればかりではなく，ＨＳＢＣは，ｿ６行千敗料を４１

初の要求(ノル１％からｌ兜に引き1くげなくてはなら

なかった。そうしないと，フランスのコンソーシ

アムによって発行されるおそれがあったからであ

る｡Ｓｍ第３１n1IWfIii公憤（1898年３１二l）額i｢Iil6百万

ポンドもほぼ'１１じ条件でロンドンとペルリンで発

行された勤再

第２１両111((1,i公IL1iによるＨＳＢＣの純jllW、リ|受

手数料を除いて．［130,415であった。これは，

HSBCがロンドンで発行した額、８１，iル|〈ンド

に対して，1.63％になる｡ｓ９

ところで，189(i年における｢'１国Ｉｉ１ｊ発行からの利

益は，li21フノ杏港ドル（＝［107,675.ただし，

同年のロンドン宛一覧仏手形の'11場１１＝息9.2872

で換算）を」:1m|っていたが、このうl>，iIl硫勘定

に反映されたのは，ＨＫ＄328,000＝［35,317（換

算率は上とliilじ）であった。残りは、｜ﾉ１部準Illi金

inncrr(ps(Ｐｗ(1ｓに&!(み込まれた。つまり，この'1ルミ

から公表さ;|[たl1Mlf勘定は．証券発行からえられ

た純益を反'1リルなくなったのである｡!Ⅲキングの

『香港銀行山Ｊ第一巻，第三巻でも．1889｛'三から

は，純益の''１での''１国債発行益の比率を示すこと

はしていない。しかし、’896-1913ｲｌｆにおける｢'１

国の公債発行総額のなかでＨＳＢＣが発行したも

のの金額と比率は，キングの著書の''1のいくつか

の表からlUlらかにすることがｌｌｌ来る。そｵlは，次

の通りである。

（iWjボンド）

1．ififMli｣:i↑Iijl(↑T以外の外銀の苑ｉＬた（)の'Ⅷ

45.87 

２．ｉ１ｆＭｌｉ化ifIjjll行の発行したもの

（仙１１１１銀1『とり)ILn発行のうちの｝IS1lC発行分を

含む)聖３６２６

３．ｌｌＳｌｌＣとの共同発行のうち独DllijlWTの分

25.11 

小合計Ｉ107.24

すなわち、ＨＳＢ()のシェアは33.8帖にすぎない。

ただし，IISBC以外の発行分の''１には，ｉ>〔系のＣ・

ＢｉｌＴＩｌＣｌ･isl)＆ＣＯ.、Ｐａｕｌing＆ＣＯ.，Ｌｌ(Ｌ,Ｓａｍｕｏｌ

＆ＣＯ.,Ｌｔ(１．およびPekinSvll(li(､at(、（英仏合弁）

の分である［３().8百）jが含まれているから．英系

のシェアは，６()妬弱になる。他方，」表でＨＳＢ

Ｃ分とした''１に，1913年の善後惜秋［25百万のう

ちの災'１１分'11分であるＥ５百ﾉﾌﾞが合よれていろ。

これは，１１；ＩｉＩｉｆにはBritishGl･oul)の発行分であ

り，このグループの｢'1でのＨＳＢＣのシェアは33

9(1でしかなかった。これを考噸に入れると，ＨＳ

ＢＣの発行は，［32.9百万，シェア30.7％という

ことになろう。いずれにせよ，「Iiili戦イト前の起債

市場において英系，特にＨＳＢＣが半独占的地位

にあったのとは，様変わ()の様'11を示している。

この［３２.()百万によって得らオ'たＨＳＢＣの純

1iilMi，いくらになるかはllli定するほかはないが，

かりに上記の第二回賠償公Ifj（181)6｛I』）について

の純HiW)率である1.63％をこれに』にずろと,露［

536,270になる。1896-1913年のＩＩ１ｌのＨＳＢＣの純

益合計は，炎６．１によると，［9,152戸｢である。

'１１国外IlIi発行益である2536千は，これに対して，

5.9Ｗこしかならない。とは言え，この111F代には

''１国外Ｉｌｌｉだけではなく'二1本国外ＩＩｌｉ１'１．シャム国外

債などの発行が付け力Ⅱわっている。たとえば，

1906年I:１２１０|の純益は，［1Ｋ＄２．７７i)『（＝ｆ２８３

Ｔ）であったが，うち12％は，シャムlL1償，中国

５％利卜llIqi，東京市債の発行によってえられたも

ので`あつ/こ゜〔応1895-1913年の'１Mに，ｌｌＳＢＣが関

与したロンドンでの証券発行は，次の炎６．］7の

通である。
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3８英系国際銀行とアジア、1890-l913flz（６）

表６．１７．ＨＳＢＣが関与したロンドンでの証券発行に000）

j1i同発行者発行額

3,000.0 

10,000.0 

６，０００．０ 

発行価格

96.50 

98.75 

99.00 

名称発行年月

1895.2 

1896.3 

1896.9 

1897.5 

1898．3 

1899.2 

1899.6 

1900.4 

1902．7 

1902.10 

1902.1 

1904.5 

1901．7 

1904.11 

1905.2 

1905.3 

1905.3 

清同政府６舵利付債

清国政府５％利付債

清国政府５'9iflI卜'億

日本帝国５分利付公債

￥43,000,000 

清国政府4；鉛利付債
清国鉄道５％利付債

日本帝国４分利付公債

ＣｉｔｙｏｆＢｏｍ１)aylmprovcm(ｍｔ 

，.Ａ・Ｂ

Ｄ．Ａ、Ｂ

ＣＢ.,Ｙ､Ｓ,Ｂおよび

CapitalaI1dCountiesB 

D.Ａ，Ｂ、

4,389.6 

16,000.0 

2,300.0 

10,000.0 

101.50 

90.00 

97.00 

90.00 Ｙ、Ｓ、Ｂ・；ＰａｌＴ'ｓＢ鯵：Ｃ、Ｂ、

99.00 

9800 

333.3 

９１．９ 

Ｔｒｕｓｔ４９ｆＧｕａｒ､Ｄｅｂ 

横浜市水道公債￥900,000

日本帝国５分利付公債

￥50,000,000 

大阪市築港借入金

Ｌ1本帝国６分利付第一･llJ1公債

消国鉄道５％利付債

（上海一雨点線）

ロ木帝国６分利付第二回公債

清国政府５外債

シャム王国4＋外利付債
日本帝国４分半利付

第一回公債

日本帝国４分半利付

第二回公債

日本帝国４分利付公偵

東京５分利市債

清国鉄道５％利付債

（上海一南京線）

シャム下図４十船利付債
｜｣本帝国５分利付公債

渚|型鉄道５％利付債

（広東一九竜線）

南iiiiWIl鉄道会社社債

（５分利）

楕国政府５％利付債

（天津－１iii[1線借款）

渚|工|政府５外利付債

（上海一杭州一寧波線借款）

マニラ鉄道会社`1％利付
“Ａ,，Ｄｅｂ、Bonds

清国政府金建債

ロ水興業銀行債券５分利

南満jlll鉄道会社社債（５分利）

大阪市債（５分利）

清同政府５兜利付債

（犬ifl1-iilil-1線）

横浜ilj債（５分利）

ロ本帝国４分『'１付公債

マニラ鉄iii会社（南部編）

一番抵当４％社債

CapitalandCountiesB． 

5,104.2 

357.3 

6,000.0 

2,250.0 

6,000.0 

1,000.0 

500.0 

100.00 

99.00 

90.50 

97.50 

90.50 

97.00 

95.50 

BaringB1･Cs,；Ｙ、Ｓ、Ｂ、

Cal)italaIl(ｌＣｏｕｎｔｉｅｓＢ・

ＰａｌＴＩｓＢ；Ｙ、Ｓ,Ｂ

ParrisB；Ｙ、Ｓ､Ｂ、

，.Ａ・Ｂ

ＣＢ． 

15,000090.00 Parr,ｓＢ.；Ｙ、Ｓ､Ｂ、

1905.7 

10,0000 

6,500.0 

1,5000 

650.0 

1,125.0 

11,500.0 

9000 

90.00 

10000 

100.00 

98.00 

99.50 

Parr，ｓＢ.；Ｙ、Ｓ、Ｂ・

PalT'ｓＢ.；Ｙ,Ｓ､Ｂ・；Rothschil(Ｉｓ

ＰａｌＴ０ｓＢ.；Ｙ、Ｓ､Ｂ、

1905.11 

1906.7 

1907.1 

1907. 

1907. 

1907. 

３ 

４ 

Parl･ＩＳＢ.；Ｙ,Ｓ、Ｂ,；Rothschil(1ｓ

1,500.0100.00 

4,000.097.00 

1,1]0.098.75 

1.500.099.00 

1907.7 

1908.3 

1908.5 

1908.7 

PalT'ＳＥ；Ｙ、Ｓ,Ｂ，

，.Ａ、Ｂ，

1,250.0 

2,500.0 

LOOqO 

2000､0 

3.084.9 

７４(10 

716.5 

11,000.0 

83.00 

98.00 

97.00 

97.50 

97.00 

100.00 

98.00 

95.00 

Ｓｌ〕eyerBros・

ＢＬ 

ＰａｌＴ`ｓＢ.；Ｙ、Ｓ、Ｂ・

PalT`ｓＢ.；Ｙ・ＳＢ・

PalT`ｓＢ.；Ｙ、Ｓ､Ｂ、

，.Ａ・Ｂ

ＰａｌＴ０ｓＢ；Ｙ，Ｓ､Ｂ、

ＰａｌＴ,ＳＥ；Ｙ・ＳＢ．

1908. 

1908. 

1908. 

1909． 

1909. 

1909. 

1910, 

1910. 

、
Ⅱ
⑫
４
６
７
５
７

,lｌＬＪ86.00 ＳＩ〕eyerBros．

Hosei University Repository



経↑:↑志林鋪･'3巻２号2006ｆｌｉ７１三｝３９

ii1ilri政1(1)５ｸ{利卜ｌＩＬ１ｌ

(天il1-i1lil-1線iili充|H:秋）

１１１櫛)||鉄道会社ｉｌ:'1１１

1910.11 

1911．］ 

1,110.0100.50 Ｄ、八．１〕．

（`１分>ltf11）

iiIilIil政府５％ｲﾘﾄ１１，

(iIll肱鉄道減'１１(』L余命皿

6,000.0 

1,500.0 

98.00 Pil】､1.,ｓＢ､；Ｙ、Ｓ」}．

Ｉ)．八．Ｂ・；ＢＬ；ｑｌＰ・Morga1I；
I（ｕｂｌ１，ＬｏｃＩ)iFirstNHltiol1alB・i

N8ltjolllu1CityB． 

]〕&'１．r､ｓＢ.；Ｙ，Ｓ、Ｂ、

B【11.ｉｎｇＢｒ()s・；Ｌ()】l〔ICI〕Ｃｏｕｎｔｙ＆
Wcstmil〕stcTB.；ljarr，ｓＢ.；

Ｊ、Ｉ{．Ｓ(Phl･ＯＧ〔ler＆Ｃ〔)．

1９１１．６ ｌｌ 

ＩｌＩｉ秋） 100.5(） 

１１〔京ilj仇（５ｸ)fll）

’'１華氏|mjlklll｛

５`ルドlⅡｌｉＭｌ

糠後Ｉｌｆ;ljW（

1９１２．２ 

１９１３．３ 

3.175.0 98.00 

7,416.7 90.00 

(tli）ｌ).Ａ､Ｂ・＝1〕cutsch-Asi8lti罰(9)l(PIB81I1k,ＣＢ.＝charter(xlBHlllk(〕「111(1i&1,Allstr&lli6lall(1China,Ｙ､Ｓ・

Ｉ〕．＝Ｙ()k()l1nnlaSI)ｃｃｉｃＢａｎｋ，Ｂ、Ｌ＝l〕Hmque(lel,I､(Iocllin(Ｐ

(}１１所）T1ollgkolug8m(IShnlMFhiliBlmkiIlgColl)oration,，〃α"ルパハル,q(lごj"〔?,Vol・ＸＣＶＬＩ〕〔!(?､1913,1〕I)．
734‐ 

表６．１７所収のロンドン市場での発行iiil;券の額

面総額は，［169,615,900という巨額に達する。

しかし，その大部分は他の銀行とのjLlnI発行であ

るので，ＨＳＢＣによる発行額は，発行iWiを共同

発行者数で|燃したものであった，としてｉｉｌ･;，:する

と,錫ＨＳＢＣの発行額は，ｆ66,731,400である。

すなわち，ＨＳＢＣのシェアは，39.3船であった。

これらの証券発行の個々の案件，特にllIl1jlにおけ

る鉄道建設を'二1(ｌｌ１とする１１'国外'11(発行は，当１１Ｗ）

英国での外lZjlll1i発行の''1では』Ｗ'|であるが，ひも

付き借款であった。これは，jLlnl発行者であった

独仏の銀行が，自行の発行分については，鉄道の

技師長と経l1l1iI(柾昔の征命椛，ｆiｲｲの侭先＃1納入

権を主張し、英国銀行ｌｌｌもそれに対抗して，同じ

権利を主張せざるを得なかったことによるもので

ある。このNiのひも付き条件も，列|工''１１１の硫争と

中国側の民族主義的意識の荷まりのために次第に

ゆるいものになっていった．しかし，このｌ１Ｉｉ題は

それ自体が，ひとつの論文の主題とり-べき複雑な

経過を含んでいる。ここでは，そういう'|(１１ｍの存

在を指摘しておくことにとどめておく｡9７

こと．銀述貸lllを'''1ぱすための迅速な怠忠決定を

することがⅡ|来たこと，それによって東洋にある

欧米系i雌|:の為替１Ｍ|を自行に収i)|することが出

来て，利溌jlfと為i替益を｣御大させることがIll来た

こと，l880fl二代までは''1国の111ﾘ&・地方政府へ高

利での貸付を行ったこと，その後も''１国政府外債

発行のlll当の部分の発行主幹斗i銀行となり，発行

額の額、について１％プラスαの手数料を得るこ

とが}Ⅱ来たこと，によるものである。とは言え，

日iili1liMl後の束アジアでは，フランス，ドイツ，

ロシア，米'11,「|水系のlIil際銀行の純ｲ'圧力が強

まり，災系銀行の半仙,liil(1｣'11位はりﾐなわれ始めた。

しかし，20111:紀初蚊にはアジア諸国の貿易額は大

きく１１１１び始め，その｢'1でＨＳＢＣの総賀産の成長

率も上昇し，利益率も高水準で維持された。すな

わち、1900-13年の平均を取ると，年ｌＩｌｌ純益は，

平均で(|:［531千，総武産の平均は，ｒ30,096千

であるから，総資産fIlllf率〈|ﾐ平均は，Ｌ76％であ

る。チャータード銀行の|前11911111について年平均純

益は，［2'17千であり，総資藤の平均は，Ｅ20,177

千であって，総資i料llilf率は，1.22％に過ぎない。

この烙差の一つの原１Klが，束アジア諸国の外債発

行に６１(M1(1(]にIIU与する努ﾌﾞﾉを払ったかどうかにあっ

たことは，｜ﾘ１口である。それは，発行手数料だけ

の|ﾊ}題ではない。発行した外Ii1iの発行|、手取金の

送金，発行手取余によるfT材，兵器の１１附入にかか

わる為替売側からのlllf金がこれに付け加わり，さ

らに，発行証券の元利払の取り扱いによる手数料

があった。チャータード銀行も，1910年代になる

とようやくこれを意識するようになった。1912-

Ｄ・結論

ＨＳＢＣは，188’1ｲI:のオリエンタル銀行の破産

とチャータード銀行など他の災系銀行の銀本位諸

国からの資金i)'1こげによって生じた空Ⅲ|(に躯じて

業容を一気に拡大し，東洋最大の英系国際銀行に

なった。それを可能にしたのは．水li1iが香港にあ

り，銀建ri余を1m入れる能力と|虹宜を有していた
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4０英系国際銀行とアジア，1890-1913年（６）

げられ，ベアリング商会ＢａｒｉｎｇＢ１Ｄｓ．＆ＣＯ、

が25％，ロンドン・シティ.アンド・ウェストミ

ンスター銀行，パース銀行，シュレーダー商会Ｊ・

HeI1rySchl･oedel･＆ＣＯ・の３銀行が各14％とい

うことになった｡，，

晟後に香港上海銀行の諸店舗の純益の状況を見

ることにしよう。これによって，同行の活動の地

域的分布が判1リル，業務の重心がどこにあったか

を見ることが出来る。キング『香港上海銀行史』

に収録されている限りで，店舗別純益の分布を見

ることにする。ただし，これらは取締役会の会議

１１１メモから取られた数字であって，多くの店舗に

ついての純益は，たとえば、Ｓ800,000というよ

うな概算の数字でしかない。そのために，公表さ

れた損祐計算書の数字とはややことなっているし，

本店の数字の１１１にロンドン支店，リヨン支店．ハ

ンブルク支店，サンフランシスコ支店の数字がふ

くまれていたりするが，概観をつかむことはＨ１来

る。表４が，それである。

１３１１ﾐの中国善後借款ReorganizationLoalusは，

総額がL60TZi万にもなろうという巨大案ｲﾉﾄであっ

た。それは，英，独，仏，露，｜]の５カ国を代表

する銀行団が発行することになっていた。英国を

代表するBritishGroupは，当初は，llSBC，

Ｂｌ､itishalldChincseColl)oration、PokinSyll(|i‐

catc，ChincseCentralRailways，Ｌｔ〔1.,Yangtze

VallcyCo、からなり，すべてＨＳＢＣの関係会社

またはジャーディン・マセソン社などとの合弁会

社であった。チャータード銀行は，ＨＳＢＣのみ

が英国を代表することは不公正であるとして外務

省に異議をIi'し立て，ＨＳＢＣもチャータード銀

行の|前1グループへの参加を認めたが，しかし，債

券の元利払の分担，其の他の為替取引への参jlllは

一切認めず，ただ発行爺の分与だけを認めた。チャー

ダード銀行は，これは為替銀行としての同行の存

在を否認することになるとして，グループへの参

加を見送った｡“結局，同グループは，1912年１２

)二}に改組され，ＨＳＢＣのシェアは33％に引き下

表６．１８．香港上海銀行の純益の地理的分布

（fOOO） 

1887年下半1111898年下半期1902年下半期

本ｌ１Ｔ52.4＊146.9＋本店73.Ｏ

ニューヨーク０．３ニューヨーク一Ｌ７

｣梅３Ｌ４率．68.5+＋」二海６３．３

横浜（含i１１１戸）１５．７６８５横浜５９．４

シンガボール（含ぺナン）１２．２２４．５シンノノボール１Ｌ９

マニラ（含イロイロ）１．９２９．４マニラ３１．７

バタヴイア（含スラパヤ）２．６ｎ.a．バタヴイア７．９

イン「・セイロン諸店－０５ｎ.a．バンコック９.５

ロンドンｎ.a．ｎ.８１．．コロンボＬ６

合計116.2合計３６２３ラングーン－１．０

公表利益９３．９公表利益393.2ポ」舌記以外の勘定－２L４

差額＝不良資産引当準備金２２．３合計234.3

公表利益２２ｑ８‘

（注）香港ドルから英ポンドへの1887年1898《Fl902fl二

換算相場［ｌ＝ＨＫｓｘ ６．３８１０．２１12.63 

】1.a・不明

＊含サイゴン-0.5，サンフランシスコ9.1,厘Ｉｌｌｌ２」，福州-3.0，リヨン－１．７：本店だけの利益は、４６．６

＊＊北京一ｑ５阯天i三112.9，瀧口-1.7,＿tiIlj306

＋含リヨン，ハンブルク，ニューヨーク，ロンドン，１夏門，福州，サイゴン，サンフランシスコ，バン
コック

＋＋含北京，犬１１１，漢、

＃合計と公表利益が一致しないのは，各店舗の純益が見込みによる概算であるためである。

（''1所）Ｉ《illg,Vol１，Table9.9,1).328,Ⅲ192.King,ＶＯＬ２，Table1.7,1).60,ただし，換算相場は，
1887年については，ｌ)cllzclalI(lSchwarzcr,Ｃｌ).Cit.,I).105.其の他は，公表ＢＳにボンド建配
当額を香港ドル建仁換算するために１Mいられた'１１場である。

ＴＡＦＥα"んers'Ｍｎｇａｚｉ"G,各号。
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締iJi志休第43巻２号2006イド７月４１

表６．１８で1U)らかなどとく，香港｣宅ii1j銀行のｲI｜

益の大部分は，’１１国および日本におけるilIhlﾘﾉから

得られたものである：なお，表６．１８０ﾙＭ純益

の｢'1に'よ，ロンドン店の純益も合算されているが，

同行は，節税のために，ロンドン店ではｌｌＩ来るだ

け利益を計｣しないことにしていた｡Ｍｘ，イン

ドとセイロンには，カルカッタ支店（|Ⅱ|識，１８６７

年)，ボンベイ支店（同1869年)，ラングーン支店

(１両11891年)，コロンボ支店（|可1892ｲ１１（ノンI支店

を有していたが，業績はいたって不llfであったよ

うである。これらの支店の存在理''１は，il1lI1がイ

ンドから人品のアヘン，綿花，綿糸などを輸入し

ていたことに関係していた。インドからの輸入

額は1870-72<I2jﾄﾞ均17.7百万海関iiU＝［5.3ｎ万→

1890-92ｲ|:平均12.2百万海関iilji＝［2.7百万→

1911-13イドル143.99百万海関両＝Ｅ5.711i万とい

う推移をたどっていたので，成長率は殆どゼロに

近かった（これは，アヘンの輸入が急激に減少し

たためである)。他方，中国の対インド輸Ⅱ|は，

輸入に比べて極端に少なく，片為替の状況にあっ

た。インドからの輸入は，1870-72イドWflの｢'１国

の輸入総額65.8百万海関iLiに対して，26.9％，

1911-13年平均の輸入総額518.2百万ii1ilIUiil'iに対

して8.5％となっている｡Ｍこの輸入代金支払の

ためのルビー処為替の需要に応じるためには，イ

ンドの主要地に文Ⅲ!iを有することが不nl火であっ

た。すなわち．在''１国本支店が在インド文111｢払い

の銀行為待を光AIIすれば，中国本文Aliは，インド

支店に対してlY7j超，すなわち債務岨になる。在

｢'１国本支店は，ロンドン店にある目ﾊ!『のinけ金な

どの借方{ﾘﾉ定から、インドのプノウンシル・ビルを

買って，インド支店にそれを送って決済をしてい

たのである。このやり方では，為特売!｣(ｉｉｉは['１[玉｜

本支店のほうに付けられ，インド文111iは，行内勘

定につけられる利子しか取れないことになろう。

しかし．実態(１１には，この取rjlはｉｌ１ｌＥ１とインドの

店舗''１１の協ﾉﾉによって可能になったものなので，

利蔬も均等に１Ｗ)されたものとして、計算しない

と，純益源泉のjuHIl的分布は歪められることにな

ろう。とはいえ，この点を考慮したとしても香港

上海銀行の１円幼のＴｌ１点が，東アジアにあったこと

はＩＵｌらかである。

Vll、おわ'）に

水論文は．鋪一次大戦前にアジアにおける営業

を三i:たる堆務としていた英系国際銀行である香港

上海銀行，チヤータード銀行，マーカンタイル銀

行の三行を対象として分析した。これら三行は，

英llJ1でのjUl称が東方為替銀行ＥａｓｔＭｌＥｘ(vhange

Ballksといわれていたことが．端的に示すよう

に，業務の二iZ体を商品貿易から生ずるアジア諸国

の迦貨とｕｌ際迦貨である英ボンドのＩｌＩｌの外1m為替

収『)|におき，これに関連して，輸ｌｌｌ前隣金融と輸

入はね金融をiWi社に与えることによって，利益の

大部分を生みlIIしていた。但し，銀行ごとに特色

があり，ややiIiL暴なくくり方をすると，香港上海

銀行は，マーチャント・バンキングを雅営して，

'11国と［１本の外債発行の引受けにＷｌ恢的に関与し

て，そこから派生して生ずる元利金支払サーヴィ

スをおこない，発行主体であるアジアの政府，企

業の欧米からの資材輸入に伴ってﾙﾐずる外囚為替

取り|などからの利益も得ていた。チャータード銀

行は，その徴業の中心が，インドと東南アジアに

おかれていたこともあって，対''１|]n．対日本の資

本輪lllブームに乗り遅れた。その利縦の主体は，

第一次大戦直前まで，外lIjl為替取り|と貿易金融業

務から1(｝られたものであった。マーカンタイル銀

行は，その利益源泉の主体が，fll錐Ⅱfであり，英

本IIlで低利で取り入れた資金を，徴紫対象国内で

の貿易金融（輸出前貸金融と輸入はね金融を含む）

においてjililllすることによって．他の二行の業務

のhli光をしていたのではないか，とAllわｵlる゜そ

して、マープノンタイル銀行は，そのiii身のチヤー

タード・マーカンタイル銀行が，チャータード銀

行と肩をilliくる存在であったのとは，比べ物にな

らないほど小規模な存在になっていた。

これらの英系lE1際銀行の成長は，’890年までは

Ｉ１ｉｌ調であったが，1890年代には，1890年のベアリ

ング恐慌，1893年のオーストラリア銀行恐慌。

同ｲ|ﾖのインドの銀本位離脱，銀(llli橘の急落（標準

銀１オンスのロンドン価格は，l890flﾐｲﾄﾞ間平均

47.6875ペンス→1902年同2ｲ0625ペンス)，アジ

アの貿易停滞の影響を受けて，三行のいずれもが

業統の低迷に悩むことになった。香港上海銀行は，

Il1lIiljll(府外Ii1i発行業務で，フランス（ロシアと手
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4２英系llil際銀１丁とアジア．１８()0-1()l3Ir（()）

を組んだ）の競ｲ}を受けるようになり，この業務

における)|ｆ独,!i｢Il1llll位を失うにいに)た。1900年

代からは．アジアの貿易のIIllび率がｌｉ１１ｉｕし，１９０２

年以後は銀Illli格もおおむね安定してきたので，こ

れら三行の鰯,'iは衿しいlIjl梅を兄せた。銀価格の

変動の彬郷を除くために，iXpliンＭ１で，アジア

諸[11の岡易のﾘﾘjl('1をとると，次のようになる。

表７．１．アジア諸国の貿易総額とその咽加率

（i7刀英ボンド）

アジフ'ii’災,,，ｆ,§j,f均，'1,,i，，，イミインド米,,【’ドイツ
（除ビルマ）（除マラヤ）

1880／２‘15.(）１２.(１９８．７229.1576.(）315.4294.5 

１９()(〕／２６Ｍ５２１１２７」３７(M）７`13.8‘187」476.3

1911／３130.1）1311.(}250.4755.(ｉ1,112.0H2ii3828.5 

年Ｖ均墹率（(〃）

1880／2-1900／２１．７３７．６５１．２７２５１１．２９2.2(）２．４３ 

1900／2-1911／３６．８１８．６６６．３６６．５５３．７２1.1)Ｉ４．９５ 

（l{|所）’'１１１１，’１ｲ【・インド，）'ジブ'iiIのAl(字は，杉原論『アジアllllIYMの形勢と|附造』ミネル'ソパI}房，1996．

卜Ｍｉｌ－３，Ｉ)い'彫10,災lljの数字は．Mitcll〔１１，Ｂ､Ｒ､all〔１１地lⅡ(P,''１１yⅡis,ノ１１)sl'ｗｌ(l/〃"/sﾉlノノislo'･ＩＣ(Ｉｌ

Ｓｌ(ｌｌＭ/(､村,〔yllIll1)ri(１９〔0,1962,1)I).281州l，米国は，Ｍｉｔ(．h('Ⅱ，１Ｍ（.,ノＭＷｌ〔l〃oﾉ!(11ノノＭ()ﾉ･』(ＷｌＳｍｌｉｓｌｉ｢S‐

７，ルハ〃川./(Yｲ付（"l(ノハl（Ｎｉ（l/(1部/(Ｉ，Ｌ()'1(1〔)11,1983,1〕l).5`１２－５，ドイツは，Ｍit(､1】(､Ⅱ，１１．１(.，Ｅｌｲﾉ．OﾉﾉPα'１

ノノis/(〕ﾉﾌﾞ(ｗｌｄＷ(((i射(i(ＰＳノ750-ノリ7(),Ｌ()11(I()11,1975,1〕､490,1Ⅳ１０イI11し．米ドルから災ボンドへの|胤算は，
［ｌ＝1Ｍ.86()．ドイツ・マルクから(ﾉ)それは，［１＝Ｍｋ、２(Ⅲ13の命W6iによる｡

表７．１から，20111:紀初ljj(には，欧米先進国で

もアジア諸囚でもW【易1WﾉⅡ|率がそれuiiiに比べて

著しく上ゲル（いることが分かる。しかし，アジ

ア諸国の貿易1WﾉﾉⅡ率は，ｆｌ皇平均6.55(んであ()，欧

米三lIilのそｌｌは，4.51％であって，アジア諸llilの

貿易1W率は，欧米三|、のそれを人きぐ」:ＩＦ|ってい

る。これが．ｉ)(系'１１際銀行の堆扮のｌ１ｌＩｉｊｌｉに総びつ

いたことは，ｌＵ１らかである。

ところで，レーニンは，１４１１１１雌ｲ}が支配してい

た古い資本三i:義にとっては，ＩＷｉｌＶ１のIiilllが典型的

であった。だが，独占が支配しているｈ１断の資本

主義にとっては，ｆＭＫの輪'''がりｌ１ｌｉｌｌｉｌﾘとなった｡」

(宇高jlL1hli訳，『帝|Ⅱ=i：挺論』Ｖ|波文Ｉ１ｌｉ，195(i，ｐ、

102）という。この議論は．187()<|:以後のlUj界経

済を特徴づけたものが，４１；ilrillZ索であるiWxの国

際移動である，としているのであるが，ｌ１ｉｌ時に労

働の国際移11i))も山｣:空前絶後のⅡ』桃に逃したこと

を無ｉｌＬている｝A(で，－.iili的な縦禰である。それ

はともあれ，lljl際移1ｌｉ１１をしたfT水は，そ(ﾉ)大半が

鉄道，港湾，Hlliljインフラの11識にｌｆ１ｌけられ，そ

の結果が，ＩｗｉｌｌⅡＩ１ＹＹ易の急1Wに結びついた。そこで，

資本輪lllは，ｌＷｉ１ｌＭｊＹ易の成長のためのｲ《１１１欠の要

因であった。とはいえ，その111は，ｌｌｌｉｌｈ１１Ｈ易額を

はるかにrli叩ている．災'１１からアジア（除トル

．）への尚水の流れの放字を兇ると，次のとおり

である。

表７．２．英国からアジア（除トルコ）への資本輸出
（Ｅ百万）

lF1fjfl総額う!）ｌｌ１ｌＩｉｌｌｌイミインド

１８８０－２11.97（).0８０．００６．１８ 

１９００－２８．９０0.9(）ＬＵｌ６．０３ 

１９１１－３１１).3８８.()０１．２１５．０４ 

（'11所）Ｈ１()I〕0,1rvill脛,ｿ加（ﾉﾉ()ﾉﾉ(,lﾉﾒrﾉﾉｏｒｌＱ/Ｃ(Ｊｐｊ－
Ｉ(lノハoﾉ'1（ﾉﾉｗｌｌＥ'71(li'1,ﾉ8術一ﾉ〃LLoll(Ion，

１(XNl,'1､al)IC３０，１)ID.郷５－３Ⅱ’'１，iI1Dlc5，I)I).８５－

１)1，'１､H'1)l(、１２，１〕l)」５１－１(il、'1､&'１〕ＩＣＩ１，１)p,1４５－
１５１ 

｜犬から見られるごとく，フlJ-としてのアジ

アへのif水の流れは，１１W,'Ⅱ１，貿易のＭｉれに比べると，

はるかに小さなものである。また，1865-1913年

におけるアジアの英ｌｌｉｌからの茂木輸入の累計は，

Ｅ513.3Yiﾉjである（Stoll(P,Ｃｌ).(､it.,I).221,1).3`11)。

その利率が５％であったとリーると，1913年の利払

(』tは，［25.7i【｢ﾉﾌﾞであって，こ’'1もｉＷｉ１Ｉｉｉ１,貿易の流

れに比べれば，小さな数匹i･:である。このほかに,

国際銀行にとっては、貿易にⅡ｛うiIIjl苫述賃，保険，

皿偏などの('１１１１の支払がある。ｕＩに，労働の国際

移釛に作)．移民の水１１１送金も，１１１哩な業務であっ

た。l8lj1-l910flZのインド人のiIlj外移民数は，
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4,357,000人とされている（Davis，Ｋ､、ｿﾙﾉbﾉ〕ル

ノatio〃〔〕!//"(/i〔u(''1(ﾉﾉ〕nhist〔I'】,ＰＩ･in〔)ct()]1,1951,

p､９９但し，これは，杉原薫，前払);!｝、１).268よ

り再ﾘl111したものである)。巾[五|からのillj外移民

の数は，正確には分からないが，1854-80年の香

港からの|}１１１１行数だけで．558.000人に達してい

る（Nol･tIll､ul〕,David,`Migrationfl･ｏｍＡ｢l･ica，

Ａｓｉａａｌ〕ｄｔｌｌ〔ＰＳ(〕utllPacifiC，，il〕ＰＯＩ･I(91.,八１１(11．(､ｗ，

０．．７，脈〔Ｍ〕ﾉYﾉﾉﾉistol:ｙＱ/t/ＩＣＢﾉｶﾞZjs/l〃"】ﾉ〕iﾉ･〔?，

Oxford'1999,1〕､92）

日本，インド，IlllIilでのある$1,1度の1:業発展が，

大西洋経済圏との貿易の増だけからでは説lUlでき

ないようなアジア域内貿易の成長を生み||'したこ

とは、杉ljl輔によって説得的に証lU1された（杉ｌ１ｉｉ

薫，前掲書，ｌ)1).13-38)。もちろん，アジア経済

圏と大西洋経済|劇の'111の貿易，貿易外lMl，資本

移動も大きくjiil大した。これらすべてのm1Iきを条

件付けたものは，1870年代から始まる炎ｉｎ・迦信

革命である。それは．1914年の第一次入職までの

間の第一次グローバリゼーションをiⅡき起こし，

国際銀行は，liil大する国際取り|の決済メカニズム

を提供し、取り|の金融をつけるものとして成長し

たのである。レーニン・ホブソン'''1論の影秤の下

で，国際銀行をもっぱら欧米から後進jlll域への資

本輪Ｈ１の導体として捉え，経済的侵略の尖氏とし

て考えるＩｌ１究が数多く生み出されてきた。そのよ

うなＩ１ｌｌｍｉが全くなかったわけではないが，国際銀

行は基本的には国際取引の決済のためのインフラ

ストラクチャーとして捉えるべきものである。

ParｔＬＮＤ､ｌ６この特許状授与は，1853{|：12月29｢｜

のことであった。M8lCk(DIlZiC，CoII11】t〔)11,ノ{Ｃａ/"ｌＳ

ｑ/Ｓ//ｗﾉ；1954,London,1Ｗ)1．illt(､(１Ｍ.NewYork， 

１９７９，１)I〕､2０

４７脈（ﾘﾉ'"ﾉ･比ﾉで(/Ｂ(、Ａｕ／ﾉﾉ'(ﾉi(',ＡＩｌＭｍｌｉ(I(Ｉｒｌｄ

（〕ﾉｌｊ'1((，Ｓｌｲﾉﾉﾉ)ﾉP"ＩＣﾉＭ(【／Ｃｈｒ"･従ハ２５Ｖi(Pt()ria，ＰａＴｔ

ＬＮｏ.]3.1,1).19-20 

５１（ｉｌｌｇ，Ｖ()１．１．Appendix，１〕､626

６１(iIlg，７ルノノO"gAo"ｇＢｍ"/Ｉｉﾉｌｲﾉl(?ＰＣﾉｿﾞo(ﾉQ／

〃lﾉﾉ〃j(【ﾉﾉs"Ｉ（(〃〔ノWbl71895-10ﾉ８，Ｖｏｌｌｌｍｅ２，ｏｆ

ｌｌｌ(PⅡist〔〕rvofllollgkoll宵all(lS111lllgll8liBankillg

CorI)Cl･iltioll,Cambridge､１９８８（u1〈，Ｉ《il】9,Ｖｏｌ

ｕｌＭ２と61＃す)，Tal〕IC10.8.1〕､588

７１１１i卜'１珊也「災系国際銀行とアジフ'，l890-l913

fIi（`l）」（『統営志林』４１．４．２００５ｲ'２１１１）ｌ〕p､９－

１２参I|<(3

81(i119,V〔〕１．１，'｢able5.5,1)15Ｌ'I1abl(p10.3,p､

３４７ 

(）Lctl(ｗｌｌ･olntllcChairmall，tbcChartere(ｌ 

Ｂ８ｌｌｌｋ，ｔ(DSil・’9(Iwardllamiltoll，（}ＭＤＴ】でasury，

（1aI〔！(ＩＭａｒ(､１１９，］904およびLcltcrfrolnW.Ｔ，

W1lil〔911(ＯＩＩ(I，ｔｏｔｈｅＵｎ(Icr-Sc〔ｗＰｔａｒｙ（)ｆＳｔａｔｅｆｏｒ

｝1〔〕I〕l〔ＰＡ１ｆＩｌｉｒｓ,ｄａｔｃｄＪｕｌｙｌ６，１９０１ともにＴｈｅ

〔lllil(llMl11Lil〕raTy,Ｔ]ｌｃＣｉｔｙｏｆＬ()11〔ＩＣ、所蔵。未

Ｗｎ１ｌ１ 

ｌＯイ｢)|:寛治，「イギリス植民地銀iT群のＩＩＩ編」（東

京大学『締而学論集』1979年'1ノ１，１).２９

１１Ｋｉｌｌ９，ＶＯＬ１，])．２７９ 

１２sI)al(IiIlgザＷｉｌｌｉａｍＦ.．Ｅ〔ＩＳＩ(ＷＪノhrh("ｌｇｃＣｌ"･‐

ノｗｌｆＷ"ﾘｲﾉﾉｲY'Mlce，３，』ｃ〔１．．Ｌｏｌｌ(ＩＣ】１，１９２０，Table

fa(･ingl).29Oなお，この表によると銀(I1i格低落の

｝ルンドが終わったのは，1902ｲ'1（(Iillll平均価格

24.0()25ペンス）であり．以後，１９１４年までの極

大は1906〈|：（同30875ペンス)．極小は1909年（同

２３１i875ペンス）であり，銀価格はこの''１１を往復す

るようになった。

l3lIli付|M1山「災系国際銀行とアジア．1890-1913

イ|：（１）」（法政大学7経常志林』‘10.2,2003年７

１１)，１〕､１３参１１(Ｉ

１４Ｍｉｌ(､k(l11zio，Comptoll，フルル((/ﾉ"ｓＱ／Ｓｉｍc'〕

Ｌ(〕､(|〔)I]，1954（reI)rillt()(}()(liti()11,1979)．Ｉ).162

15水ilr藩子『フィリピン銀行史研究」御茶の水書

〃;，２００３．１〕l〕､83-85

１１(ｉｎｇ，Ｆ１､ｌｌｎｋｌｌ．’Ｌ’７ルノノoﾉｌｇ/fo'１月ノ〕("lﾉｅｉｌｌ

Ｌ(I(Ｐﾙﾘﾉ〃ｊｆｌｌＣﾉ!i'1α186`ノー’００２，Ｖ()IlIm(､１（)f

thcllistol･ｙ（〕「ｔ}〕eHollgkollgaIl〔ＩＳｈａＩｌｇｈａｉ

ＢａｎｋｉｎｇＣ()11)oration，Ｃａｍ}〕Tl〔１９(､、Ｃａｌｎｂｌ､idge

UIliwrsitylJlPss，1987（Iス下，Kin９，Ｖ()１１と脇

す)．Tflbl〔13.5,1).９５

２１１()I】席ｋｏｌｌ円＆Ｓ１〕ａｎ月ｈａｉＢａｌ１ｋｉｌ１Ｒ（?()１１)oratiolI

が，ｉＭＱ(ﾉ)街称（締りを含む）である。Ｉ(iIIg,ＶＯＬ

１，１〕11.67-69なお銀行の1'１１刊名は，1888(lこから[瀧

豊銀行（ⅡuiFollgYillHang）に統一された⑤

KillgJ(】(P.ci1.

3たとえば，ノFoVα／ＣﾉｌａｒｌｃｒＱ／（ん,（ｿ,(J'･胚ｒＰｄ

Ｂ〔【,IAQ／/"(ﾉﾉ(１，，M1srra"(７，（''1(ノ（ｿliﾉﾉ(ＬＩ７Ｖｉ(，.，
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4４英系|倒際ｉｌｌｎとアジア，1890-11)13(|：（６）

１６数字の１１１１ﾘ｢は．ソル〃("'ﾉＩＣﾉ.s,ﾊﾉｲ(“巧/"〔,斉号≦

各年１２１１;ｌｌｌｌのｌＢＳのjll処H1余の蚊`ｉ:と!L1該'1:の

｜(llMWj定にフパさｵ'ている為什''1甥（;I《ンド巡配当

金の銀ドルへの換算ll1jI)）で'恥１１ンドに換煎した，

l7illilllW山「英系ljl際ｊ１ｌｉＴとアジア（`I）Ｉ（法政

大学『雑i9i･志ll6I11．‘１，２()05('２１１１，１).１５参||(し

なお，マキノンド|:については，MllIll･(),Ｊ・Ｆ(〕r})Cs，

ＭＪ'．〃ｉ"(〕ﾉﾉﾉl(('ﾉ7"･由(?("l(ノノツ"lﾉﾉｨﾊﾞﾘ,SlllIolk，１０１１宵一

｜〔'11(1,2003がiirlilllかつりUUliあるｸ)|ﾘrを/ｊえている。

１８１《81111,,11)(IlIllr(1,7ル()I"Ywl(W'ＳＩＩ/(ﾉﾉ''1Ｍ,S11mllg-

l1ai，1927,1〕､8'1

1911siao↓illl〕g-liIl,(ﾉﾉli'1(店ハ〕(，ｊAl'17>w(ﾉ〔，S(仏

【islj(､s，ノ8(j`ノーノ9`/0,Cnllll)1.i(１９F，Mllss.，１９７１．１)I〕・

ｌ７７－８ 

２０ＷＩｉＨＩＶｌ也「英系'１１際銀行とアジフ'’１８()()－１９１３

年（５）」（『経↑!↑志林』，'１２．’１，２()I)(lil21)l）ｌ)I)．

28-30 

2111SIB()(】r()111)Ar(､}liv(､s｣()11(1〔Dll山()111↑36｣

２２１兆IMz(､１，Ｍ811.kｕｓ八．Klll〔１ｓ(､11wlIrz(O１．，Oskar，

ⅡﾉｨJcml"Ｗｗ（ﾉPﾉ・ＷＰ/(，Bllll〔１１Ｖ，StlltIg81rI，１９９２，

IDI〕､１５３－４

２３この，［２，()OIL200の（illHi証券(ﾉ)うＩ)，r2500OOO

はイングランド銀行にＫｉ託さＩ'ていた。こオlは、

｜汀１行から４１１１郷了越を受ける隙(ﾉ)ｌ１１ＩＷこ11｜いること

ができた。［408,1()0は，クラiンン・エイジェンツ

Ｃｌ･ｏｗｌｌＡｌ:(,,ＩＩＳ（l:lifi領とインドを除くウWilも地

のために，物fT訓述，寅金iJ1述などのサーヴィス

を請け(１う独立iﾉ:人である）にiiiil{）されて，喬港

などでの銀行券発rjのiVl(術に充)'ｉされていた：r

L75L100は．ウェストミンスターjllriにβi託され，

この''１(ﾉ）・流iilH券（浮動iil}券11,)ilt(lr5）は，同行

からのコール・レートでの１冊り人ｲlの机Ⅲ｛に１１ｌい

ることができた，rMO,()00は，ビル・ゾローノＪ－

に預託ざ川これはすべて・Wi(iil};券であり．１０（

１）人ｵ'た二'_ルfT余の'11保に充11iされていた‘［

413,000は．’ソェストミンス徴一ｊｌ↓行におけるジヤ

ヴァjlliTの［'''1に爪訓さ北(いた：これは，すべ

てコンソル公ｌＩ１ｉと災政府《l{命iil[iil}であるが，ジャ

ヴァにおけるifi:i＆」:海釧行文ⅢＩｉが，ジャ'ソァ銀行

からＩｌｆり入れをするためのlIIhLとさ’【，またアム

ステルダムの術級銀行であるホーゾ|附会Ⅱ〔)IDG＆

ＣＯ．宛の銀r『為什振１１１のための机(ＩＩＬとされた（ジャ

ヴア銀行・ホープ|Ni会との関係についてＩＩＬ・llSBC

（１１.ollI〕Ａｌ･(､11iv(､３．Ｌ(〕11(I()11ⅡpBllnkllistorv，PC 

L()l](I(〕】Ｉ（)｢『i(､(ｐＢ〔)ｘＮ()．８，Ｌ(DII(I(〕I10lfic(ＤＩｔｃｍ

Ｎ().12,1,lllsl〕〔ICI〔〕】･'ｓｌ((bI)()ｒｔｏｌｌｌ１ｌ(､Ｌ()11(lolu（)ffi〔PG，

３１皿Ｉ加(･(11111)(’１．１()17,1).５による)。［34,000は，手

元に雌ｲiされてい上

２１１１ISI)(plvt()r`Ｓｌ((０１)o１．ｔ（)'’111,、Ｌ()I】(ｌｏｌ１（)ffi(PG，３１郡

I)o(PMI})(91.,11)１７（ｕ「，lnsl〕c(．'()1.0ｓl(Cl〕ort,Ｌｏｎ－

（lo'１，１()１７と１１Nす)，Ｉ)1〕.`１－５

２５１Ilsl〕〔､(､t()l･`ｓＩ((､I)()1,ｔ〔〕Iltll('Ujoll(IollO【『ice，６１ｈ

ＮＯＷＩ〕１１〕(’1．，１９１１（Ｌ(DII(1(ＤＩＩⅡiIIllllkllistory,Lon‐

（ICI）（)ffi〔､(！｝〕()ｘＮｏ．８，Ｌ()11(l[)llOlTiTelt〔ＵｍＮｏ，

125,ｕ「ではIllsl)ecto1.,ｓＲ(､1)(〕rtJoll(ＩＣＩ1,1911と

略す)．Ｉ〕・lo

261I1sl)0ct()１．，ｓｌ((D1〕ort，Loll〔1()】l､１９１１，１〕」ｌ

２７１１ｌｓｌ)ＭＯＩ･ＯＳＩ(〔９１〕o１．１，Ｌ()11〔I(DIl、１９１］，ＩＤ,ｌ２

２８１ｎｓｌ)(､(･（()1.0ｓＩ(Ｆ１〕CTI，Ｌ()11〔1()１１，１９１１，１).l2

2911Isl)(､(･（()rosI(（１）o1.t｣()11〔l()11,19]7,1)｣l

301Ilsl)(ｗｔ()ｒｏｓＲ〔01)o1.t，Ｌ()11〔1()11,1911,1)」6

31111sl)(､Ｃｌ()r`sRcl)o1.t↓()n(1()11,1911,1〕｣8

３２１ＩＩＳＩ)(､(vl()1.0＆１(〔､1)()１．t，Ｌ()１１(I()、'１()１１，１).l９

３３ＩｏＣ（iL 

MInsl)(!(vt()1.,ｓｌ(Cl)()１．t，Lol〕(|(〕】１，１９１１，IL20

351nsI)[､(Pt()１．１sl(Cl)Cl･tJ()11(I(〕11,1911,1).21

36111sI)(!(､t()1.1sR(11)()rt,1911J()11(1()11,1).22 

37C1Mll)ｍｌｌ１ｌ,Stallloy,ｿﾙﾉ</“〔リハルで/lα'1tＢα'1卜

ｊ"月，Ｌon(1()11,1981，'1,111〕1(､７．２，１).１２１

３８１)|(､n(lprI(Cl)Cl･I，〔１Ｍ(Ｍｌｌ６ｌ'’’九(､CII]1)Cr，１９１６，

BlDl)，1917,Ｃ(１．８１３０（以卜I〕l(､11(ICI･I《Cl)orLl916

と略す)，Ｉ).８

３９１)l(､11(1(､1.1((､])o１．t，１９１６，ＳＩＤ〔､tiolll2、Ｉ).６

`IＯＳＩ)tll(lilll;，Ｗ、Ｆ､‘Ｆ(〕1．(Diglu｝〕l･all(､１１１)ａｌｌｋｓａｓａｌｌ

ｉｌｉ(１１(）Ｉ),､itis1，（､(),,】、(P,.(,(1,,ノノ(",ルP'.s,MIguzi,,＆

１九Ｍ1lb(０１．．１９１２，

（l()．’'1,1]〔Il9sla1)1isl1I]l(OlltilII(Ｉ（lrowI11ofForeigll

Brallr1IIlllI】kSillLoll(I(〕１１，，ﾋﾞﾉ()lｲﾉＭ１Ｑ/(ﾉＩＣＩ"Sti-

l”(l//)(』'1ｈＦ'.s,Ｎ()v(､IUll)〔'1.,1911

４ＩＳＩ)lll(Iillg，Ｗ、Ｆ､，‘'1,1】(､Ｆ(〕r(Dil:nIlwlllchBanks

illlIlIllH1llIl〔IIlIl〔IthOil・Iluf1u(､Ilc(、（〕ｌｌｔｌｌｅＬｏｌｌ(loll

M()11(､ｙＭａｌ、k〔！t､，ノゾ(･()'1()"【i(ｗﾉ()l"･ﾉＭｌ,22.88,Ｄｅ－

ｃ(､1111)(Ｄｒｌ１ｌＩ２，１).62,1 

421Ⅱi卜ｌＩＷＬ「英系１１１際jllrjとアジア，l890-1913

iI：（１）」（『経↑;↑志休」11．Ｉ．2005〈Ｉｆｌｌ~１，１)l〕､６－

７参ＩＭＩ。
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経櫛志林鋪`13巻２)ナ2006イド７１１４５

４３西付|M1山「英系'11際j)(行とアジア．1890-1913

年（５）」（『経徹志林〃12．’1.2006ｲＩｉｌ)１，１).１３

において，［ｔｉｌＩでは，1909〈|§から利付手形のj(!立

て業務が急｣櫛し，１９１１〈i：以後にはＢＳ総i;|の過半

を占めるにいたっている｡」｜LL，ここで［ｆ１ｌ付

手形」としたのは３Ｆ昔の識()であり，水ﾉ,Ii111jjと取

立為替とすべきであった。そこには，ｲﾘ付下形の

ほかに，水ＩＩｉの与えたり|受信１１１により災|］など欧

米の輪１１１業背が帳lllしたチヤータード２１(行宛i)|受

手形とlnlじ金額の対アジア輸入錐背の[)／Ｐ糸１１：

での荷為替手形の取立てが合まｲ'ている。オリジ

ナルのり|受手形は，クリーン・ビルでありロンド

ン割ijlTli場で直ちに(I;11りり|かれる。そして，その

支払Ml1l1Mi(〔前に．対アジア荷為勝手形の支払が行

われて，チャータード銀行本l1iに送金ざオ[てくる

のである。

４４１】ＩＳＩ)cctorisRcI)Cl･ｔｏ】〕IlnmburgAgency，ＮＣ‐

vembel･'911,ＩＩＳＩ〕CGroul)Al､chivcsL()】l[ICI】Ⅱ,

Ｂａl】kllistory，Ｌ()11〔lonOffi〔ＰｅＩｌｏｘＮ().８，Ｉｔｅｍ

125,1).３（以下．Ｉ】ISI)ectol･QsRel)o１．t，ＩｌｉｍＤ１)urg，

1911と略す）

45111sl〕ectol･↑ｓｌｍＩ)o１．t，IlHlml)111.9,1911,1〕､５

４６１１１sI〕cclol･'sRcporL,llal】１１)u1.9,1911,1〕､６

４７１１１s！〕cctol･'ｓＲｃｌ)OTL，llaml〕llrg，１９１１，１〕､６

４８１１１sI〕cctor,ｓＲｃｌ)OTL，IIambu１．９，１９１１．１〕､７

`l91nspcctol･'ｓＲｅｌ〕ort，Hanlbu１．９，１９１１，１〕､８

５０１IISI〕ectorOsReI〕ort，Ｈａｍｌ〕u１．９，１９１１，１)I).９‐1０

５１１１】spectol･osRel〕ort，Ilamburg，ｌ１ｌｌｌ，I〕」２

５２１１１sl〕ccｔｏ1..ｓRCI)ort，llamburg・’1)１１，１)lI

53DeIlzel8ln〔lScllwarzer,Ｃｌ).Cit.，！).１５'１

５《llnsl)ectorOsRel)ｏｒｔｏｎｔｈｅＳ}ｌ８ｍｇｌｌｌｕｉＢｌ･alIcl】’２

Ｍａｙ１９１１，１１ＳＢＣ（】roul）Ａｒ(plliv(ＰＳ，ＳＩＩ(｝Ⅱ，Ｎｏ．

７０（以下，Illsl〕ectorosRcl】ort,Sh2M1ghai、１９１１と

略する)，ｐ､２

５５１JISI)cctor'sIRcI)Cl･(，Shal】gh8li，１９１１，１).３

５６１１１sI)cctorosRcI)OTL,Shanghai，１１)１１，１).３ 

５７１nsIxxBIol･ｌｓＲｏＩ〕Cl･し,Shanghai，１９１１，］).５

５８１１１s])cctol･ＩｓＲｃＩ〕o１．t,Shanghai，１９１１，１).５

５９１，sI)ectol･ｉｓl(Cl〕(Drt,ShaI1ghai，１９１１，］).5

601910f1iのゴム株バブルとそのliljll1については、

次の文献を参１１((せよ。’Phomas，Ｗ、八・，Ⅱ/Ｗα･〃

Ｃ〔I"it(Jlis"ｕｉ〃CAi"α，Ａｌ(Iorshot,２００１，Cll8uI〕､８

本野英一『伝統【'１|劇iii業跣ｌｉＦのル|域」門大lll版

会．2001,ＰI〕､250-285

6lこの」:iilj適合に対する外銀の救済脇fTについて

は，外務１４Tjmi耐Ｉ､）Tjm商雌蕊』ｌⅡIifi`ｌ３ｆＩ{59号（１０

月25[|）および61号（11月251]）に詳しい経緯が

説Ⅲ1されている。

６２IIlsl〕⑪(Pto1..ｓＲＣＩ)ort,ShalugllH1i，ｌ９１ｌ，Ｉ)」８

６３１１】sl)(x?to1.05RCI)ort,SIlIlllgllai，１９１１，１〕-20

61MackeM〔9,ＣｏｍＩ)ｔｏｌ１,H(?(l{"l綿q/Siﾉ!'〔?';Ｌon(]on，

195`1,1．Cl〕Til]t〔ＸＩＣ(litio】１，ＮｅｗＹｏｒｋ，1979,1〕､５５

６５lrllMｲ１１夫『llSBCの桃IiWJ断火|【|:，２００６，１).８，

ｐ・lO

66iUi付IHI山「英系lfl際銀行とアジア．1890-1913」

（『緑徴志|；|ミル12.4,2006（|:ｌ)１，炎５．１２．１)p、

20-24参1M’

６７１（iI1g，ＶＯＬ１，１)」５７

６８１《iIlg,ＶＯＬ１，１).I63

69Killg1VoLl，Ｔａ}〕1Ｃｌ`1.2,1)1).５４８－５，I9

70Kil1gi,ＶＯＬ１，１).535 

71Ｋｉｌｌｇ，ＶｏＬｌ１Ｉ).537 

72Ｋｉｌｌｇ，Vol、２，１〕､361

73Ｋｉｌｌg｢,ＶＯＬ’’'1,aI)IC8.3,1〕､283

7`１１(ｉｌｌｇ,Vol・’’'1､able(Ⅲ１，１).309

75ｉｉ１１ｌｌｉｌ８船ＩＷＩＩ(Illについては，］《ing，Vol、１，１)．

１５７：1874ｲﾄﾞの純ilfは，ｌ(iIug,Ｖｏ]・’’'1,8lbＩＣ6.3,1)．

195による。

７６ＫｉｌｌｇｎＶｏＬｌ，'1､al)ＩＣﾙ1.2,ＩＤＩ).Ｍ８－９に対応する

もののみ：

７７災;|（ンドと香港ドルの'１１１の為滕|{１場は，King，

Vol・１０'1､al)ＩＣ８．２，１).27`ｌおよび'１，able9.3,ｐ､308

に与えられている。純lMEと発行116は，Ｉ（i,１９.Vol、

’’'1,,1〕1ｃ8.3.,1).283と'1,a})ｌｃ９.`1,1).309に香港ドル

巡てで示されている。

７８Stone，lwing・ＷｌｃＣ化Ｍノ此ﾉﾉor（ｑ／Ｑ７ｐｉｔｕｌ

βo"ＩＣ'９(?(』ｌＢｌ？（(Iill,ノ865-ﾉ,ﾉｲ,Ｌon(1011,1999，

'1､llble30l，I〕I).375-7

７９L6vy-L(P})oy(F1.，Mallri(ｖｅ８ｍ(１１〕oul､guignon，

Ｆ１･llI1C⑪i筋，ノＥ(，(ＪＪｌｏ"Ｗﾉﾏﾔｗ〃(｡(ISi(ク（IIlXIXsibclc，

ｌ〕811､is，］985,'[､８１１〕1cal’八一Ｖ，l).小ll

8011of｢m8ll1Il,Walth⑪．(ん"((sWnTAs(l""deJ･

皿【((ＳｃルノＪＷｉ'･（“/ＷＵ，ｌ〕Ｃｌ･1in，1965，'1,abclle43，

ｐ２６２ 

８１オランダINiIli銀行のオランダ名は，Ｎ(?｡(wlands-

ch〔PIlall(lclmaatSchaI〕l)ij・英i;/i名はKeUlel･lands
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4６英系国際銀行とアジア，1890-]913年（６）

ていたと書かれている。たとえば，発行価格が額

面100に対して，９８であれば，中国政府の手取は９４

でなくてはならない，というのである。それは，Ｈ

ＳＢＣの発行手数料が１ポイント，リ|受シンディケー

｜､の手数料が１＋ポイント，Pamnure,(}ordoll社

（証券ブローカー)手数料÷ポイント,印紙税十ポ

イント，ブローカー手数料ナーボイント，印刷費十

ポイントという内訳であった。だから，ＨＳＢＣの

証券発行益は，発行手数料が額面に対して１発プ

ラス引受手数料のうちで，ＨＳＢＣが引受けた部分

についての受取分、プラス引受けた｢'１国債の事後

の売却益である。

９４日本政府の外債発行については．鈴木俊夫の詳

細な研究がある(ToshioSuzuki,cﾉ､ﾉ〕α'lcsPCoucFル

ノ"c'ＭＬｏｕ〃／SslZPsolltAcLo'ldoluC(ｍｉｍノＭｍ･Act

／8m-I91aLondoll,1994）があるが，特に同書の

Apl】e､(1ｉｘＢ－Ｄには．政府，市，企業の外債の－

件ごとの発行条件，発行背が明示されている。そ

して，脚注が付されていて．ロンドン以外での発

行も把握できるようになっている。なお，鈴木の

この著書は，・次資料によるもので数字は正確で

あると.1,1Aわれるが，Stone，１１．vi11g，ＴｿICC/obnノ

ExpoパＱ／Ｃ(xpitU/,Ｌon(lon、1999による英国の対

日資本輸出の数字とは，必ずしも整合しない。ス

トーンの著書を安易に利11]することには，ある程

度の危険性があることを，教えている。

９５Ｋｍｇ,Vol､２，１).６２ただし，１１Ｋ＄2.7百｝jの災

ボンドへの換算は，1906年６月の香港ドルの電信

為替ｲ|]場である２１＝11Ｋｓ9.5525を|i]いた。この

｜{1場の出所は次の通りである。DenzelalIdSch-

wa1･zc1．,ｏｐ・Cit.，ｐ」08

9(加善後借款発行国際銀行シンディケートの中の英

国銀行ｌｉは，l912fr12月14日に改;l'され,そこで

のIlSBCのシェアは33外，ペアリング商会25％・

ロンドン・カウンティ．アンド・ウェストミンス

ター銀行14兜，パース銀行14％，Ｊ・ヘンリー・シュ

レーダールl兜とされた。King,ＶＯＬ２，１).495

97ロンドン大学スクール・オブ・オリエンタル・

アン｢・アフリカン・スタディーズ図書館には，

アディスの書簡，論文など大量の資料が所蔵され

ている。その巾の次の資料は漢ロー広東鉄道．漢

’二1一四111鉄道の建設についての借款（湖広借款）

に関するＨＳＢＣとフランス・ドイツの政府当局背

TradingSocietyであって，オランダ商事会社と

いう意味である。これは．この銀行は元来は貿易

会社として設立されたからである。しかし，1911ｔ

紀後半には純粋の銀行になっていたので，ここで

はオランダ商事銀行と訳す＝

８２第二次大戦前の中国経済にとっての鉄道建設の

意義については．次の文献を参11<(せよ。IIuc1Ic-

mann，Rall)}ｌWilliam，７脈、'･ago〃α"。ｔハｃ/ｍ〃

ノノ01．Ｓｃ,Ｃａｍl)ridge，Mass.，1984

831895年４月のロンドン宛`1ヵ月物手形の相場で

あるｆ］＝6.667｣二海両で英ボンドに換算。’１１場の

｜{Ｉ所は，Denzol，MarkusA､ａｎ(lSchwarzcl､,Ｏｓ－

ｋａｒ，WtJcﾊﾉwlge〃。〔?'・ＷＰ/(，Ball〔１１Ｖ，Stuttgart，

１９９２，１〕､153

84Ｋｉｎｇ，ＶＯＬ２，１).322 

85ＫｉｎｇｈＶｏＬ２，ｌ)I〕.291-2

86KiIIg，ＶＯＬ２，１)l〕､264-272

８７Ｋｉｎｇ,Ｖｏｌ２，ｐｌ).275-283 

88Ｋｉｎｇ,ＶＯＬ２，１〕p､283-291

89King,ＶＯＬ２，１)２８２キングは，ネットの0.87％

であると書いているが，これは，滴国政1((f手取り金

Ｅ15,040,000に対する比率であり、ＨＳＢＣはその半

分しかロンドンで発行していないので，正しい比

率は1.74船である。

９０King，Vol、１，ｐ､481又，為替IIl場は，Dellzel

an(lSchwarzer,Ｃｌ).Cit.，ｌ).105 

９１Ｋｉｎｇ,ＶＯＬ２，ＴａｂｌｅｌＬ１，ｌ)I).２４１－２１１５ただ

し，原表の中の1995年の分であるロシア＝フラン

ス・シンヂケートによる第一回賠償１１'国債400而万

フランを差し引いた≦

９２Ｋｉｎｇ１ＶｏＬ２，Table５．１，１〕.312,'１，able6.2,1〕､377,

Table8.1,1)I).454-5ただし，これらの表でＢｒi‐

ｔｉｓｈ＆CllineseColl)orationまたはChincscICen-

tralRailwaysとの共同発行と書かれていたものは，

すべてllSBCの単独発行として扱った。これらの

会社は，ＨＳＢＣとジャーディン・マセソン社など

との合弁であり，ＨＳＢＣのシェアを考慮してＨＳＢ

Ｃ発行分を計算すると，ＨＳＢＣのシェアはさらに

小さくなるが，ＨＳＢＣは，発行の主幹事として働

いたので，ｆのような扱いをした。

９３King,Vol､２，ｐ､361には，アデイスは．’'1国債

の公衆への発行価格と中国政府手取り余の１%]には，

少なくとも４ポイントの差が必要である，と考え
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および銀行との交渉の経過を示す貴並な資ilslが含

まれている。資料番号は，PPMS14／359である。

湖広借款に関する国際銀行シンディケートの成

立は，清朝崩壊後の財政製１１１１のための善後備款

ReorganizationLoanの発行のための国際銀行シ

ンディケートに発展したので，特に重要である。

なお，湖広借款，善後借款をめぐる動きについて

は，次の文献を参照せよ。Ｅｄｗａｒｄら，Ｅ､Ｗ､,`Ｔｈｅ

ｏｒｉｇｉｎｓｏｆＢ１･itjshfil1allcialc()-Cl)erati()１１Wit}］ 

Ｆ１･anccinChina，１９０３－６，，Ｅ'IgljsハＩ/ｉｓ【()ｒｉｍノ

Rcuic【し1,ＣＣＣＸＸＸＩＸ，April，1971；Mcleall，I〕avis，

‘Chineserailwaysan(ltlleTownleyAgrcemellt 

ofl903､，Ｍｏ化r〃ＡＭＪ'IStI(dIiFs,7.2,1973;Davis，

Clarc1]“Ｂ､，`Finallcingiml〕erialism：Ｂｌ･itislIan(ｌ

Ａｍｅｒｉｃａｎｂａｎｋｅｒｓａｓｗｃｔｏｒｓｏｆｉｍｌ)erialexpan-

sioninCllilla，1908-］９２０，，Ｂ【(silicss／Iistoハ，

Ｒ“i“),56.2,Ｓｕｍｍｃｒｌ９８２ 

９８両村閑也「英系国際銀行とアジア，1890-1913

年（４）」（法政大学『経営志林」４１．４，２００５年１

月，ＰｐｌＯ－１２参照≦

９９Ｋｉｎｇ,Vol，２，ｐ､495 

1001〈ｉｎｇ,ＶＯＬ1．footnotetoTll}〕l(19.9,1).328

101中国の輸入額の数字は，HsiaoLiallg-lin,ＣＡＩ"〔lIs

ForCignnTIdeSmtistics,186ノーI,似Cambl．i(lge，

Mass,，I)p,２２－３，１〕p上１８－９

（本論文は平成13-16年度科学研究費助成金基

盤研究（B）ｌ機関番号11301課題番号13430020研

究課題「ロンドン金融市場とアジアにおける国際

銀行業の展開（]870-1930年)」によるID}成をうけ

た｡）

Hosei University Repository


